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むかわ町告示第２３号 

 

 平成２９年第２回むかわ町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

  平成２９年６月９日 

 

むかわ町長  竹 中 喜 之 

 

 １ 日  時  平成２９年６月２０日（火）午前１０時 

 

 ２ 場  所  むかわ町産業会館 第１研修室（３階） 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（１３名） 

    １番  山 崎 満 敬 議員       ２番  佐 藤   守 議員 

    ３番  中 島   勲 議員       ４番  大 松 紀美子 議員 

    ５番  三 上 純 一 議員       ６番  星   正 臣 議員 

    ８番  小 坂 利 政 議員       ９番  山 崎 真 照 議員 

   １０番  津 川   篤 議員      １１番  北 村   修 議員 

   １２番  木 下 隆 志 議員      １３番  野 田 省 一 議員 

   １４番  三 倉 英 規 議員 

 

不応招議員（なし） 
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平成２９年第２回むかわ町議会定例会 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２９年６月２０日（火）午前１０時開会 

 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 町長行政報告及び提出事件の大要説明並びに教育長行政報告 

 第 ５ 一般質問 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１３名） 

   １番  山 崎 満 敬 議 員      ２番  佐 藤   守 議 員 

   ３番  中 島   勲 議 員      ４番  大 松 紀美子 議 員 

   ５番  三 上 純 一 議 員      ６番  星   正 臣 議 員 

   ８番  小 坂 利 政 議 員      ９番  山 崎 真 照 議 員 

  １０番  津 川   篤 議 員     １１番  北 村   修 議 員 

  １２番  木 下 隆 志 議 員     １３番  野 田 省 一 議 員 

  １４番  三 倉 英 規 議 員 

 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 竹 中 喜 之 副 町 長 渋 谷 昌 彦 

支 所 長 田 所   隆 会 計 管 理 者 藤 井 清 和 

総務企画課長 髙 田 純 市 
総 務 企 画 課 
主 幹 

西   幸 宏 
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総 務 企 画 課 
主 幹 

酒 巻 宏 臣 
総 務 企 画 課 
主 幹 

大 塚 治 樹 

町民生活課長 萬   純二郎 
町 民 生 活 課 
主 幹 

飯 田 洋 明 

健康福祉課長 高 橋 道 雄 
健 康 福 祉 課 
主 幹 

今 井 喜代子 

健 康 福 祉 課 
主 幹 

藤 田 浩 樹 産業振興課長 成 田 忠 則 

産 業 振 興 課 
主 幹 

東   和 博 
産 業 振 興 課 
主 幹 

松 本   洋 

産 業 振 興 課 
主 幹 

今 井   巧 建設水道課長 山 本   徹 

建 設 水 道 課 
主 幹 

江 後 秀 也 
建 設 水 道 課 
主 幹 

兄 後 敏 彦 

地域振興課長 石 川 英 毅 
地 域 振 興 課 
主 幹 

菅 原 光 博 

地 域 振 興 課 
主 幹 

中 澤 十四三 
恐竜ワールド
戦 略 室 主 幹 

加 藤 英 樹 

恐竜ワールド
戦 略 室 主 幹 

田 口   博 地域経済課長 為 田 雅 弘 

地 域 経 済 課 
主 幹 

吉 田 直 司 
国民健康保険 
穂 別 診 療 所 
事 務 長 

藤 江   伸 

教 育 長 長谷川 孝 雄 生涯学習課長 齊 藤 春 樹 

生 涯 学 習 課 
参 事 

中 村   博 教育振興室長 金 本 和 弘 

選挙管理委員
会 事 務 局 長 

髙 田 純 市 
選挙管理委員
会事務局次長 

石 川 英 毅 

選挙管理委員
会事務局次長 

西   幸 宏 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

鎌 田   晃 

農 業 委 員 会 
支 局 長 

為 田 雅 弘 監 査 委 員 辻   圓 治 

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長 八 木 敏 彦   主 査 長谷山 美 香   
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──────────────────────────────────────────── 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（三倉英規君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は13名でございます。定足数に達しておりますので、ただいまから

平成29年第２回むかわ町議会定例会を開会させていただきます。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

開会 午前１０時００分 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（三倉英規君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりでございます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（三倉英規君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、11番、北村 修議員、12番、木下隆

志議員を指名いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（三倉英規君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

  さきに議会運営委員長から、６月14日開催の第３回議会運営委員会での本定例会の運営に

かかわる協議の経過と結果について報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  三上議会運営委員長。 

〔三上純一議会運営委員長 登壇〕 

○議会運営委員長（三上純一君） 議長のお許しをいただきましたので、今月14日に開催いた

しました第３回議会運営委員会の経過と結果について報告いたします。 

  委員会での協議は、第２回定例会の運営に関する件であります。 

  まず、渋谷副町長及び議長から、町長及び議員等からの提出を予定している審議案件の概

要説明がありました。 

  今期定例会に町長から提出される審議案件は14件で、その内訳は、報告１件、承認３件、

諮問１件、議案９件であります。 

  提出審議案件の取り扱いについては、協議の結果、会議規則第37条の規定により、一括し
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て議題とする案件は、会期日程表に記載のとおりでございます。承認第１号から承認第２号

までの２件であります。 

  次に、議員等から提出を予定している審議案件は、追加配付８件であり、その内訳は、意

見書案５件、その他３件であります。 

  意見書案につきましては、今月９日、各常任委員会協議会が開催され、協議の結果、意見

書第６号については、所定の賛成者をつけ提出されます。 

  陳情書等の取り扱いについては、３月定例会以降受けたもので11件であります。お手元に

配付の陳情文書表に記載のとおりであります。４件が意見書案第７号から第10号として提出

され、７件が議員への文書配付としておりますので、御理解願います。 

  次に、一般質問については、山崎満敬議員ほか５名から11項目の通告がありました。その

取り扱いは通告どおりといたします。 

  次に、本定例会の会期については、以上の審議案件とその取り扱いから、お手元に配付の

会期日程表のとおり、本日からあす21日までの２日間としたところでございます。 

  質問される方は要領よく簡潔に質問され、答弁される方は簡潔明瞭に答弁いただき、時間

の短縮に御理解を賜るとともに、規律ある会議運営の点からも、私語などは厳に慎まれるよ

うお願い申し上げます。 

  次に、本会議場における服装ですが、クールビズの趣旨を踏まえ、ネクタイの着用は自由

とさせていただきます。 

  最後に、議会中継でありますが、情報公開を推進するため、従来どおり、むかわ四季の館

道の駅付近ロビーと穂別町民センターロビー及び穂別診療所ロビーで放映いたしますので、

お知らせいたします。 

  以上申し上げて、平成29年第３回議会運営委員会の報告といたします。 

○議長（三倉英規君） 報告が終わりました。 

  委員長報告に対し、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで委員長報告は報告済みとさせていただきます。 

  本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長から報告のとおり、本日から21日までの２日

間にしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、会期は本日から21日までの２日間に決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（三倉英規君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  議長としての報告事項は、お手元に印刷配付しております諸般の報告及び議会だより第79

号のとおりですので、御了承願います。 

──────────────────────────────────────────── 

◎町長行政報告及び提出事件の大要説明並びに教育長行政報告 

○議長（三倉英規君） 日程第４、町長行政報告及び提出事件の大要説明並びに教育長行政報

告を行います。 

  まず、町長から、行政報告及び提出事件の大要説明の申し出がありましたので、これを許

します。 

  竹中町長。 

〔竹中喜之町長 登壇〕 

○町長（竹中喜之君） おはようございます。 

  本日、ここに平成29年第２回むかわ町議会定例会を開催するに当たりまして、議員の皆様

には時節柄、お忙しい中を御出席いただき、まことにありがとうございます。また、傍聴者

の皆様にも御苦労さまでございます。 

  大要説明の前に、諸般の行政の状況について３点御報告を申し上げます。 

  １点目は、学校給食の開始の延期にかかわります経過でございます。町議会の皆様には常

任委員会協議会並びに全員協議会でも御説明しているところでございますが、改めて御報告

をさせていただきます。 

  学校給食につきましては、６月１日の開始に向け、教育委員会が中心となって諸準備を進

めてきたところでございますが、開始間際の実務訓練において安全・安心な給食の提供のた

めの準備等が十分でないと判断し、実施日の延期を決断したところでございます。 

  準備遅延の要因といたしましては、各準備項目への検討、協議、計画、実施検証といった

チェック体制が組織的に十分に機能していなかったものと認識しており、実施日間近の延期

により、児童生徒、保護者、学校現場の不安を招きましたことをおわび申し上げるものでご
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ざいます。 

  この間、延期について児童生徒、保護者に御理解をいただくとともに、実施に向けた備

品・調理器具の充足、スタッフによる実務訓練などの課題の対応に努め、改めて開始日を６

月30日として定め、児童生徒への安全・安心で美しい、おいしい給食開始に向け、盤石の準

備を進めておりますので、御理解くださいますようお願いを申し上げます。 

  ２点目でございますが、国民健康保険税の軽減判定誤りについてであります。 

  全国的に後期高齢者医療保険料の保険料軽減判定誤りに端を発し、全国で同様の仕組みと

なっております国民健康保険税の軽減判定処理が、新聞・テレビ等で報道されているところ

でございますが、本町の国民健康保険税処理を確認したところ、同様にシステム軽減判定に

誤りがあり、軽減が正しく判定されず、一部の被保険者の方の保険税を過大または過少に徴

収していたことが判明いたしました。 

  過大・過少の内訳といたしましては、過大賦課となっており還付を伴うものが１件で３万

2,000円、過少賦課となっており追加徴収となるものが３件で17万5,500円となっております。 

  国民健康保険税の軽減判定所得の計算に当たりましては、本来は軽減判定用の繰越損失額

を用いる必要がございますが、本町で使用している北海道自治体情報システムの協議会のシ

ステムにも設計誤りがあり、確定申告の繰越損失額を用いて計算していたことが軽減判定誤

りとなった原因であります。システム上の問題とはいえ、このような事態を招きましたこと

をおわびを申し上げるものでございます。 

  対象者の方には、おわびと内容の説明を行った上で手続を進めさせていただきますが、今

後はチェック体制をさらに強化し、法令等の的確な把握により適正な事務処理を徹底し、再

発防止に努めてまいる所存でございます。 

  最後に、３点目として、恐竜ワールド構想の事業経過につきまして御報告を申し上げます。 

  まずは、仮称自治体恐竜ネットワークによる４市町連携についてでございますが、去る５

月23日に、兵庫県丹波市におきまして、同市と同県篠山市、熊本県御船町、そして本町の４

市町の首長が初めて顔を合わせ、恐竜化石を生かした自治体連携の方向性について協議した

ところでございます。当初３市町での連携を予定しておりましたが、丹波市と隣接する篠山

市も参画することが決定し、４市町でのスタートとなったところでございます。 

  協議後に交わした覚書には、包括的な連携のもと、地域づくりや教育、文化の振興、そし

て学術研究、恐竜観光、災害応援など、多様な分野で相互に協力することを目的とした協定

を締結することとなります。 
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  今後、秋の協定締結を目指して事務担当者間での調整を進めることとなりますが、４市町

以外に加入意向の自治体もあるとお聞きしていることから、全国規模の恐竜化石を生かした

広域連携の広がりに期待をするとともに、参加自治体による積極的な情報発信につなげてい

きたいと考えているところでございます。 

  次に、むかわ竜の一般公開に関する経過でございます。 

  去る４月27日に、旧仁和小学校体育館におきまして、むかわ竜の報道発表が行われました。 

  当日は多くの報道機関が集まり、北海道大学総合博物館、小林快次准教授の説明後にむか

わ竜が披露され、私たち関係者一同、むかわ竜の迫力に大きな感動を覚え、この高揚感を町

民の皆様と共有したいと考え、現在、研究中ではありますが、一般公開に踏み切ったところ

でございます。既に報道機関で発表されておりますが、６月４日にはむかわ四季の館で、翌

週の６月11日は穂別町民センターで一般公開が行われ、町内外から両地区合わせて5,100人

の方々が詰めかけ、大きなにぎわいとなったところでございます。 

  両地区での一般公開の開催に当たりまして、御協力、御協賛いただきました企業、団体等

の皆様におかれましては、この場をおかりして深く感謝を申し上げるものでございます。 

  今回、改めて恐竜化石の持つパワーを感じた次第であり、恐竜化石を生かした自治体連携

とともに、今後とも切れ目のない取り組みと積極的な情報発信を続けていきたいと考えてい

るところでございます。 

  次に、恐竜関連企業の本町への進出でございます。 

  このたび、恐竜の骨格標本、生体復元模型、レプリカ等の企画、製造、販売を全国的に事

業展開しております有限会社ゴビサポートジャパンが穂別地区に進出することになりました

ので、御報告を申し上げます。 

  同社は、平成14年に群馬県多野郡神流町にて設立され、主に国立科学博物館や多くの県立

博物館、加えて名古屋万博におけるモンゴルパビリオンの恐竜展示企画業務など、古生物化

石に特化した企画展、レプリカ等の製造販売など幅広く手がけられております。 

  同社の進出先につきましては、昨年12月をもって閉鎖されました中谷産業株式会社穂別工

場の建屋及び敷地を全て借り受けることで双方合意され、６月16日付で賃貸借契約の締結に

至った旨の御報告をいただいているところでございます。今後におきましては、工場内部の

設備改修等を行い、恐竜化石のレプリカ制作や型枠等の保管を中心に事業展開される予定で

あり、有限会社ゴビサポートジャパンの北海道工場として稼働されることになると伺ってい

るところでございます。 
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  なお、企業進出に当たって、地元雇用につきましては、当面数名程度と伺っているところ

でございます。 

  このたびの企業誘致には、むかわ竜を初めとした恐竜ワールド構想に基づく一連の取り組

みによるところが大であり、恐竜関連産業の創出と展開、これらを支える人材の育成を模索

しております本町といたしましても、大変喜ばしい企業の進出となり、産業振興に向けた産

学官連携など、今後の恐竜化石を生かしたまちづくりに弾みがつくものと考えているところ

でございます。 

  以上、３点に申し上げ、行政報告といたします。 

  続きまして、本定例会で御審議いただきます事件の大要を御説明いたします。 

  提案案件は、報告１件、承認３件、諮問１件、議案９件でございます。 

  報告第１号 むかわ町一般会計繰越明許費繰越計算書報告の件につきましては、平成28年

度歳出予算の経費のうち、当該年度に支出が終わらない経費について翌年度へ繰り越したた

め、地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき報告するものでございます。 

  承認第１号 専決処分につき承認を求める件につきましては、国からの地方交付税及び交

付金等の額の確定に伴い、地方自治法第179条第１項の規定に基づき平成28年度一般会計補

正予算（第９号）を専決処分したことから、同条第３項の規定により議会の承認を求めるも

のでございます。 

  承認第２号 専決処分につき承認を求める件につきましては、診療報酬収入の確定に伴い、

地方自治法第179条第１項の規定に基づき平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）を専決処分したことから、同条第３項の規定により議会の承認を求めるものでございま

す。 

  承認第３号 専決処分につき承認を求める件につきましては、地方税法及び航空機燃料譲

与税法の一部を改正する法律の公布により、地方自治法第179条第１項の規定に基づきむか

わ町税条例の一部を改正する条例を専決処分したことから、同条第３項の規定により議会の

承認を求めるものでございます。 

  諮問第１号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求める件につきましては、人権擁護

委員の任期満了に伴う候補者の推薦が必要なため意見を求めるものでございます。 

  議案第30号 戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託に関する件につきましては、戸籍

システム機器の共同利用を行うため議会の議決を得ようとするものでございます。 

  議案第31号 胆振支庁管内公平委員会規約の変更に関する件につきましては、規約の一部
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変更について協議があったので、あらかじめ議会の議決を得ようとするものでございます。 

  議案第32号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定及び変更に関する件につきまし

ては、穂別富内辺地、生田辺地にかかわる総合整備計画について提出するものであります。 

  議案第33号 工事請負契約の締結に関する件につきましては、穂別子どもセンター新築工

事の請負契約についてでございます。議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分

等に関する条例の規定に基づき、議会の議決を得ようとするものであります。 

  議案第34号 むかわ町農地耕作条件改善事業分担金徴収条例案につきましては、農地耕作

条件改善事業の定額助成にかかわる事業実施要綱・要領の見直しに伴い、条例制定するもの

でございます。 

  議案第35号 むかわ町個人情報保護条例の一部を改正する条例案につきましては、個人情

報の保護に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の一部改正に伴い、条例中の用語の定義等の改正を行うものでございます。 

  議案第36号 むかわ町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案につきまし

ては、人事院規則が一部改正されたことに伴い、条例の一部を改正しようとするものであり

ます。 

  議案第37号 むかわ町税条例の一部を改正する条例案につきましては、地方税法及び航空

機燃料譲与税法の一部改正に伴い、条例の一部を改正しようとするものであります。 

  議案第38号 平成29年度むかわ町一般会計補正予算（第１号）は、事業の必要性から所要

額の補正を行うものでございます。 

  以上につきまして、後ほど説明員から御説明申し上げますので、何とぞ御審議、御決定賜

りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 町長行政報告及び提出事件の大要説明が終わりました。 

  次に、教育長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  長谷川教育長。 

〔長谷川孝雄教育長 登壇〕 

○教育長（長谷川孝雄君） おはようございます。 

  平成29年第２回むかわ町議会定例会に当たりまして、教育委員会からの行政報告を申し上

げます。 

  学校給食についてでございますが、これまで開始日を６月１日として議会の皆様、そして

保護者の皆様に御説明をさせていただいておりましたが、５月中に学校給食の調理、配送業
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務を委託しておりました事業者から、給食センターの準備不足により開始に必要な実務トレ

ーニング期間を十分に確保できない状況を確認し、諸般の状況を考慮の上、延期することを

決定したところであります。 

  準備不足の内容は、給食施設の備品、調理器具の調達の遅れ、そして給食作業を組み立て

るべき献立表や調理指示書の作成、及び調理場への虫や土ぼこりの侵入対応のための時間の

確保であります。 

  備品、調理器具の調達遅れについては、５月になってから受託事業者の実務トレーニング

が始まり明らかになったもので、特に備品については受注生産品が多く、納品に二、三週間

を要することになりました。献立表や調理指示書については、給食業務システムの導入、そ

してデータ入力等新規立ち上げ作業に時間を要したことによるものです。調理場への虫や土

ぼこりの侵入については、技術部局と即座に対応を協議し、フィルターのすき間のマスキン

グや二重化により、５月中に対応を完了させました。 

  なお、これらの課題は５月から６月中に対応見込みが立ったことから、事業者とも協議し

て６月30日開始と決定させていただきました。 

  学校給食の実施は、むかわ町にとりまして長年の課題でもあり、保護者の皆様の大きな期

待に応える重要案件でございましたが、開始日が延期となったことについて、教育行政の責

任者として深くおわびを申し上げます。 

  今後におきましては、組織体制を整え、６月30日の給食開始に向け、目指すところの安

全・安心でおいしい給食が提供できるよう、私はもちろん、教育委員会職員が一丸となり、

むかわ町、受託事業者、学校、児童生徒、そして保護者の皆様とより一層の連携を進めてま

いりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いを申し上げます。 

  以上、学校給食の開始日が延期となった状況と今後の対応についての報告とさせていただ

きます。 

○議長（三倉英規君） 教育長行政報告が終わりました。 

  これで、町長行政報告及び提出事件の大要説明並びに教育長の行政報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（三倉英規君） 日程第５、一般質問を行います。 

  順に発言を許します。 

──────────────────────────────────────────── 
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◇ 山 崎 満 敬 議員 

○議長（三倉英規君） まず初めに、１番、山崎満敬議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） 通告に基づきまして質問をいたしたいと思います。 

  まず、学校給食についてであります。 

  学校給食の開始が６月１日から６月30日に遅れましたが、委員会または全員協議会でもあ

る程度の説明があり、今の行政報告の中でも説明がありました。 

  しかしながら、議会ということで改めてお伺いしますが、最大の学校給食が延期になった

原因と対応について、改めて伺いたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 開始時期が遅れた原因につきましては、学校給食の導入に対する

準備不足があり、調理、配送業務の受託者が行う実務トレーニング期間を十分に確保するこ

とができなかったため、安全・安心な給食提供に万全を期することができないと判断したも

のと総括をしております。 

  具体的には、実務トレーニングに入る段階で備品、調理器具等の不足が明らかになったこ

と、また、実務トレーニングを行うために必要となる献立表、調理作業指示書等が給食業務

システムの導入段階で環境整備とデータ入力に思った以上に時間を要し、結果として遅れが

生じたこと。そして、さらに給食センター調理場に虫や土ぼこりの侵入があり、５月中に対

応はできましたが対応確認に時間を要したことなど、３つの要因が開始予定直前の５月に集

中して明らかとなり、開始延期の決断をさせていただきました。 

  それぞれの対応内容につきましては、１つ目の備品、調理器具の不足につきましては、昨

年10月の受託事業者のプロポーザル選考決定以来、事業者と順次打ち合わせを行い準備を進

めてきたところでしたが、準備期間の前半は要員確保に向けた打ち合わせが中心となってお

り、後半に入りまして何とか要員確保を得て、４月中は社員教育に時間が費やされ、開設に

向けた現場での確認等が実質的には４月後半になっていたこと。そして、現場トレーニング

を得て備品、調理用消耗品の不足が明らかになってきたのが５月に入ってからとなってしま

いました。不足品等につきましては、学校栄養教諭の確認を得て対応することとしましたが、

備品につきましては、受注生産品も多かったため納品に時間を要するものもあり、５月末か

ら６月上旬にかけて順次そろえてきたところであります。 

  ２つ目の給食システムの導入ですが、学校栄養教諭の配置が４月に行われましたが、給食
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システムの選定協議を経て、４月中旬に北海道学校給食会のシステムを導入させていただき

ました。その後、地域の食材の活用などの対応をとるため、基礎データの入力作業を行って

きましたが、新規立ち上げシステムのため時間を要し、結果として、全ての出発点となる６

月分献立表のでき上がりが５月中旬となりました。 

  ３つ目の調理場の問題ですが、穂別給食センターにおいて、５月12日に虫の侵入、鵡川給

食センターにおいては18日に土ぼこりの侵入が報告され、それぞれ技術部門を通じて設計・

施工業者に対応を依頼し、状況確認後、５月28日までに現場対応を行って解決を図っており

ます。 

  以上が主な延期となった原因と対応内容となっておりますので、御理解をいただきたいと

思います。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） ただいまの説明、委員会等でお聞きしたより大変詳しく説明していた

だきましたので、延期の判断については賢明な判断でなかろうかと思います。 

  ですがしかしながら、当初は、もともと８月の夏休み明けの開始というふうに進んでいた

のが、６月開始できるということになりました。これも委員会である程度説明を受けました

が、このことについても、今思えば、もともとこれが前倒しし過ぎて、ちょっと今回の勇み

足というか、原因が出たのを解決する時間がなかったということにもつながっているんでは

ないかと思います。 

  そこで、改めてこの６月１日に早めたということについてを再度伺いたいのと、さらには、

６月30日の開始に向けて現在準備を進めているかと思います。先ほどの説明でもありました

ように、安心・安全な食を提供するために、また、おいしい食を提供するために、今度は失

敗が許されません。本当に自信を持って開始をできるのか、改めてお伺いします。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 当初のスケジュール会議ではどうだったのかという議員の指摘で

ございますが、４月１日までにスタッフの確保をして、６月中は基礎教育、訓練期間、５月

の１カ月間で実務トレーニングを得て、６月１日から実施は可能だということの判断の上で、

６月１日という形に進めてきたところであります。しかしながら、全体として日程等も含め

まして遅れたことによる今回の延期という形になりました。 

  現在、全てのスケジュールについて会議をし、週１回の定期会議等も進めております。そ
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ういった部分で、実務作業上も、そしてトレーニングも今進めている最中であります。そう

いったことで、６月30日の給食提供開始日については問題がないものと判断しております。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） やはりもともとの予定が甘かったということがあろうかと思いますが、

ここで少し細かなことを確認させていただきますが、安心・安全のための細かなことですが、

給食の配送時間ですが、鵡川小学校と穂別小学校には給食センターが併設しているわけです

が、宮戸小学校と鵡川中学校、穂別中学校には給食を配送しなければなりませんが、御存じ

のこととは思いますが、学校給食においては、責任者を定めて、これは学校の校長になるか

と思いますが、児童生徒の摂食開始時間の30分前までに検食を行うとされています。また、

検査用保存食として、大量調理施設衛生管理マニュアルによれば、原材料及び調理済み食品

を食品ごとに50ｇずつ清潔な容器に入れ、摂氏マイナス20度以下の状態で２週間以上保管す

ることとされています。さらには、原材料は購入した状態のまま、特に洗浄、殺菌を行わず

保存することとされています。 

  配送時間と責任者による検食ということと検査用保存食について、どのように行われるの

か確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 今の御質問についてお答えをさせていただきたいと思います。 

  今、議員がおっしゃったとおり、30分前までに実際に給食をする施設、学校まで食事を届

けまして、主に校長先生になりますけれども、校長先生がいらっしゃらない場合もあります

から、そういった場合も含めて検食を必ず実施することになっております。その時点で異変

がないかとかそういったものを確認して、その後、30分後に児童生徒さんが食事をするとい

うような流れになっておりまして、それに基づきまして、それぞれ鵡川給食センターと穂別

給食センターからの配送ルート時間を設定して、それぞれ対応するようになっております。 

○議長（三倉英規君） どうぞ。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） あともう一つ、保存食の部分です。保存食の部分については、

各給食センターのほうでそれぞれ毎日つくったものの検体といいますか、そういったものを

冷蔵庫で保存するような形になってございます。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 
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〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） 今お聞きしたことは学校給食の危機管理ということの一部と思います

が、アレルギー食など細かなことがたくさんありますけれども、学校給食を開始してから、

実際に調理委託している業者や給食責任者との間で、先ほどは週１回会議を持っているとい

うことですが、実際に調理が始まってからは、安心・安全な給食の提供のために、業者も含

めた中で毎日のように話し合いが必要かと思いますが、行政側としても今後任せるだけでな

く、危機管理体制をどのようにとり、担当する人員も含め学校給食を進めていくのかお伺い

したいと思います。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 学校給食を進めるに当たりまして、いろんなマニュアルを定

めてございます。異物混入マニュアルですとか、アレルギー対応マニュアルですとか、そう

いった部分で学校現場と、それから教育委員会と連携をしながら、もちろん調理業者もそう

ですけれども、連携をしながらそれぞれの対応について、リスク管理といいますか、危機管

理をしていくというような方向で進めてございます。 

  かなりの中心的な部分が、調理業者に関してはそれなりのノウハウを持っている業者さん

で、その辺については十分社員教育も行っております。あと教育委員会と学校栄養教諭の関

係でその辺の連絡調整というか、そういったものを万全にとるような形ということで、今は

導入に向けて週１回程度の打ち合わせをしながら進めてございます。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） 学校給食が始まってからは、いろんなこと、ミスが１年間はまず許さ

れない。いろんな話題にのらないという、順調に進むことを望むんですが、そのためにも、

できれば鵡川地区、穂別地区も業者の人間が一人張りつくぐらいの気持ちで危機管理に当た

っていただきたいと思います。 

  それで、行政として気の緩みが先ほど言ったようにあったわけではないと思いますが、結

果的に学校給食の開始が二転三転は少なからずはしたと思われます。そこで、町長と教育長

に考えをお伺いしたいと思います。決して責任がないとは申しませんが、そういうことを踏

まえての二人のお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 議場の温度が上っておりますので、上着の着用は自由といたします。 

  竹中町長。 
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○町長（竹中喜之君） 今回の延期の件についての責任の所在というのでしょうか、そういう

ことをお聞きなのかなと思います。 

  今回につきましては、教育給食開始への準備不足といった要から、延期の措置は事故の未

然防止というふうに受けとめていただきたいかと思います。 

  そのことからも、今回の事案というのを通しながら、あくまで責任所在の明確化、この目

的というのは、行政として果たすべき役割として原因究明、さらには再発防止、ここを徹底

を図ることと捉えているところでもございます。 

  そのためにも、今回の課題対応、体制強化というこれからに向けての強化というのを図り

ながら、先ほどから、あるいは行政報告でも触れておりますように、子どもたちが待ち望ん

でいる安全・安心の給食の実施というのを最優先ということを捉えながら、一日も早い開始

に、そして円滑に学校給食を提供していくことが、私の果たさなければならない役割、責任

と捉えているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） むかわ町の教育委員会の教育長といたしましても、今回の遅延に

関しましては、打ち合わせのあり方、タイムスケジュールの管理、機材・器具等の確認など、

もっと綿密に連携調整していればと私自身深く反省するところであります。 

  これからにつきましては、先ほど申し上げたとおり、毎週１回の関係者会議の開催、組織

体制の見直し、事務分掌の調整を図りながら保護者への適宜適切な給食情報を提供しながら、

６月30日の提供開始に向けまして万全に体制を整えることが私の責任だと考えておりますの

で、御理解のほうをよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） 子どもたちの喜ぶ顔、私も給食を勧めてきた立場として、笑顔でおい

しかったという顔をぜひ見たいので、30日の開始にはぜひ気張っていただきたい。安心・安

全を含めた中で開始していただきたいと思います。 

  次に、役場職員の人員についてということですが、４点ほど御質問させていただきます。 

  現在の職員の人数が適正と思うか伺います。 

  ２つ目には、新規採用が思うように進まないが、対策はどのようにとられているのか伺い

ます。 
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  ３つ目として、現在の休職状況と、その休職している方の理由についてお伺いします。 

  ４つ目は、これは何度か御質問させていただきましたが、グループ制の見直しについての

考えはないかお伺いいたします。 

○議長（三倉英規君） 渋谷副町長。 

○副町長（渋谷昌彦君） 役場職員の人員についてお答えをいたします。 

  定員管理の一般的な指標として類似団体別職員数による比較がございますが、これを元に

した中期財政フレームにおけます定員適正化計画におきましては、平成32年度の普通会計職

員を120人程度とし、退職者に対する計画的な補充を進めてきたところでございます。 

  しかしながら、災害時等不測の事態に必要となる職員や新たなサービスや課題に対する職

員確保の必要性から、事務事業量に配慮いたしまして採用してまいりました結果、本年度に

おけます普通会計職員は135名となっております。 

  定数として捉えた場合においては、目標値にはまだ開きがございますが、このうち６名が

休職あるいは出産育児にかかわる長期休暇中であることから、代替職員が確保できない部署

においては事実上不足している状況がございます。 

  新規採用につきましては、技術職、資格職の応募数は、他の自治体同様、少ない状況であ

りますけれども、一般職につきましてはある程度の応募数があり、幸いにして、本町では当

初採用は年度末の急な退職者補充を除いては比較的計画数を確保しているところでございま

すけれども、採用後に定着が図られていないことが顕在化しており、これは全道的な傾向と

考えておりますけれども、都市部、国、道の機関への上昇志向が小規模自治体の問題となっ

ているところであります。 

  若年層の中途退職対応といたしましては、この先も長く働き続けたいと思えるような、ま

た、やりがいのある魅力ある職場づくりと職場研修などが喫緊の課題と捉えており、引き続

き研究してまいりたいと考えているところでございます。 

  現在の休職状況と理由につきましては、心身の故障により３名の職員が分限休職となって

おり、理由につきましては、３名いずれも病気休職によるものでございまして、長期療養が

必要と診断されているものであります。 

  グループ制の見直しということでございますけれども、機動的かつ弾力的な配置を可能に

するシステムとして取り組んでいるところでございまして、効果的、効率的な組織づくりを

進めていく上で、グループ制は有効な行政システムであると考えている次第であります。 

  本町で進めておりますグループ制は、担当事務を１人に任せっきりにするというスタッフ
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制とならないよう、業務を複数分担し、主査、グループ長へ稟議、つまり起案者が複数の承

認を得るといったような係制の利点を取り入れたものでございまして、さきに述べた働きが

いのある職場づくりを目指し、今後とも適切な職員数確保とあわせ、研究を進めて取り組ん

でまいりたいというふうに考えている次第でございます。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） まず職員数なんですけれども、先ほど120人と。多分、平成25年の新

行政改革大綱での32年までの間で120人という形で打ち出したのかと思うんですが、御存じ

のとおり、合併してむかわ町は711.36平方キロメートルですか、広大な面積があるので、今

の135人でも、休職者が出ている中で足りない。だから120人にする必要はないのではないか

と思うんですよね。同じ規模の類似団体と言っても、コンパクトにまとまっている町と、う

ちらの町のようにすごい広範囲な町では一概に同じとされないとは思うんです。 

  そんな中で、今120人という数字の中で、135人の中６人が休職しているということで、ま

だ足りないということもお聞きしました。それで、今後、本当にその120人に持っていくも

のなのか。人口が減ったからといって職員をどんどん減らしてもいいというものでもないの

で、その辺、大きな流れの中で、その120人を持っていくのか、それとも、今のいろんな行

政の作業の中で支障がない人数を確保していくのか、方向性をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 渋谷副町長。 

○副町長（渋谷昌彦君） 今議員がおっしゃったように、新行政改革大綱、そして中期財政フ

レーム、そういった中で目指すところを120人というようなところで定めたところであります。 

  先ほど申し上げましたように、現在135人ということですから、単純にスライドしていく

のでは、ちょっと今多いという状況でございますけれども、この間、いろいろな行政需要と

いいますか、新たな課題等も出てきております。給食もありますけれども、例えば恐竜です

とか、いろいろな課題も増えているという、そういう中では単純に120人というふうになる

かどうかというのは難しいものがあろうかと思っています。 

  ただ、実際の人口減少ですとか、そういったことは確実に今後進んでいくわけでございま

して、また、そういった社会状況を考えていくと、財政規模というのは当然縮小せざるを得

ないという中では、経常経費の削減という中では、特に人件費を削減していかなければなら

ないというところは避けて通れないところだと思ってございます。ただ、持続可能な今言っ

た新たな行政対応というのも出てくるわけでございますので、目標は目標として、現実的な
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状況も捉えながら今後進めていきたいというふうに考えているところでございます。 

  今、何人という目標値はございませんが、行政が持続できる必要最低限のところは今後と

も確保をしていきたいというふうに考えておりますし、継続的な採用をしながら、職員に偏

りが出ないようなところも検討していく必要があるだろうというふうに考えているところで

あります。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） わかりました。 

  職員の新規採用ですけれども、採用試験で優秀な人材を確保したいということはわかるん

ですが、現在の状況を考えると、臨時職員を採用して、その臨時職員の中で有望な人材がい

れば、仮に準職員として延長採用して、給料的にも正職員と臨時職員との中間ぐらいの給料

体系にして、また１年様子を見て、そして適性を判断した中で有能であれば正職員とすると

いうような方法もとることができないのかということをちょっとお聞きしたいんですが、い

かがでしょうか。 

○議長（三倉英規君） 髙田総務企画課長。 

○総務企画課長（髙田純市君） 職員の採用につきましては、今現在、公募をいたしまして、

胆振町村会の共同によります採用試験をもちまして、二次面接試験等も踏まえまして採用を

決めているところでございます。したがいまして、システムといいますか、個別に採用する

というような状況はとってございません。あくまでも公募によりまして採用が基本でござい

ます。 

  したがいまして、臨時職員等あるいは嘱託職員で勤務していただいている職員の方々につ

きましても、そういう採用試験を受けていただきまして正規の採用をしたいというふうに考

えているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） なるほど。どうしても全体で試験をして採用したいということには変

わらないということですが、ちなみに新規採用者、ここ二、三年の中で、５年以内にやめら

れた方が何人いるか、もしわかればお聞かせ願いたいんですが。 

○議長（三倉英規君） 西総務企画課主幹。 

○総務企画課主幹（西 幸宏君） ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 
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  ここ５年以内で採用のうち、これまでの間で退職となった者につきましては、今手持ちの

資料で一応４名というふうに把握してございます。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） 個々にいろんな理由があって退職されるかと思いますが、昔であれば

余り考えられないことですよね。そこで先ほど言ったようなことで、臨時職員として採用し

て二、三年、また、適性がある、有能であるという人であれば採用してもすぐやめないんじ

ゃないかということで、ちょっと提案させていただきました。 

  次に、グループ制の見直しですが、以前にも、先ほど申しましたとおり２回ほど同じ質問

をしましたが、やはりグループ全体で多くのことを担当して、そして今の係制にしていると

いうことなんですが、以前の形に私は戻したほうが、個々の責任感が増して、これから推し

進める恐竜ワールド構想、スピード感を持って推し進めるためにも、一定程度の権限を与え

て推し進めることが、昔の形にして推し進めることがベストでないかと考えますが、改めて

もう一度お伺いします。 

○議長（三倉英規君） 渋谷副町長。 

○副町長（渋谷昌彦君） 昔のというのは係制があって、その上に課があってということだと

思うんですが、当時といいますか、過去においては職員数も相当数あったということもござ

いますし、行政課題といいますか業務の内容につきましても、今ほど多岐にわたっていない

ということがあったかと思います。そういった中では、当時はその係の中で、係員数名で１

つの仕事といいますか、そういったところで責任を持ってやっていくというのが主流であっ

たかと思います。 

  一方、今は、相当数新たな行政課題も増えていく中で、どうしても人数というのがある程

度限られてきていると。そういう中での係制になりますと、本当にスタッフといいますか、

１名、２名という中で責任を持った仕事をしなければならないという実態がございます。そ

うなりますと、業務的にはどうしても硬直しまして、その職員がいないとそこが誰もわから

ない、なかなかチェックができないと、なかなか相談ができないといったような弊害もあろ

うかと思っています。 

  そういう意味では、そういった係のような業務を複数集めて、中規模のグループという中

で一定人数を確保し、複数の業務を担当していただくという中で、責任分担といいましょう

か、そういったこともしながら、一定の職員がいなくても業務がある程度進むというような
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ことも必要だろうというふうに思っています。そういった中で、１人に偏らないように、先

ほど申しましたように、グループの中でもその中のリーダーといいますか、主査職を通して

グループ長に上げていくというような体制もとりながら、係制度の利点も含めながら進めて

いるところでございますので、現行、このグループ制で進めていくのが活動しやすいといい

ますか、業務としてしやすい状況にあるのかなというふうに思ってございます。 

  また、加えて、グループ制と大課制ということで実施しているわけでありますけれども、

課内におきましては、業務量の変動によりまして、課内でのグループ間の職員の異動という

のも課長権限でできるようになってございますので、なかなか難しいところはありますけれ

ども、そういった柔軟な対応もできるような体制となっておりますので、中身はいろいろ工

夫しながらですけれども、続けてまいりたいというふうに考えているところであります。 

○議長（三倉英規君） 山崎議員。 

〔１番 山崎満敬議員 登壇〕 

○１番（山崎満敬君） これ３回目だったのですが、先ほど言ったように２回質問しました。 

  なかなかグループ制のよさは、今るる説明を受けてわからないではないんですが、やっぱ

り専門的な人が最近いなくなったなという、その弱点が結構要所要所で垣間見られる部分も

あります。ぜひひとつ今後に向けて、グループ制と以前の形の中間的なことも考えながら町

民サービスに当たっていただきたいと思います。終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 大 松 紀美子 議員 

○議長（三倉英規君） 次に、４番、大松紀美子議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） 一般質問をさせていただきます。 

  １番議員からも質問がありましたが、学校給食の延期について、延期に至った原因、開始

の見通し、開始後の体制について伺います。 

○議長（三倉英規君） 教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） それでは、第１点目の延期に至った原因についてでございますが、

先ほどの１番議員の答弁と重複いたしますので、割愛させていただきます。 

  第２点目の開始の見通しについてでありますが、延期要因としていた事項の対応のめどが

つきまして、調理と配送業務を担う受託事業者の実務トレーニング期間を確保できる見通し

が整いましたので、６月３日に事業者と協議し、６月30日に開始と決定したところでござい
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ます。なお、６月26日には最終テストランとして、事業者による全ての給食配食作業と児童

生徒の給食の試食を実施し、万全を期したいと考えております。 

  ３点目の開始後の体制につきましては、既に今回の延期に至った経験を生かし、学校教育

グループ、教育振興室、そして教育委員会全体が一丸となって進められるよう、事務の分担

を見直し進めているところであります。開始後につきましても、これまでの経過と今後のさ

まざまな対応を考え、体制の充実について必要と考え、現在理事者と協議を行っております

ので、御理解をお願い申し上げたいと思います。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） すみません、６月26日にテストランとおっしゃいましたか。そうで

すか、最初ね。 

  それで、１番議員の御答弁の中でいろいろお聞きしていますので、それ以外のところでち

ょっとお伺いしたいと思っています。 

  １つ目には、補正予算でも備品の補正予算700万ちょっとが出ているんですけれども、こ

の備品不足がわかった時点で、これ備品、５月に入ってからすぐわかっていますよね。この

備品不足がわかった時点で、６月１日実施は間に合わないということが、見通すことが私は

できたのではないかと考えるのですね。 

  当然、調理備品の納入までは３週間かかると言われたということですよね。ですから、こ

のことが見通せることができたのではないかということと、その判断が、５月の20、数日後

に判断をしているんですけれども、その判断の時期を誤ることになった原因が、私はその組

織内の連携がうまくいっていなかったことにあるのではないかと。このことがきちんと検証

されて改善されていかなければ、例えば始まった、始まりますよね。その始まってからもこ

ういうことがまた私は起こるんじゃないかということが、どうしても心配なんです。 

  教育長の答弁の中に、今、体制も含めて執行部側と協議をしているということなんですけ

れども、私は、本当に大切な大切な学校給食の開始という点では、今恐竜ワールド構想事業

の中でも、本当に体制をきちんと整えてやっていますよね、町民の方々とも連携しながら。

やっぱりこの給食ということも、特に必要だったのではないかと。まして、この前も出てい

ましたけれども、調理は委託すると、献立は栄養教諭だと、食材発注は町だと。この三者が

うまく連携していかなければ、始まってからもいろんなことが起きますよね、本当に初めて
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やることだから。 

  その辺で、協議はしていると言いますけれども、私はこのプロジェクトチームみたいなも

のをつくってやっていくことが必要ではないかと。そして、学校、教育委員会と業者と連携

してとおっしゃっていましたけれども、このセンター長、学校給食センター長というのは誰

が務めることになるのか。そして、その方は普通であれば常駐していますよね、ほかのいろ

んな町村見ても。だから、そういうことをやるようなことを考えていらっしゃるのかについ

て、まずお聞きしたいんですが。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 今の御質問にお答えをしたいと思います。 

  備品、それから調理器具等の不足、これが５月の最初からわかっていたのであれば、その

時点で延期の決定も含めていろんなことがもっと対応が早くできたのではないかという御質

問についてでございますけれども、先ほど来から申し上げていますとおり、実務トレーニン

グといいますか、現場でのトレーニングが始まったのが４月の末から５月に入ってからとい

うところで、最初はそれぞれの、例えば揚げ物なら揚げ物、それから炊飯なら炊飯みたいな

部分トレーニングの中で進めておりまして、その時点時点で足りないものというものが出て

きました。それで、最初のうちはそんな数というか、でもなくてというか、それぞれその時

点時点で対応できるのかなというような思いもあったんですが、それがだんだん全体のトレ

ーニングに移っていきますと、かなりのものの量になってきましたので、それを準備すると

いうこと、それから、そのリストがきちんと出てきたというのが５月中旬ということになり

ますので、現実的にその時点から延期の検討をしたということでございますので、その辺の

もっと早くからという御指摘は十分お詫びを申し上げるしかないんですが、そういった状況

で遅れたということになるかと思います。 

  それから、そういったことも含めまして、現場での起こっていることというのがなかなか

こちらのほうでは把握し切れていなかったという部分、本当に先ほどもおっしゃっていたよ

うな、連携はとれているのというところにつながっていることだと思います。その辺につい

ては、５月の中旬以降は毎週のように打ち合わせをするような形で、本当におくればせで申

しわけないと思いますが、そういった形で、今は連携がとれてきていると、そういう思いで

おります。 

  それと、センター長は誰がするのかという部分なんですが、鵡川給食センターについては

私が、それから穂別給食センターについては教育振興室長が、センター長の位置づけになっ
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てございます。その辺、現場で常駐してというようなところまでは現体制の中ではとれない

というところで今進めてございます。 

○議長（三倉英規君） 大松紀美子議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） センター長が齊藤課長と金本室長だと。これは大変じゃないですか。

できると私は……いや、能力がないとかと言っているのではなくて、教育委員会生涯学習課

の業務を全くしないというか、本当にしないでセンター長をやるというのならできると思い

ますよ。だけど、やったことがなくて、今こんなふうにずれ込んできて、さまざまなことが、

やっぱり認識不足、経験不足といってこんなになっているときに、課長とセンター長を兼務

するなんてあり得ない、私の範囲の中ではあり得ない。 

  これも、例えば教育長なり町長なりがこの体制でやれると本当に思っているのかどうか、

ちょっとこの辺確認させてください。 

○議長（三倉英規君） 教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） ただいま課長が答弁したとおりで、現在の段階ではそういう、大

変町が厳しいような形で進められてきました。その点を今反省して、今理事者と協議してい

るところでございますので、御理解賜ればと思います。 

○議長（三倉英規君） 渋谷副町長。 

○副町長（渋谷昌彦君） 独立したセンター長ということでの御指摘でございますけれども、

給食センターが２カ所ある、そしてまた給食規模等々を考えていきますと、なかなかそこに

管理職の配置というのは厳しいものがあろうかというふうに思っています。そういった中で

は、所管しております教育委員会の管理職がしっかりそこを責任持っていただくということ

で、その給食センター長のサポートといいますか、事務を補助するような、そういった職員

によるサポートをしながらセンター長という責任を担っていただくというふうに考えてござ

います。 

  そういった中では、先ほど人員の強化ということも教育長述べましたが、スタートに向け

て、そういった強化も図りながらセンター業務に努めていくようにしてもらおうというふう

に考えているところであります。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） 私はそういう考えが、今回のような結果を生むということを申し上
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げているんですよね。認識が甘い。 

  だって、いや、さっきもグループ制の問題が出ていましたけれども、一つのことをいろん

な人が共通認識を持って取り組むというのはすごくいいことだし、いいと思うんですよ。で

も、その分責任が分散されると思いませんか。やっぱりこれは自分の仕事だから、これはど

んなことがあっても責任持ってやらなければならないと思うのと、みんなでやっているから、

みんなで分担しているからという、ここの違いって、私は絶対にあると。だから、ましてや

初めてやることで大変だ大変だと言っていてこんな結果になっているんだから、本当に軌道

に乗るまでは兼務だなんて言わないで、管理職を派遣して、そして、それこそグループでや

っているんでしたらそこを補う。センター長をサポートするんじゃなくて、センター長はち

ゃんと決めて、例えばそういう生涯学習課とか振興室の業務をそれ以外の人たちが補うとい

うふうに、反対にしないと大変じゃないかと。 

  そんなことを言っていてこんな、例えば、また同じようなことだとは思わないけれども、

何かがあったときにどうするんですか。私はだから、センター長だと言われる課長や室長だ

って、物すごいプレッシャーがかかっているんじゃないかと私は思うんですよ。やっぱり、

もう本当に、こんな延期ということはもうないとおっしゃっていますが、ないんでしょうけ

れども、もっとほかのことで何かが起きたときにどうするんですか。だから、今は思い切っ

てその仕事に専念できるような方策を考えて示してあげないと。職員だって大変じゃないで

すか。 

  この間、私たち、委員会、協議会、全員協議会、そしてこの一般質問ですよ。どんなつら

い思いで御答弁されているかと私は思いますよ。だから、たくさん能力があって、できます

と言っていらっしゃるのかもしれないけれども、私は、これはきちんとそういうセンター長

にまず、半年でも１年でも専念してもらおうと。そのほかの業務を今そのグループ制でやっ

ているところで補おうというふうにやったほうが進むんじゃないですか。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） 今後の学校給食、一大事業でございます。私も４月の段階までは順調

ということで、皆さんと一緒の受けとめをしておりまして、各種総会においても６月１日に

向けて皆さんよろしくお願いしますということで、食育の推進もあわせてそういった経過が

あって、このたびの経過ということでございます。 

  そこで、先ほどと重なるかもしれませんけれども、当局としての押さえでございますが、

今回は明らかに学校給食開始に向けての組織としての、教育委員会も含めてですけれども、
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組織としての向き合い方というんでしょうか、執行状況の点検、確認、それと組織内の連携、

例えば学校教育、建築部門、財政部門といった組織内の連携のあり方、さらには請負受託業

者との連携といった、明らかに限られた人数の中においてでございますけれども、精いっぱ

い６月１日開始に向けての準備運動は進めてきたところでございますが、明らかに、先ほど

言ったそれらの不足というんでしょうか、連携不足、点検不足といったことが要因とされて

いるのかなと思っております、組織として。 

  先ほど大松議員からグループ制のことも問われておりましたけれども、グループ制の適否

というよりも、グループ制の機能がまだ発揮されていないんではないかなと私自身思ってい

るところでございます。センター長のサポート、あるいは独立したセンター長という御意見、

これは賜っておきます。賜っておきます。 

  そこで、今後の対応について現在、この間、教育委員会からも協議があります。26日でい

いのかな。来週開始前から、開始後ではなくて開始前段においても、教育委員会体制の職員

補充等々について、来週早々に、これは一歩ずつでございますけれども、対応に努めていけ

ればと思っているところでございます。それと、先ほど申し上げました職場内の点検だとか、

事務執行を行うに当たっての点検だとか確認といったところを、もう少し組織力を強めてい

こうということで、今後におきまして、私が主催するマネジメント会議というのを新たに設

置しながら、今後の徹底を図っていきたいと考えているところでもございます。あわせて、

学校給食に関係しては、それぞれ逐次、これまで以上に連絡調整会議の徹底を図りながら共

通認識に立って、個々人の能力もあわせて発揮できるような体制づくり、組織としての強化

づくりに努めていきたいと思いますので、御理解を願いたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） ぜひ体制を整えてやっていただきたいと思います。 

  それから、６月26日に最終テスト、私は子どもたちが試食できるのかなと思って、つくる

んですから当然そうだろうとは思っていたんですけれども、試食するということで。 

  それで、鵡川500食、穂別300食でしたか、最大つくれるのは。それで、実際に教職員と子

どもたちが食べる分はそんな800食も要らないですよね。 

  保護者のほうからの声は、保護者になぜ試食させないのだと。保護者は試食で、普通どこ

の、例えばお店を開店するでも何でも、まず皆さんに試食してもらいますね。なぜそういう

ことをむかわはしないんだと。経験ないからわからないのかという話が出ているんですけれ
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ども。当然、この最大限500食と300食で800食なんですから十分に、子どもたち以外にも希

望があれば試食できる食数ではないかと思うんですけれども、この辺はどんな考えなんです

か。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 試食会への考え方ということでお答えをしたいと思います。 

  ６月26日のテストランについては、食材の納入から全ての作業、調理、配食、配送、全部

済ませて、子どもの皆さんにもぜひ食べていただこうということで、学校現場での一連の作

業を全て行うということで食べていただく試食会となってございます。 

  それ以外の保護者への試食会についても、当初は６月までにというスケジュールを持って

いたんですが、現実にちょっと対応できなかったという部分、それから、先ほど鵡川500食、

穂別300食、計800食という中で、実際に今給食をつくるのは650食ぐらいですから、その部

分の差はあるんですが、それぞれ、各学校でやるとすると、そのカートに入る量だとか、１

つの学校に１台のカートだったり２台のカートだったりするんですが、それに入る量の問題

ですとか、いろんな問題があって一遍にちょっとやれないような状況ですから、今後、各学

校ごとにやるとか、例えばセンター校が休みのときであれば食器に余裕があるので、ほかの

学校でやりやすいだとか、そういう各学校の休みの状況だとかを踏まえながら日程調整をし

ていこうと考えてございます。保護者への試食が遅れたことについても、お詫び申し上げた

いと思います。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） ともかく最終テストランは６月26日なんでしょうけれども、それま

での間もやっていますよね、きっと。それもあれですか、500食、300食ではやっていないん

ですか。要するに、最大できる、最大なんだから最大を想定してやらないと訓練にならない

でしょう。それで、どうやって、何百食ずつでやっているのか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 現在のトレーニングの内容でございますけれども、100食ず

つ本来の想定しているメニュー、献立に基づきまして、それを今、先週から今週にかけて６

回実施をしておりまして、大体100食程度つくれば、その量的な把握ができると。全部が全

部つくらなくても作業の中での確認ができるということですので、100食による実務トレー

ニングを今現在行っております。 
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  26日については、本来の650食程度の全ての量でのテストランという形になってございま

す。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） それで、保護者への試食会もやったほうがいいだろうというふうに

思っていたと。でも、そういう予定が組めないでいると。いずれとおっしゃったんですけれ

ども、開始前にできそうなんですか。６月30日前に保護者への試食会もできそうだというこ

とですか。やるやらないの考え。私はやってほしいんですけれども、やるやらないの考えは

どうですか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 現実的な対応といたしまして、６月30日までに保護者の試食

会というのは、ちょっと今のスケジュールの中では無理です。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） わかりました。やっていただきたいとは思いながら、まずは子ども

たちへ無事に始めるということが優先されるでしょうから、でも、ぜひ早目にそのことは計

画していただきたいというふうに思います。 

  それから、アレルギー食というのも予定どおり開始できるのか。それと、この前も出てい

ましたけれども、アレルギーの対応がきちんとなされていないんじゃないかという意見もあ

りましたけれども、その辺について解決したのかどうかということと、それからこれは、例

えば災害があって給食がつくれないというようなときありますよね。そういったときに、ほ

かの北海道内でもそういうような報道なんかもありましたけれども、そういうときの対応と

いうのはどのようにするというふうにお考えですか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） まず、１点目のアレルギー対応でございます。 

  学校給食の開始に向けまして、保護者へのアンケートをまず行ってございます。その中で、

鵡川地区ではアレルギー対応の相談希望者が15名おりました。それから、穂別地区では12名

の相談希望がございましたが、中身を詰めていきますと、例えば生卵だとか生もののアレル

ギーというのがあるケースが多くて、そういった部分については、実際給食の献立としては

採用されませんので、実際対応が必要だという方は実はそんなに多くなくて、それで、鵡川
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地区では１人が多品目にわたるので、これまでどおりのお弁当対応という方が１名おります。

あと穂別地区でも１人が一部お弁当、その日のメニューを見ながらという形でなっているの

と、あと除去食などの部分について、今、最終的な詰めをしているところでございますけれ

ども、除去食というのは食べられないもの、アレルゲンになるものだけを除いた食事という

形になりますけれども、いずれにしましても、まだ１回の面談しか終わってございません。

最終的な献立表に基づきまして学校栄養教諭、それから養護教諭、それから教育委員会と面

談を重ねまして、今後の対応についても、そのアレルゲンもいろいろ変わってきたりとかい

ろんなことがございます。そういった部分も含めまして、注意を促しながら対応していくと

いうことで進めているところでございます。 

  あと、災害等の対応でございますけれども、実際にどんなケースが想定されるか、いろん

なことがあるかと思います。給食センター自体がもう動かない、稼働しないようなケースな

のかどうなのかということもございます。その辺の非常食の対応についても、例えば災害時

の非常食として備蓄しているのを町のほうで持っている部分がございます。それ以外にも給

食として必要な部分ということもありますが、その辺の調整をしながら開始に向けて進めて

いきたいと考えているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） アレルギーのところで、鵡川は１人の方がお弁当で、穂別は１人の

方が一部お弁当で、じゃ、そのほかには穂別のほうではいらっしゃらないというふうに捉え

ていいんですか。対応する、まずちょっと。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 何らかのアレルギーを持っていらっしゃるんですけれども、

献立表に基づく学校給食の中での対応というのは、それぞれのお子さん、例えば中学生ぐら

いになると、もう何が食べられないと自分で判断できるというのもございます。そういった、

潜在者としては先ほどの15名、12名がいますけれども、対応する方は、鵡川１人と穂別が今

２名、１人が一部弁当と、もう１人がちょっと今、除去食になるかどうか対応を詰めている

ところですので、その方が１名おります。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） 最終の詰めが終わらないと、結局、除去食をつくることになるかど
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うかというのがまだはっきりしていないということですね。それで、その除去食をするとな

ったときには、きちんと対応できるという判断でいいんですか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） たまたまこのお子さんは貝類がだめだということなので、余

り献立の中に使われることがない方だったので、そういう対応で今はいいかなと思っており

ます。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） わかりました。ぜひ、無事30日開始されて、安心・安全なおいしい

給食が子どもたちに提供できることを願っております。 

  次の質問に移ります。 

  観光行政について伺います。 

  むかわ町まちづくり計画に示されている「元気みなぎる産業・経済」の主要な取り組みの

中で、「個性的な観光振興と交流人口の推進」があります。むかわ町観光協会への支援の施

策が打ち出されています。 

  むかわ観光協会は、町の観光行政の担い手として、平成28年度では、町の委託事業である

つつじとアスパラ春まつり、流送まつり、食べまくりチケット販売などのほかに、協会独自

の事業を含め48事業、162日間の事業展開を行い、観光振興の専門家集団としての活動を行

っています。この48事業160日間というのは、準備や後片づけを含めると、年中に近い活動

を行っていると考えられます。 

  町の発展を支える地域資源を町内外に発信し、町が課題としている観光地としての認知度

は低く、町が持つ魅力的な人的地域資源を生かし切れていない。これはまちづくり計画にあ

ります。されていない状況の改善の一翼を観光協会は担っていると考えています。地域資源

を活用した滞在型体験観光メニューも取り組み、産業・観光を推進し、交流人口拡大を図る

事業展開なども行っています。 

  町は、今年度補助金約1,500万円を計上していますが、協会の今年度収支予算は職員の賃

金をカットするという形で立てられています。協会の財政状況についてどのようにお考えに

なるのか、見解を伺います。 

○議長（三倉英規君） 松本産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（松本 洋君） それでは、観光協会の財政状況に係る町の対応についてお
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答えいたします。 

  一般社団法人むかわ町観光協会は、平成27年度に法人化しましたが、現在、町では職員の

人件費及び事務所費用及び事業費の一部などを補助しております。 

  観光協会の平成29年度における補助金申請は、本年４月１日付で申請されており、申請額

は1,556万6,000円とされ、申請内容についても人件費、事務所費用、その他町のＰＲ事業等

に係る経費を対象として、町としても適正な内容であると判断し、４月14日付で交付決定を

行い、上期分として交付決定額の約半額分の807万6,000円を４月21日に概算交付しておりま

す。 

  お尋ねの人件費の件につきましては、５月18日に開催されました観光協会の総会において、

今後町に対し補助金の変更申請を予定しているとの考えが示されております。これらを踏ま

え、今後の協会運営に当たっての考えを改めて伺いながら、町として対応したいと考えてお

ります。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） 今、御答弁された内容については私もわかっております。ただ、今

回の人件費を削らなければ予算を立てられなかったという背景があると思うんです。その点

については、どのようなお考えを持っていますか。 

○議長（三倉英規君） 松本産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（松本 洋君） それでは、ただいまの質問にお答えをしたいと思います。 

  今回人件費削減というような予算編成に至りました原因としては、観光協会総会の中でも

説明がありましたが、ししゃもあれとぴあという、11月に開催されておりますししゃもをメ

ーンとしたイベントにおける赤字決算、そしてネットショップの売り上げが落ち込んだため

ということになっております。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） ネットショップ、ふるさと納税も含めて、これは前回の議会の中で

も質問があったかと思いますけれども、このふるさと納税が多いか少ないかは、直接観光協

会の財政に実は響いてくるという仕組みになっていますよね。 

  確かに昨年のあれとぴあはすごい悪天候で、高速道路もとまっていて、来るはずのお客さ
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んも来られなかった。これはもう外でやるお祭りの場合はこういうことがあるというのは、

もう当然そういうものを考えの中に入れておかなければならないということですよね。 

  そういうことが一つあることと、それからふるさと納税が、これは町のインターネット上

でちゃんと出てくるんですけれども、平成20年から始まっていて、一番多いのが26年の

7,480件、１億1,581万7,101円、これからずっと下がり続けているんですね、実は。27年は

5,331件で7,822万5,000円。28年度では1,907件で3,006万円。29年度、４月分を見れば、こ

れも出ているんですが、185件で119万円。これ、単純に掛ける12でいくと1,428万円ぐらい

にしかならないと。 

  こう下がり続けているということは当然、町の産業である返礼品いっぱいありますよね、

これも全部ネットに出ていますけれども。そういうものは第１次産業、それからそれ以外も

担っているわけですけれども、その売り上げにも響いていくと。こういうことの落ち込みが、

このことは多分観光協会の総会の中でも出ていたと思うんですけれども、そういうものの落

ち込み、ふるさと納税の落ち込みが直接響いていくと。 

  それで、このふるさと納税のホームページを見ましたら、返礼品がいろいろ出ているんで

すね。もうここで言ってもしようがないので言いませんけれども、この開発をするために観

光協会の方々がすごい苦労をして、たくさんの、１万円、３万円、10万円の返礼品はこうこ

うこういうものがありますということでやっているんです。それで、ふるさと納税の中にも

４つの事業を挙げて、自然環境だとか高齢社会・健康、都市と地方交流、恐竜ワールド推進、

こういったふるさと事業に活用させていただきますと。これは町のサイトから入ったんです

ね、町のネットから入ってこのことが、ふるさと納税が出てくるんですけれども、１万円以

上の寄附でむかわ町の特産品をプレゼント、むかわ町観光協会メンバーよりすぐりの自慢の

一品ですということで出てくるんです。 

  ですから、町は適正に申請に基づいて補助を出していると、これは十分わかっています。

何に幾ら出して何に幾ら出してということもわかっています。ただ、観光協会が好き好んで

このような予算を立てたわけではなくて、先ほど私、前段で申し上げましたけれども、町の

観光行政の担い手ですよね。直接、例えば町や市で観光課ということで、本当にその観光行

政だけやっているところもありますけれども、むかわ町のように、商工観光グループ、そう

いうグループとしていろんなものにかかわっている。そういった場合に、例えばこのふるさ

と納税のこと一つ取ってみても、商品開発一つ取ってみて、これは総務企画課のほうになる

と思うんですけれども、やはり観光協会としてやっていただいている部分は、もう本当に物
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すごくあると。 

  この前の一般質問の中でも、返礼品の内容は観光協会で行ってくれていますと。じゃ、特

産品の開発はどうしていますか、そこは手が回っていないとおっしゃっていますよね。観光

協会が担ってやっていますと、特産品の返礼、その他できるものは委託する方向で考えます

と、前回の質問の中でおっしゃっているんです。だから私は、町としては適正に予算を出し

ていますということは、もう十分わかって質問をさせていただいているんです。 

  その上で、やはりこの職員賃金をカットして予算を立てなければならなかったというとこ

ろに、やっぱりきちんと協議をされるという、対応したいということをお話しされていまし

たけれども、もうちょっと具体的に町としての考え方があればお伺いしたいと思うんですけ

れども。 

○議長（三倉英規君） 髙田総務企画課長。 

○総務企画課長（髙田純市君） ふるさと納税の件につきまして話題が触れましたので、私の

ほうから、ふるさと納税の内容につきましては少しお答えをさせていただきたいと思います。 

  確かに平成26年度以降、27年、28年とふるさと納税の減収といいますか、収入が下がって

きたことは事実でございます。町議会のほうでも、るる皆様からふるさと納税の減少内容に

つきましては御意見等もいただきまして、平成28年度におきましては、一定新商品の開発等

につきましても努力したいということを申し上げ、実際に28年度では３品目の新しい商品を

開発いたしまして、４月から、これも前の定例会等でもお話ししておりますふるさとチョイ

スという大手サイトを利用いたしまして、現在４月から運営を拡大といいますか、ＰＲ等も

拡大して実施しているところでございます。 

  確かに29年４月の状況におきましては、まだそんなに多くはございませんでした。４月か

ら大手サイトにも出したということもございまして、というところではございましたけれど

も、本年５月末の現状、まだ公表しておりませんけれども、今現在で537件の申請ございま

して、金額にいたしまして889万4,000円という状況でございます。前年対比でいきますと、

昨年の４月、５月が496万円でしたので、それから見ますと約400万円弱上昇している状況で

ございます。 

  ふるさと納税につきましては、皆さんからも御意見をいただきました部分をなるべく吸収

して、本年度におきましても努力してまいりたいと思いますが、まだ１年間たたないと最終

的なことは言えませんけれども、これらの努力は観光協会とも協力しながら進めていきたい

というふうに考えるところでございます。 
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  もう一つ、ふるさと納税の件で、観光協会さんのほうで新年度予算を形成するに当たりま

して、どのような対応になっているのか、詳細は私のほうでは承知しておりませんが、少な

くても平成29年度のむかわ町の予算、寄附金については、目減り等も含めて当初予算で

4,000万円の歳入見込みを立てるという内容につきましては、事前に観光協会さんのほうに

もお伝えしているということはございますので、急にというようなことではありませんこと

を申し上げまして、私の説明とさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 成田産業振興課長。 

○産業振興課長（成田忠則君） 私のほうから、総会以後の観光協会とのヒアリングの内容と

いいますか、聞き取りしている状況についてお知らせをしておきたいというふうに思います。 

  ６月に入ってから観光協会長と実は面談をさせていただきました。その中で、協会からは、

４月当初の補助金の申請後において、予算における事業収入が見込みよりも減少するという

ことが予測をされるということになったという説明がございました。このため当初予算を見

直さざるを得ない状況ということで、補助申請をしている予算と協会の総会に提案をするそ

の内容が違いが出ているという説明でございますけれども、そういった考え方を示されてい

るところでもございます。 

  予算の再編成に当たって、事務費に充当する財源は非常に不足をしているというようなこ

とで、一般社団法人としての責任において、町への追加支援を求める前に自助努力としてで

きるだけの対応をすべきであるという判断をしてきたということでございます。 

  この内容につきましては、総会前に開いた理事会の中で新年度の予算の審議をするわけで

すけれども、そこで承認をいただいているという説明がございました。収益改善した場合に

ついては、手当分の復元を含めて事務費に充当したいという説明がございましたので、今後

その補助申請といいますか、変更申請が上った段階で、よくよくまた内容を聞き取りしなが

ら対応してまいりたいというふうに考えておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） 先ほど前段で申し上げましたけれども、町の委託を受けた事業のほ

かにも大変な数の事業をやっていますね。それは別に観光協会、職員個人のためというより

も、本当にその町の、むかわ町を、こんなにおいしいものがあって、こんなすばらしいもの

があって、こんな場所があって、場所と同じですね、そういうものを結局発信してくれてい
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るんです。それが48事業の百六十何日と、本当にこれは準備を入れたら物すごい日数になる

と申し上げましたけれども、なりますよね、本当に。結局、そういう町の、例えば商店の人

たちも、そういう観光協会の人たちがいろんなところへ行ってむかわ町のことを売り出して

くれていることは、本当にもうありがたいと。それで結局、町へお客さんも来てくれるとい

うふうに思っているというふうにおっしゃっていました。 

  町の委託じゃない独自の事業ありますよね。御存じだと思うので言いませんけれども、そ

ういうものに対する私は評価なんかもあってもいいんじゃないかと思うんですけれども、ど

のように考えていらっしゃいますか。 

○議長（三倉英規君） 成田産業振興課長。 

○産業振興課長（成田忠則君） 今の大松議員のほうから、観光協会のその積極的な取り組み

といいますか、そういうお話がございました。この間、テレビの露出といいますか、そうい

った中でも取り上げておられることは結構あったということで、町のＰＲについては、非常

にプロモーションといいますか、そういった活動を積極的にやられているということで、私

どもも感謝をしているというところでございます。交流人口の拡大に向けた取り組みという

部分では、観光協会の役割は非常に大きいなというふうに考えているところでもございます。 

  これから本町の観光振興の進むべき道といいますか、そういったところもやはり方向性を

共有しながら、町としても効果的、効率的な施策の展開という意味では非常に重要であると

いうふうに思っております。今後においても、町として取り組みを積極的に進めていくとい

う部分で、観光協会においても、特性といいますか、そういった部分を生かしながら事業展

開を図っていくということで、歩調を合わせた形の中で進めていきたいというふうに考えて

おりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） もう一つ、予算を決定するのは総務企画課、実際の担当は産業振興

課、要するに２つの課が観光協会にかかわる部分でなっていますよね。その辺で不都合はな

いのかなと。その辺はどういうふうに考えているんですか。 

○議長（三倉英規君） 髙田総務企画課長。 

○総務企画課長（髙田純市君） 複数課が担当するというような内容でございますけれども、

商工観光の所管といたしまして観光協会は産業振興課になります。ただ、これは観光協会に

対しまして補助金を出す部分、観光事業ですので、その所管課が対応するのは産業振興課で
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ございます。ただ、この補助金の予算申請がありまして、予算の編成内容で当該年度の予算

が妥当かどうかという判定は、当然財政部門で行いますので、当課の財政グループのほうで

内容を精査させていただく内容でございます。もちろん、最終的には副町長・町長が確認さ

れて予算を提案し、議会で出していただくというふうになります。これは補助の内容でござ

います。 

  そのほかに、総務グループのほうでふるさと納税のほうを担当してございますので、この

ふるさと納税の内容につきましては、総務グループのほうから、年間どの程度の見込みがあ

るのか、あるいは返礼品の購入にネットショップを利用しまして商品を購入する手続等関係

は、総務グループのほうで行っております。したがいまして、その月々にどの程度の件数、

寄附金があるのかということも含めまして、観光協会とは行います。 

  昨年委託をした事業の中では、新商品の開発ですとか、新しいＰＲ用の写真を撮っていた

だくというような内容につきましては、これは委託事業として行っておりますので、補助金

とは全く別な、事業としての委託でございます。これにつきましても総務グループのほうで

対応をさせていただきましたが、したがいまして、連携という部分では、当然、私が所管す

る部分では、財政部門、それからふるさと納税での発注部門、また、産業振興課のほうから

の補助金の内容等をトータルで見させていただくというような検討はさせていただいている

ところでございます。 

○議長（三倉英規君） 松本産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（松本 洋君） 観光協会の補助金に関しましては、昨年の秋から協会から

の要望をいただき、その後、ヒアリングを行い、事務レベルで何回も調整、協議を進めなが

ら補助金額を決定しているところでありますので、御理解いただきたいと思います。お願い

します。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） 法人化をしたというのも、やっぱり組織の基盤をきちんとつくって

いくという、そういう考えのもとだと私は理解していますし、やはりここ数年かけて、町の

観光行政を観光協会と一緒に深めていったというか、広めていったということだと思ってい

るんですよね。ですから、今後もぜひ観光協会と連携強化図りながら、観光行政を進めてい

っていただきたいというふうに考えています。 

  町長が何か発言したいような顔をなさっているのでどうぞ。 
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○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） 観光協会の今後に向けてということも含めてでございますけれども、

先ほど答弁のやりとりで、ほぼ方向性については御理解願えたかと思います。 

  大松議員おっしゃるように、協会事業の公益的な事業部門と収益的事業をなかなか予算上

区分するというのは難しいのかなと思いますけれども、ただし、一般論として、法人といっ

た場合のその経営の意思というのでしょうか、経営の内容あるいは運営方針は、これは行政

の指導の範疇というのが限られてくるのかなと思っているところでもございます。先ほどか

ら言っているように、その法人の意思というのは極力尊重すべきと捉えているところでもご

ざいます。しかし、今後の町の観光事業におけます方向だとか、あるいは連携のあり方とい

ったような中においての運営課題等々におきましては、随時相談に向き合っていきたいなと

思っております。 

  あわせて、先ほど大松議員が冒頭に出されておりますまちづくり計画というのが、御案内

のとおり32年まで方向づけられているかと思います。そこに観光振興についての目指す姿と

いうのも提示されているかと思います。こういった目指す姿という方向性、ベクトルの向き

というのも共有しながら、今後に向けて観光振興の展開、恐竜の交流、あるいは三町のＤＭ

Ｏの確立といったところも含めて、さらに引き続き向き合い方というのを考え、展開してい

きたいと思っています。 

〔「終わります」と言う人あり〕 

○議長（三倉英規君） 昼食のため、しばらく休憩いたします。 

  再開は13時30分とします。 

 

休憩 午後 零時００分 

 

再開 午後 １時３０分 

 

○議長（三倉英規君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の追加指名 

○議長（三倉英規君） 12番、木下隆志議員が体調不良により欠席したことにより、会議規則

第127条の規定による会議録署名議員の数が欠けることになることから、会議録署名議員の
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追加指名の件を日程に追加し、議題といたします。 

  新たに会議録署名議員として、１番、山崎満敬議員を指名させていただきます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎答弁の訂正 

○議長（三倉英規君） 先ほどの、１番、山崎満敬議員の一般質問の中の答弁に誤りがありま

した。訂正の発言が求められておりますので、これを許します。 

  西総務企画課主幹。 

○総務企画課主幹（西 幸宏君） 先ほどの御質問の中で、過去５年間の採用の職員のうちの

退職者数ということで、先ほど４名というお答えをさせていただきました。改めて名簿のほ

うを確認いたしまして、こちら７名ということに訂正をさせていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 中 島   勲 議員 

○議長（三倉英規君） それでは、一般質問を続けます。 

  次に、３番、中島 勲議員。 

〔３番 中島 勲議員 登壇〕 

○３番（中島 勲君） それでは、通告に基づきまして、２点について質問をいたします。 

  第１は学校教育についてでありますけれども、これにつきましては、既に御承知のように、

学校教育法の改正に伴って地方教育行政の法律改正が平成27年４月に改正、そして、それに

伴って、本町においても教育委員長と教育長を一元化したいわゆる新教育長体制が発足して

おります。 

  この行政の法律改正のその背景の一つとしましては、教育委員会と、それから学校現場と

が乖離しているのではないかというように言われております。例えば、みずから命を絶った

生徒に対する学校の指導、それに対する事後対応について、実態の掌握などが敏速に行われ

ていたのかなどなどが言われております。そういう経過もありますけれども、さらにはまた

学校教育、そして課外活動の指導が、より一層現在の生徒の日常生活に入り込んでいるとい

うふうにもとれると私は感じております。また、これが現状であると思います。本町にあっ

てはそのようなことは、双方に乖離現象がないことを信じておりますけれども、今回の質問

に入らせていただきます。 

  まず、全国学力学習状況調査、いわゆる全国学力テストでありますけれども、これの中学
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３年生の成績結果は胆振管内でどのような位置にあるのでしょうか。また、前回テストと比

較して、学力向上、家庭生活改善をどのように捉えておられるのか。さらに、本年度の教育

行政執行方針の中に、すぐれた資質、能力を有する教職員の確保に努めると、こういうふう

にうたってありますけれども、これをどのように取り組みをされるのか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（三倉英規君） 中村生涯学習課参事。 

○生涯学習課参事（中村 博君） ただいまの質問についてお答えします。 

  まず、１点目の全国学力テスト、全国学力・学習状況調査での中学３年生の成績結果は胆

振管内でどのような位置にあるのかの質問でありますけれども、本年においては４月18日に

全国学力学習状況調査が実施されましたが、この日の悪天候に伴い、管内の学校の多くは臨

時休校となりました。実施されたのは胆振東部の３町と胆振西部の一部の学校とお聞きして

おります。調査の結果においては例年８月に出されるスケジュールとなっております。その

結果は全国と全道の成績であり、管内のものはありませんので、ここで申し上げることはで

きませんので御理解願いたいと思います。 

  ２点目の前回テストと比較し、学力向上、家庭生活改善をどのように捉えているのかの質

問についてでありますが、これについても先ほど申し上げましたが、まだ今年度の結果は出

されておりませんので、比較できないことを御理解願いたいと思います。 

  ３点目の本年度の教育行政執行方針に、すぐれた資質、能力を有する教職員の確保に努め

るとあるが、どのように取り組むのかという質問についてでありますけれども、教員には、

日々の教育実践や教員自身の研鑽などにより、絶えずみずからの力量の向上に努めることが

求められており、新しい指導内容や指導方法を身につけることができるよう、実践的な研修

を積極的に取り入れ、教えるプロとしての力量の向上を図るとともに、今年度から学校教育

指導主事を廃止しましたので、胆振教育局の指導主事とともに連携しながら各学校の指導も

行い、公務員としての指導力向上のために授業実践などの支援を行ってまいります。 

  また、今までも実施してきました町独自の教職員の道外派遣について、全国の先進地域の

視察と相互交流を図る目的で、今後も継続し実施していくとともに、各種研修への参加を推

進し、教職員の資質、能力の向上に努めてまいります。 

  以上であります。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

〔３番 中島 勲議員 登壇〕 
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○３番（中島 勲君） まだ結果が出ていないということでございますけれども、いずれにし

ても、これは結果は出ることは間違いないので、それを想定してお聞きしているんですけれ

ども、出ないということであればやむを得ないと思います。ただ、今まで過去の数字を見ま

すと、少なくとも全国平均は下回っていると。管内においても、隣町の厚真町ではかなりの

努力の結果が見られるということにも聞いておりますので、その辺も勘案しながら、本町に

おいても対応していただきたいというふうに思います。 

  この教育イコール学校、それに携わる先生、教員。この教員について、私はちょっと知っ

ている範囲といいますか、これを申し上げたいんですけれども、非常に忙しいということが

一つ挙げられます。それはなぜかというと、例えば先生が授業を行うと。教室でですね。そ

のときにはまず指導細案というのをつくるわけです、指導細案。これは文科省の指導要領に

基づいてやるわけです。指導要領に基づいてつくるわけですけれども、それをつくって、そ

のクラスの理解度がどれだけあるのかということを前提にしてつくるわけです。それを実際

に現場で教壇に立って先生が教えるわけです。これは簡単に言えばこうですけれども、かな

り難しいということであるかと思います。そしてさらにですね、授業が終わったら、その後

は今度は部活の指導。さらには今度ＰＴＡとの連絡、協議。そしてまた、さらに学校間での

情報交換、連絡調整というものがあって、非常に先生に対する負担というのは重くなってい

ます。特に前段申し上げましたように、自分で命を絶つ子どもがいるということに対しては、

非常に神経を使っておられるんですけれども、新聞で見られるように、いろんな不幸な事例

が出てきております。そういうことからして、非常に先生というのはきついといいますか、

親近な職業というふうに捉えております。 

  それで、この教育行政執行方針の中に、すぐれた資質、能力を有する教職員の確保に努め

るというふうにうたわれているんですけれども、ただいま回答あったんですけれども、率直

に言わせてもらいまして、それはそれでわかるんですけれども、実際にどういうところに気

をつけて、どうやってより質の高い先生に赴任してもらうのかというところに、教育委員会

としては最大の努力を払うべきであると。優秀な先生が来られたら、その後は、現場の先生

に委ねるというのが一番常道でないかというふうに考えます。 

  そういうふうに考えたときに、公の場でいえば、教員はやはり小さい子どものしつけ、学

習指導というふうになりますけれども、一方、片方から見れば、教員といえども一人の人間

です。一つの家庭を持った生活人です。ですから、そういう場面の環境を整えてあげるとい

うことも、やっぱり教育委員会なり、あるいは町の仕事でないかなと私は考えています。 
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  そういう面から考えると、今問題になっています、話題になっております、生活環境で一

番心配というか、むかわの先生に赴任したくないというか、なかなか返事がもらえないとい

う。断片的な今までの私の情報によりますと、第一にむかわには学校給食がないと。やはり

私的な面から言えば、先生も一町民ですから、そういう面では、学校給食ないから全部弁当

つくってしなきゃならんという、そういう煩雑さが大きな原因でないかなというふうに思っ

ております。幸いに今回、学校給食が実現するということですから、これを最大限にやっぱ

り説得力に使っていったらいいなというふうに思っております。 

  この学校給食については後段でまた質問させていただきますけれども、今までなかったこ

とに挑戦するということですから、それだけ逆に見れば、赴任する教員から言わせると、む

かわには学校給食がないよねと、なかなか理解ができないと。え、そんなところあるのとい

うふうな、現実に私どもも聞かされています。それを逆にとると、遅きに失していますけれ

ども、学校給食をするということがすごく目玉になってくると。普通は普通のことです、こ

れは、ほとんどやっていますから。ですけれども、今になってみると逆に大きな目玉になる

ということも頭に置いて、より資質の高い先生の確保に努めていただきたいなというふうに

思います。これについてはどうでしょうか。 

○議長（三倉英規君） 中村生涯学習課参事。 

○生涯学習課参事（中村 博君） 前段、議員からお話があった点について申し上げます。 

  全国学力・学習状況調査の状況でありますけれども、近年、今一番新しい結果については

昨年度実施された結果であります。大まかに申し上げますと、全体としての傾向としては、

小学校においては、昨年度においては、全国を上回る成績であります。一部については全道

を上回る成績でありますけれども、総体的に見て全国を上回っている状況にあります。中学

校においては、全道、全国よりは若干下回っております。小学校、中学校とも、学校及び教

員の取り組み、それから努力が伺えるところであります。 

○議長（三倉英規君） 教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 議員から指摘ありました先生の質の向上の問題でありますが、２

つの考えがあるかと思います。 

  １つは、今いる先生方の質の向上を図るためにどうしたらいいかという点で、先ほど中村

参事のほうから説明させていただきましたが、やはり日々の実践や教諭自身の研修、それら

を高めていくために、教育委員会としてできることをできる限り届けていくという形だと思

います。 
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  それと、あともう一点ですが、ご指摘にあったとおり、今まで学校給食がなかった町で、

４月１日の人事の配置については、いろいろな部分で先生方も来づらかったのかなという部

分では、全くそのとおりだと私も思っておりました。今回学校給食が始まることによって、

質の高い先生が来られる環境づくりとしては、かなっているのかなと思っておりますので、

その点については今後、人事異動については、そういった形で進めていきたいと思っており

ますので、その点御理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

〔３番 中島 勲議員 登壇〕 

○３番（中島 勲君） 学力テスト、27年度分ですね、28年度分か、今出たんですけれども、

小学校はまずいいんですけれども、中学校に限定しますと、平均というんですけれども、例

えば国語であればＡ、Ｂというふうにありますね。Ａは知識、Ｂは応用力、こういうことに

分かれるわけです、算数もそのとおり。今申し上げて説明をもらったのは、ＡＢトータルし

ての数字で、全国平均より上回っているというふうにとってよろしいんですか。 

○議長（三倉英規君） 中村生涯学習課参事。 

○生涯学習課参事（中村 博君） 今の質問にお答えします。 

  Ａ、Ｂとも、国語、中学校であれば数学ですか、両方合わせた形で全体的に申し上げてい

るところでございます。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

〔３番 中島 勲議員 登壇〕 

○３番（中島 勲君） わかりました。学力のもとになるのは、くどいようですけれども、や

はり先生の努力が第一ですので、より質のいい先生を、教員を赴任されるように、重ねてお

願い申し上げまして、この質問について終わりたいと思います。 

  ただ、最後に、この新しく教育の環境を変えるということで、法改正までして、いわゆる

新しい教育長が誕生したわけですから、この新しく生まれ変わった教育委員会が、長谷川教

育長を中心にしまして、学校と地域と、それから教育委員会が一緒に、同じ目線で、この教

育という問題に積極果敢に、教育の施設あるいは教員の質の向上、これを試みてほしいと思

います。残念ながら、学校教育がちょっと、教育長の出発点についてはちょっと残念な結果

でございますけれども、これも仕方ないということでございますので、これは気にせず、果

敢に積極的に教育行政を進めていただきたいというふうに思います。これは答弁要りません。 
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  次に、第２点でございますけれども、小中学校の学校給食についてでありますが、この念

願の学校給食を実施するために約１年ほど前から準備を進めてきたようですけれども、６月

１日からの供給開始予定が急遽延期になったということになっております。これにつきまし

ては、理由等々について事前に通告してありますけれども、町長あるいは教育長の行政報告、

あるいは１番、４番の質問の経緯を見ますと、ほとんど出尽くされていると思いますので重

複は避けたいと思います。 

  避けたいと思いますけれども、まず、この延期になった理由、これを１点だけお聞きした

いと思いますし、さらに６月30日から給食予定となっておりますけれども、これが確実に実

施できるのかということも、先ほどの質問で大体掌握できていますけれども、念を押す意味

で再度お伺いしたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 第１点目の延期になった理由についてでございますが、先ほどの

１番議員並びに４番議員の一般質問答弁と重複しますので、割愛させていただきます。 

  第２点目の６月30日開始の見通しについてでございますが、延期要因となっていた事項に

ついて、今回の教訓を生かして準備を進めました結果、実務トレーニング期間を確保できる

ことが事業者にも確認ができましたので、６月30日開始についての大きな支障はなくなった

ものと考えております。 

  なお、実際に、給食センターでは６月12日から６回にわたり、100食規模の実務トレーニ

ングを重ねており、作業上の問題はなく順調に推移しております。また、実際にできた給食

を検食させていただきましたが、おいしい給食ができ上がっておりますので、フル稼働とな

る６月26日の最終テストランを経て、万全な体制で６月30日に給食が始まるものと考えてお

ります。御理解のほど、よろしくお願い申し上げます。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

〔３番 中島 勲議員 登壇〕 

○３番（中島 勲君） 質問の順序、ちょっと上下しますけれども、この延びた理由、この中

に入ると思うんですけれども、普通私ども、業者に委託しているわけですけれども、これ日

総というんですか、業者に委託してあるわけですけれども、この業者と綿密な打ち合わせを

することによって、器材が足りないとか、それから料理のメニューのインプットが遅れたと

かということは解決できたんじゃないかなというふうに考えておりますけれども、これにつ
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いてはどういうふうに反省していますか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） これまで御説明を申し上げてきましたけれども、事業者とは

打ち合わせをしてきたつもりでございましたが、新規事業の立ち上げに当たってのこちらの

認識の不足というか、想像力の不足もありまして、有効な打ち合わせと言えないような部分

もあって、今回の遅れにつながったんだと思っております。 

  具体的には、どんな業者との打ち合わせをしたかというのは、いろいろございますけれど

も、最初のころについては、やっぱりこちらは学校給食が初めてな部分で、学校給食に対す

るいろんな不安がございましたので、そういった部分での御相談をしていたと。例えば、先

ほど来の質疑の中でもございましたけれども、異物混入のマニュアルですとか、アレルギー

対応ですとか、そういったものもマニュアルとしてはいろいろなところから手に入るわけで

すけれども、それを実際現場でどういうふうにしているのかとか、そういった部分に対する

不安がありましたので、そういった部分のアドバイスをいただきながら、その不安を少しず

つ消しながらということを進めておりました。 

  それから、実際給食の現場でどんなことが行われているかということについても、こちら

のほうは余り知識等がなくて、現実に、例えば、今回食器を使っておりますけれども、その

一つ、汁わんに磁器の食器を使っていて、これは丈夫ですけれども割れるものでございます。

完全なプラスチックで割れないというものではないんですが、そういったものを採用した場

合に、例えば配送の途中でいろんな振動等で一定数が割れてしまったりだとか、そんなこと

もありますよですとか、いろんな、本当にこちらは初めてでしたので、いろんなことのアド

バイスをいただいておりました。 

  ただ、本当にこれまでも御説明していたとおり、何が足りる足りないという部分について、

結果として５月に入ってからいろいろなものの不足が判明しまして、それが全体の遅れにつ

ながったと。確保するために、そういったものがすぐに頼めばできるものというのも思って

いましたが、実際には受注生産で時間がかかるものですとか、やっぱり専門の用具ですので、

単純に消耗品となっていてもすぐに手に入るものでないとか、そんないろんなことが経験不

足といいましょうか、そういったことの中で、今回、給食の開始が遅れたということでござ

います。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

〔３番 中島 勲議員 登壇〕 
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○３番（中島 勲君） 聞くともっともだなという点もありますけれども、できればもう少し

慎重にやってほしかったというのが率直な感情です。 

  それから、最後に、この学校給食といえば、つくるだけはつくるんですけれども、食べ残

し、残飯というんですか、ちょっと専門用語はわかりませんけれども、俗に言う残飯、これ

の処理についてかなりの量が生まれるだろうと思うんですけれども、これは誰の責任で、ど

こへどういうふうに処理するというふうになっておられるんですか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 基本的に、献立の中で各学校に配送される給食については、

人数分に合わせた、それから小学校の低学年、中学年、高学年、そして中学生という区分の

中で、必要な栄養、カロリーに合わせてつくられたものですから、それほど残らないような

ぎりぎりのところの給食を配っているということで、食べ残しがないようにということを、

これから児童生徒の皆さんにも御理解をいただきながら、給食を進めていくということでご

ざいますが、基本的には残食率という形で、残ったものの量を毎回回収して、量ります。そ

ういったことをしながら、少しでも食べていただける、残食率の少ない学校給食を目指して

いくという方向で進んでおります。 

  それで、残ったものについては、今おっしゃられた残飯というふうに申し上げますと、そ

れについては平取の衛生組合のほうに運んで処理をするというような形で考えてございます。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

〔３番 中島 勲議員 登壇〕 

○３番（中島 勲君） わかりました。 

  今回、初めて実施する事業ですから、非常にわからない点あるいは難しい点もあったかと

思います。私は、このいわゆる当初目的の６月１日以前にこういう、事故というとちょっと

大げさですけれども、実施不可能だという点に気づかれたのは、これは不幸中の幸いだと思

っています。これが仮に走り出してから、いや、あれもできない、これもないというふうに

なったら、本当にこれは世間に知れ渡りますし、また、その方法についてもいろいろ厳しく

世間から見られると思いますけれども、事前にわかっただけに、不幸中の幸いかなと思って

おります。そういう意味ではございませんけれども、これからはこんなことのないように、

ひとつ慎重に、的確に、事を決めて、これはやっぱりトップダウンでいかないと、下から待

っていたのでは進まないと思いますので、トップダウン方式で確実に進めていっていただき

たいということを申し上げまして、質問を終わります。 
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──────────────────────────────────────────── 

◇ 野 田 省 一 議員 

○議長（三倉英規君） 次に、13番、野田省一議員。 

〔１３番 野田省一議員 登壇〕 

○１３番（野田省一君） それでは、通告に基づきまして一般質問をさせていただきます。 

  通告の１番目でありますけれども、地域助け合い型の移動サービスについてお伺いをいた

します。 

  人口減少、少子高齢化が進み、合併後も人口は8,500人台へと減少し、体感でも人口減少、

少子高齢化を感じとります。また、時代の変化で車社会化が進み、公共交通機関の運行数も

減り、車社会の外にいる方は不安を感じてもいます。 

  そこで、むかわ町の現実として、交通弱者を行政がどのように捉えて、どのような展望を

持っているのかを伺います。 

  １番目に、町全体、集落ごとの10年前と現在の戸数、年齢構成別人口、高齢化率、年齢構

成別独居者の人口はどのようになっているかお伺いをいたします。 

  ２つ目でありますけれども、デマンドバスの利用実績の年度ごとの推移、町内で行われて

いる移送サービスの現状と推移は、どのようになっているかお伺いいたします。 

  ３つ目でありますが、現在でも車を自分で利用できない方は生活に不安を感じております

が、５年、10年後にはさらに不安を感じる方は倍増すると考えられます。行政として、この

不安を解消する方法として今、展望を持ち、実践させていく必要があると思いますが、展望

があればお伺いをいたします。 

  ４つ目でありますが、道路運送法で許可の要らない方法で、地域助け合い型の移動サービ

スが各地で導入されておりますが、本町でもボランティア、支え合う体制の育成が今から研

究、実践が必要と思うが、見解を伺います。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） それでは、御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

  まず、①の人口世帯数についてお答えさせていただきます。 

  平成18年３月末と平成29年３月末の町全体と鵡川地区と穂別地区の地区区分及びその地区

区分の中で、市街地と市街地以外の数値についてお答えさせていただきます。 

  町の住民基本台帳システムは、字界ごと、美幸１、２、３だと４字、各地域ごとの字で51

字ございますことから、集落ごとの数値とはなりませんが、鵡川地区は、町名区域、○○町
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という部分の町名区域と旧字地域区域として区分し、穂別地区につきましては、旧字穂別区

域とそれ以外の区域で分けさせて回答させていただきます。 

  町全体としましては、11年間で総人口が１万468人から8,472人となり、1,996人、19.1％

の減となっており、世帯数は4,548世帯から4,306世帯となり、242世帯、5.3％の減となって

おります。 

  鵡川地区の人口は、6,800人から5,782人となり、1,018人、15.0％の減となり、世帯数は

2,872世帯から2,868世帯となり、４世帯、0.1％の減となっております。 

  穂別地区の人口は、3,668人から2,690人となり、978人、26.7％の減となり、世帯数は

1,676世帯から1,438世帯となり、238世帯、14.2％の減となっております。 

  鵡川地区の市街地人口は、4,246人から3,701人となり、545人、12.8％の減で、市街地以

外の人口は2,554人から2,081人となり、473人、18.5％の減となっております。 

  穂別地区の市街地の人口は、2,293人から1,761人となり、532人、23.2％の減となり、市

街地以外の人口は1,375人から929人となり、446人、32.4％の減となっております。 

  高齢化率は、平成18年３月末で28.2％でしたが、平成29年３月末では38.3％となっており、

10％増加しております。特に75歳以上の人口増加は著しく、14％から20.7％となっており、

町民５人に１人が該当という形となっております。 

  在宅の65歳以上の独居高齢者数は、平成25年３月末で599人でしたが、平成29年３月末で

672人と４年間で70人以上増えており、うち75歳以上は381人と56％以上を占めております。 

  続きまして、②のデマンドバスの利用実績の年推移について答えさせていただきます。 

  鵡川地区のコミュニティバスと穂別地区のデマンドバスにつきましては、平成23年10月に

町営バスの運行形態の見直しによりスタートしていることから、平成24年度から平成28年度

までの５年間の推移をお答えさせていただきます。 

  鵡川地区のコミュニティバスは２路線で、川西線の乗車数は3,203人から2,230人となり、

973人、30.4％の減、川東線は2,871人から5,675人となり2,804人の増、97.8％の増となって

おります。 

  穂別地区のデマンドバスは４路線で、穂別稲里線は5,049人から4,006人となり、1,043人、

20.7％の減、キウス隆農線は2,160人から2,071人となり、89人、4.1％の減、穂別富内線は

9,080人から5,147人となり、3,933人、43.3％の減、穂別栄線は１万4,009人から１万1,070

人となり、2,939人、21.0％の減となっております。 

  コミュニティバス及びデマンドバスにつきましては、スクールバス機能も有していること
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から、バス通学児童が増減すると年間登校数の往復回数分が増減することとなります。現実

的に利用の現状を見ると、乗車数の増減は主に小中高校生の通学によるものが大きく、一般、

高齢者の利用は安定して使っていただいていると見ているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 中澤地域振興課主幹。 

○地域振興課主幹（中澤十四三君） 外出支援サービスにつきましては、担当のほうから述べ

させていただきます。 

  外出支援サービスは、一人での外出が困難で、家族の支援を受けることも難しい方に、町

内医療機関や理美容室への送迎を行うサービスで、利用者は約90人が登録しており、利用状

況は横ばいの状況です。 

  また、町外の通院につきましては、平成28年度は、町の透析送迎を利用している方が28年

度６人おります。 

  民間の通院移送サービスとしては、宅老所日和が福祉有償運送として実施しており、毎月

30から40件の利用があります。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） それでは、３番目の内容についてお答えさせていただきま

す。 

  町の公共交通体系として、鵡川地区コミュニティバス運行事業として２路線、穂別地区デ

マンドバス運行事業として４路線を、地域公共交通確保維持改善事業として町、国土交通省

北海道運輸局、胆振総合振興局、管内バス会社、町内運送事業者、地域住民代表学識経験者

等の構成メンバーによるむかわ町地域公共交通活性化協議会を設置し、事業の推進を図って

いるところであります。 

  その基本目的としまして、民意を反映し、持続できる効率的な交通網と経営組織を構築、

そして、２番目として、高齢者層や児童生徒等の交通弱者の交通を確保する、３番目に、町

内外の交流を促し、生活交流交通ネットワークを構築するとしているところであり、今後も

地域の要望及び事業者や専門家の意見を聞きながら、町内の公共交通体系を維持改善してい

きたいと考えているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 中澤地域振興課主幹。 

○地域振興課主幹（中澤十四三君） ④番目の地域助け合い型の移動サービスにつきましては、

平成28年２月と８月に実施しました地域支え合い研修のグループ討議の中で、参加者から送

迎に関する意見が多数出されておりました。その意見をもとに、協議体という地域包括ケア
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システムの生活支援を協議する組織で、さまざまな視点から話し合いを深め、今年度はボラ

ンティアの仕組みづくりについて協議しているところでございます。 

  送迎につきましては、高齢者等の閉じこもり予防や介護予防など、地域包括ケアシステム

の構築を進める上で重要な課題であると捉えており、より利用しやすい体制について協議体

においても意見交換しているところでございます。 

  ボランティアによる移動サービスの実施には、事故の補償を含めた体制整備が必要である

ほか、ハイヤー会社などの民間サービスと競合しないような配慮等、課題がございます。今

後の実施については慎重な協議が必要と考えています。現在実施されているサービスの検証

をしながら、むかわ町の実態に合った移動サービスのあり方について、住民や関係者と連携

しながら調査研究を進めてまいりますので、御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

〔１３番 野田省一議員 登壇〕 

○１３番（野田省一君） １番目の件ですけれども、聞き取りだけではちょっと数字的なもの

は書き及べなかったんですけれども、それは資料提供していただくことは可能ですか。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） 字別の数値につきましては、今あります平成19年２月末と

平成29年２月末の10年対比した資料を作成させていただきました。資料として配付させてい

ただければと思っております。 

〔「もしよかったら議員さんみんなに」と言う人あり〕 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

〔１３番 野田省一議員 登壇〕 

○１３番（野田省一君） 何でこんなことを聞いたかということ、今のことに関しましては後

でゆっくり現実を見させてもらいますけれども、特徴的に自分の体感するものの中で、今ま

で感じてきた、何か皆さんどの地域に行っても、やはり同じような体感は持っている。感覚

的なものとしては、やはり高齢化率が非常に急速に上がってくる。これは数字でもわかるこ

とですし、この５年、10年後、きょう大体ここにいるこっち側の人は、みんなその範囲に、

私も含めてですけれども入っていくわけですから、やはりそのときに考えたときに、交通弱

者としてだんだんその世代に近づいていくわけです。その現状、それと、今の人たちがどう

いう状態にあるかということをこの数字から見ても、聞くまでもなくても、皆さんもわかっ

ている現実なのかなと思っていますけれども、こういう現実、この推移とかこの数値から、
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地域が高齢化してもこのまま安心して暮らしていけるかどうか、このことについてはどのよ

うに考えておりますか。 

○議長（三倉英規君） 中澤地域振興課主幹。 

○地域振興課主幹（中澤十四三君） 地域に住む方々が高齢者になっていくとどのような課題

があるかというところでは、先ほど４番目の質問、助け合い型の移動サービスにつきまして

お答えしたところですが、重ねて申し上げたいと思います。 

  高齢者が、現在、今後もどんどん増え続ける中で、お互いに何が課題になるかというとこ

ろで、昨年２月、８月に地域支え合い事業として研修しているところでございますが、地域

の中で、やはり買い物の送迎、それから、いろんな事業等の送迎ということで、特に交通に

関する課題は出ております。この問題について、さらに地域の中でどうやって支えて乗り越

えていくかということで、今回はボランティアの仕組みづくりというところに焦点を当てて、

さまざまな課題をまずボランティアの視点から解決していこうというふうに討議を進めてい

るところでございます。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

〔１３番 野田省一議員 登壇〕 

○１３番（野田省一君） 人口推移から見て、決して、交通問題について安心して暮らせるか

という意味で聞かせていただいたんですけれども、この交通確保、自分の足、移動の確保と

いうことを考えると、誰が考えても、やはり到底安心しては暮らしていけない状況になりつ

つあるんじゃないかなというふうに捉えておるんですけれども、そのことで、２つ目として

デマンドバス、地域の公共交通機関としてはバス運行しかなかったわけですけれども、これ

も、今から６年前ですか、６年ぐらい前だと思いますけれども、これを提案させていただい

て、いち早くこの地域でも早く導入されて、今では全道でも相当数が、どの地域でも、都市

部でもデマンド型バスを導入される実態となっていますけれども、やはりそのことだけでは

補完できなかったという。それは最初から織り込み済みだったんだろうけれども、だんだん

このバスすらも利用しづらい、しづらいというか、移動手段としては物足りないということ

が現実的にあるわけです。 

  その推移に関しましても、先ほど答弁いただきましたように、減少路線というのは、もう

43％、富内なんか43％の減ということですから、実際には、人口の減少も加味されますから、

何とも言えないところですけれども、40％も利用する方が減っているという実態もある。そ

れは人口減少のほかに何か現象があるのかなということでもありますけれども、そのことか



－52－ 

ら考えると、今、先ほど答弁いただきましたけれども、行政だけにお任せしていられない時

代だということも認識しておりますので、この移動支援サービス、ボランティアによるもの

ということで、実際には、今の答弁だと協議を始めたところ、課題解決のために始まったと

ころというふうに捉えたんですけども、一定程度の成果を出そうという目標値というか、目

標年度なんかは定めているんですか。 

○議長（三倉英規君） 中澤地域振興課主幹。 

○地域振興課主幹（中澤十四三君） 移動支援にかかわる今後の検討課題についての目標値を

定めているかというところでございますが、現在、地域助け合い型の移動サービス、始めた

ばかりの中で、保険の問題、それから、いろんな補償の問題、民間会社との公共機関の調整

の問題ということで、まだ改めての明確な解決年度というところは申し上げられないんです

が、高齢者が一年でも早く安心できるようにということで、高齢化のスピードに応じながら

も前向きに検討しているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

〔１３番 野田省一議員 登壇〕 

○１３番（野田省一君） その移動サービスですけれども、体系的にはどういうこと、もう完

全無償で国土交通省の認可の要らないものを目指しているんですか。 

○議長（三倉英規君） 中澤地域振興課主幹。 

○地域振興課主幹（中澤十四三君） 現在のサービスの中では、無償ということではなく、ま

ず、鵡川地区、穂別地区、それぞれに住む方がどんな生活のすき間を持っているか、その課

題をまず整理しまして、その中で、有償という中で、多分使いやすい単価設定などもござい

ますが、そこが民間サービスと競合しないような形も検討が必要ですので、金額等、具体的

なところは今後の検討になっております。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

〔１３番 野田省一議員 登壇〕 

○１３番（野田省一君） 有償の形だと民間の力を借りてということもあると思うんですけれ

ども、その選択肢の中に、本当にガソリン代だけ、利益の出ないような形で、例えば具体的

なことを言えば、町が車を用意して、そこは認められるはずですから、いろいろこう見てい

くと、車を用意してあげて、本当にガソリン代だけで送り迎えをするようなシステムという

のが、これだといろいろな規制の外で実施できると思うんですけれども、実際には、今行わ

れようと考えているという話は、恐らくタクシーの半額ぐらいというようなことなのかなと
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思って聞いたんですけれども、なかなかそれすらも、なかなかやはり高齢者の中には負担も

大変だという声も実態としてやはり聞こえてきますし、私たちも身の回りにそういう人たち

の話を聞きますから。やはり、金銭的な問題ももちろんですけれども、いろんな規制の外、

規制をかぶらないような無償でのボランティア、移動ということを念頭に、一つの選択肢の

中に入れていく考えはございませんか。 

○議長（三倉英規君） 渋谷副町長。 

○副町長（渋谷昌彦君） 人口減少といいますか、高齢化が進むという中で、ましてや地域包

括ケアシステム、こういったものを整備していく中で、地域で住み続けられていく、そうい

う社会をつくっていこうというところで目指しているというところでございます。そういっ

た中での一部のその移動サービスというものをどうしていくかというところを、今まさに検

討を始めたといったようなところでございまして、委員がおっしゃっていたような無償ボラ

ンティア等々いろいろな制度が、今、いろいろ出てきているようでございますけれども、そ

ちらについては今後の課題ということで進めていきたいと思っております。 

  まずは、現行実施しておりますデマンドバス、こういったものの利便性、これをさらに追

求していくような取り組み、そういったことも必要ですし、福祉型の今の移動サービス、こ

ういったものの検証等々も必要だというふうに思っています。まずはそういった既存のもの

をしっかり点検しながら、そういったものをまずは活用していく、そういう中で補完してい

けるものは今後何があるのかというところは、しっかり今後検討させていただきたいという

ふうに思ってございます。 

  今、無償、有償というようなところまでの議論には進んでいないところでございますので、

御理解をいただければというふうに思ってございます。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

〔１３番 野田省一議員 登壇〕 

○１３番（野田省一君） 始まったところで、最初から選択肢としてその中にぜひ、始まった

んであれば、各地でいろんな無償でできるボランティアの制度というのも実施しているとこ

ろ、全国各地でもぱらぱらとですけれども出てきています。やはりそういった事象を、業者

の方々、それは、調べれば僕が調べるよりきっとたくさん見つけられるし、現実的にこの北

海道内、ちょっと北海道内では見つけられなかったんですけれども、どこかでもう既に始ま

っている可能性も、考えられている可能性もありますんで、ぜひそのことを検討の課題の中

にひとつ、今の副町長のお話からしても検討していただけるということなので、期待をして
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いきたいと思っています。 

  いつも言わせてもらうんですけれども、本当にできない理由を考えないで、ぜひ、できる

ということを、できる理由というか、できる方法を見つけ出すことが私たちの仕事だと思っ

ています。皆さんの仕事だと思いますので、ぜひ、このことについても取り組んでいく必要

があると思うんですが、町長、この人口減少、少子高齢化時代に向けてこの辺、今までの議

論を聞いていただいて、どのような考えを持っているか、改めてお伺いいたします。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） 先ほど人口減少、高齢化等の動態が報告されたところでございますけ

れども、御存じのとおり人口減少率、この胆振管内においてもこれはトップクラスでござい

ます。この速いテンポでの高齢化率と。こういったところをしっかりと向き合いながら、今、

議員御存じのとおり、地方創生に向けて、向かおうとして、何とかその歯どめというところ

も追いながら進めてきているところでもございます。 

  あわせて、今回の提案されております地域助け合い型の移動サービス、移動外出支援の関

係でございますけれども、これも先ほどから申し上げていますように、無償も含めてさまざ

まな形態というのがあります。制度的に縛られるものもあるかと思います。 

  今、一概に無償に絞り込むということはこの場では避けさせていただきますが、いずれに

しましても、基本理念というのは、今、全国で目指しております2025年というのを一つの目

安にして、地域包括ケアシステムの構築と、こういったところでの助け合い活動の推進、こ

れには移動サービスも含めて生活あるいは介護、医療等々の形態というのが出てきているか

と思います。そういったところの展開に向けながら、先ほど答弁申し上げましたように、現

実に今、穂別地区、鵡川地区で協議体という形で、その今後に向けた、地域助け合い型に向

けての移動サービスが、どうこれからあるべきかといったところも含めて、対応方進めてい

きたいと思いますので、御理解をお願いしたいと思います。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 北 村   修 議員 

○議長（三倉英規君） 次に、11番、北村 修議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） 通告に従いながら、質問させていただきます。 

  第１点目は、ＪＲ地方路線の存続をめぐる問題についてであります。 

  既に御承知のように、日高線の早期復旧を初めとして、道内13地方路線存続のためのそれ
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ぞれの取り組みが行われているところであります。町としても、この間、町長が１市４町初

め、日高管内等々と努力をされておるようでございます。それらの取り組みについてまず伺

うものであります。 

  ２点目には、存続を求める取り組みが全道民的な運動になりつつあることは御存じだとい

うふうに思いますが、その中で、ＪＲ北海道のあり方というのが、道民が願うものとはかな

り矛盾してきているんではないかという事態も広がってきているなというふうに思っている

ところであります。 

  それで、これらを根本的にやっていくために、きょうの新聞でもそうでありますけれども、

やはりこれらのところでは、この国鉄の分割民営化の当時の問題からやっぱり検証していか

なければならないという事態が出ておりますが、そうした点についてどのようにお考えにな

っておられるかということであります。 

  基本的には、国を挙げての取り組みなしには、この道内の鉄路維持というのは非常に難し

い問題ではないかというふうに私は考えておりますけれども、しかしながら、現在のＪＲ北

海道のこの状況から見れば、極めて企業的な立場といいますか、そういうふうな中にあって、

この道民の願いとはかなり距離があるんではないかというふうに思っているわけで、そこら

辺のところについての見解を伺うものであります。 

  ３つ目に、町としても取り組む問題は、るるあろうかというふうに思っております。その

ためには、この本町がかかわっております鵡川苫小牧間の存続、これらを本当に将来的にも

存続していく、日高線全体存続を私たちは求めるわけでありますけれども、本町直接的にい

えば、この問題があろうかと思います。そういう点では、やっぱり利用率を高めていく、そ

ういうことが求められているように思っているんですが、そこら辺で、この検討はどのよう

になっておられるかという問題であります。 

  ３に関連しましてですが、４つ目に、この利用の点で言えば、この間もやられております

が、この鵡川高校へ通学してくる子どもたちの利用の問題であります。これまでも、鵡川高

校生が苫小牧方面から通学されている、それらが部活等で遅くなる、その支援というものを

行っているわけでありますけれども、これらをさらに高めることによって、また地元高校へ

の入学というものも膨らませていく。そういうことともかかわっていく必要があるんじゃな

いかというふうに思っているわけでありますが、そこら辺について、まずお伺いをするもの

であります。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 
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○町長（竹中喜之君） 昨年11月にＪＲ北海道から独自に維持存続が困難な路線、発表された

以降の取り組みでございます。第１回定例会で、行政報告で申し上げたとおりでございます

が、その後の具体的な取り組み状況から御説明を申し上げたいと思います。 

  ３月24日、東胆振の首長懇談会が開催され、北海道鉄道ネットワーキングチームの報告内

容について、北海道からの説明及び意見交換を行い、４月中に１市４町の方向性をまとめる

ことといたしました。 

  一方で、２月、今年明けてからですけれども、２月18日にＪＲ北海道から現在運休してお

ります鵡川様似間において、バス等への転換というのを正式に提示された。このことを受け

てＪＲ日高沿線自治体協議会、３月25日に、今後ともＪＲ日高線の復旧を断念することなく、

復旧に向けて取り組むことを確認し、新たにＪＲ日高線鵡川様似間沿線地域の公共交通に関

する調査検討協議会を設立することを決議し、現在、休会となっているところでもございま

す。 

  この調査検討協議会でございますが、日高町村会が中心となって、４月12日に設立第１回

の協議会というのが開催され、日高線を苫小牧様似間の線区ではなくて、一路線としての存

続を目指す、東胆振１市４町を代表しまして、むかわ町がオブザーバー参加したところでご

ざいます。協議会では、乗り合いバス、ＤＭＶ、ＢＲＴなど、広く公共交通ネットワーク全

体を調査研究することが目的とされており、年内には、調査結果がまとめられる予定となっ

ているところでございます。 

  ４月28日には、第４回の東胆振首長懇談会で一定の方向というのが確認され、生活密着型

の利用者が多い日高線、室蘭線の両線区につきましては、あくまでも維持存続を基本との意

思統一を確認し合い、各自治体による利用促進策の推進、情報の交換を図ることとされたと

ころでございます。１市４町を代表しまして、日高線の関係についてはむかわ町、室蘭線は

安平町が代表しながら、当面、日高管内または空知管内と情報交換並びに連携を図ることと

なっているところでございます。 

  また、５月30日には、東胆振１市４町の市町等がＪＲ本社を訪れ、要望書を提出したとこ

ろでございまして、要望書では、東胆振定住自立圏の中心市と近隣町を結ぶ通学や通院など

の暮らしを支え、人口流出を食いとめる重要な役割を担っていることを強調し、公共交通機

関としての将来の事業展開というのを講じること。２点目には、日高線を存続し、不通区間

の早期復旧への努力。３点目には、室蘭線は貨物輸送の重要な役割からの維持存続をするこ

との３点を要望してきているところでもございます。 



－57－ 

  次に、国鉄分割民営化時の関係でございますが、これは評価が分かれるところではありま

すが、この間の金利情勢の変化から基金運用益の減少というのは認識せざるを得ず、この間

のＪＲ北海道の経営方法が取り沙汰されることもありますが、現状として経営継続というの

は困難であることは理解しているところでございます。また、鉄路の重要性から、維持存続

を願わない市町村はないと思われますが、沿線市町村だけでこの維持存続が解決できる線区

の経営状況でないことは、これも明らかであると考えております。 

  したがいまして、ＪＲ北海道の自助努力というのは、これは今後も求めていきますが、国

の支援がなければ到底解決できるものではないと考えるところであり、苫小牧地方総合開発

期成会の今回も最重要要望事項として、国、北海道に対して要望活動を継続しているところ

でございます。 

  今後におきましては、地方はできることを探求しつつ、国や道の考え方とすり合せながら、

並行して取り組むことが肝要であると考えております。 

  実態調査から、鵡川駅を利用する平日の乗降者数は約125人程度であり、輸送密度は589人

とされていることから、利用者を高める検討は重要な案件とされております。 

  身近なところからで申し上げますと、職員の出張時のＪＲ利用の促進というのも現在検討

中ではありますが、運行本数や乗り継ぎなどから効率性というのが悪く、なかなか難しいと

ころもございます。 

  しかしながら、さきの恐竜化石骨格、むかわ竜の一般公開の中におきまして、ＪＲを利用

して見学に来られた化石ファンの方々の声と、こういったところを聞きますと、観光面から

の利用活用策、今後も調査研究していく必要性というのを感じたところでもございます。さ

きに申し上げました東胆振首長懇談会での確認事項からも、公益的な利用策としての協力検

討とあわせて取り組んでいかなければならないと考えているところでございます。 

  鵡川高等学校の存続維持と連携対応の御指摘をいただきました。現行の列車の接続による

ＪＲ運行ダイヤの変更の困難さ、さらに道立高等学校の始業時間の関係から、現在の苫小牧

方面からの送迎バスを運行した経緯というのもございまして、ＪＲ利用への転換というのは

容易ではありませんが、一つの検討課題として研究をしていきたいと考えております。 

  また、現在も実施しております長期休業期間や部活動利用にＪＲ利用の促進と交通費支援

につきましては、高等学校とも今後も協議の上、充実してまいりたいと考えております。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 
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○１１番（北村 修君） るる説明をいただきました。 

  深く追及するつもりはないんですが、この間、きょうの、これは毎日新聞でありますが、

道内の沿線自治体にアンケートを配ったというようなことが載せられております。 

  多分本町もこの中には入っているんだろうというふうに思いますが、これについてどのよ

うに回答されたか。今の町長のお話のような状況だろうというふうに思っているんですが、

例えば、中で、今、国鉄分割民営化の問題についても、やはりここを検討していくというお

話もございました。そういう立場で答えているのかというのが一つでありますし、負担とい

うものを、仮に今の流れの中で言えば、ＪＲが言っているような状況であれば、この負担と

いう問題もある。その中には、いろんな市町村の捉え方があるようでございますけれども、

そこのところはどのようなアンケートへの回答ということになっておられるのか、これ、改

めてちょっと伺っておきたい。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） アンケート調査は複数ありますので、どのアンケートでどう答えたの

かということは、今この段階では不用意な発言を避けさせていただきますが、先ほども答弁

で申し上げましたように、国の支援等について、そしてＪＲの関係でございますが、ＪＲの

自助努力というのは、これはもとより国、自治体などの関係者が連携しながら取り組みを進

めていくことが必要と考えているということと、あくまでも国の支援なくしては今後の維持

存続というのはなし得ないという形で一線を持っているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） ありがとうございます。時間の関係で２点目に入ります。 

  国保事業の問題について伺うわけであります。 

  １つ目は、都道府県化が18年度から計画をされているわけでありますが、それに向けて、

納付金の状況等々がほぼ明らかになってきたのではないかというふうに思っておりますが、

仮算定など、町のモデル世帯などではどのようになっておられるか伺うものであります。 

  なお、モデル世帯のところでは、町は夫婦２人200万というのをモデルにしているのかな

というふうに思っておりますが、でき得れば、おおむね使われます２人世帯であっても、子

どもさんが２人ほどいるとか、そういうふうなモデル世帯というのはやっていないのかどう

か、それになるとどうなのかということを含めてお伺いしたい。 

  ２つ目に、町の国保税にかかわってですが、引き下げということを再三要望してきたわけ
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でありますけれども、なかなかそこには行かれないという状況でございました。しかし、後

で答弁でも出るかと思うんですけれども、本町の納付金は仮算定の段階では上回ることはな

いようでありますけれども、それはやはり道内平均とってみても、非常に保険税が高いとい

うことを、逆に言えば示しているわけでございまして、やはりここら辺のところは今から負

担軽減を図っていく必要があると、改めて求めるものであります。そして、いわゆるこの間

の15年から始まった支援金の活用というふうなことも、当然していく必要があるだろうとい

うふうに思っておりますが、あわせて再度お伺いするものであります。 

  ３つ目には、資産割、均等割の見直しを図る状況はないかという問題でお伺いいたします。 

  ４つ目には、いわゆる減免制度の問題で、法の中では76条あるいは44条という中で、減免

が打ち出されております。本町としても、基本的には減免の内容を病気以外は用いるという

ような状況になっておりますけれども、どのような状況になっておられるか、改めて伺うつ

もりであります。 

  ５つ目に、国保税の滞納への問題で、対応と処分についての内容と基本的な考え方につい

て伺うものであります。 

  以上であります。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） それでは、国民健康保険事業に関する御質問についてお答

えいたします。 

  まず、①の平成30年度の都道府県化での納付金算定についてですが、現段階では５月に示

されている第2.5回仮算定で、道が想定している算定方式や係数、医療費見込みで、医療分、

後期分、介護分保険料収納必要額をそれぞれの加入者で割って合算したむかわ町の１人当た

り金額は17万1,174円となっております。平成27年度の１人当たり収納必要額17万7,780円に

比べて6,606円、3.8％の減となり、また、道で示されているモデル世帯とされている夫婦２

人で基礎控除後の所得200万円、大体給与でいうと360万円程度になるかと思うんですけれど

も、では37万8,100円で、平成27年度収納必要額40万7,300円に比べると２万9,200円、7.2％

の減とされていますが、次、７月に示される予定の第３回仮算定では設定や条件が変わりま

す。その変わることから示される金額も変わる可能性があると思っているところでございま

す。 

  北海道の運営方針案として、将来の保険料の統一、６年間の激変緩和の財政支援措置等が

出されておりますが、激変緩和支援を受けられる対応を検討し、今後、税率等が変わってい
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っても被保険者の皆様の負担が急激に変化しないような仕組みを検討することが課題と捉え

ております。 

  ②の国保税の引き下げについてですが、本町の国保会計については、保険者支援制度等の

交付分を見込んだ上で、例年基金を取り崩し、収支のバランスをとっている状況であり、現

段階では、保険料を引き下げる状況にはなっていないのではと考えているところでございま

す。 

  ③の資産割、均等割の見直しにつきましては、先ほどもお話ししました都道府県化に伴う

算定方式や賦課割合について見直しをすることになるかと思うんですが、その見直しの中で

検討が必要になると考えているところでございます。 

  ４点目の法第76条等の減免制度の活用状況と町独自の減免の新設、維持などについての御

質問にお答えいたします。 

  国民健康保険税の減免につきましては、地方税法第703条の５の規定に基づきまして、む

かわ町国民健康保険税条例に具体的な要件、手続方法等を定め運用を行っております。病気

や災害など、特別な事情により一時的に納付が困難になった場合、減免の対象となり、平成

28年度は１件の減免を行っているところでございます。今後も現行の減免制度を継続して運

用していくこととしております。 

  ５点目の国保税の滞納への対応と処分についての基本的な姿勢と現状についてお答えいた

します。 

  国民健康保険税に限らず、税料の徴収に当たりましては、公平公正の原則に立ち対応を行

っております。納期限が過ぎ、納付が確認できない場合、督促状を送付し、状況をお知らせ

するとともに、事情がある場合には御相談いただき、分納等の対応を行っております。 

  納付相談がない方、また分納計画どおりに納付されない方につきましては、滞納処分を行

う場合がございます。この場合、滞納処分を行うことによって生活を著しく窮迫させるおそ

れがある場合には、滞納処分の執行を停止させるなどの対応を行っております。 

  国民健康保険へ加入される方につきましては、自営業の方などが対象となりますことから、

被用者保険へ加入されている方に比べ収入が不安定な方が多い状況にあります。納税相談等

により生活状況等を的確に把握し、適切な対応を努めてまいりたいと思いますので、御理解

くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 
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○１１番（北村 修君） 幾つか具体的に伺いたいというふうに思いますが、１つは、第２回

目の仮算定の結果で言えば、6,600円ほど、27年度の保険料の収納必要額から見れば下がる

ぞということで、今発言されたというふうに思うんですけれども、それで確認していいのか

どうかということを、もう一度最初にお伺いしておきたいと思います。いいですか、それで、

オーケーですか。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） ５月に示されました2.5回目での仮算定ではそのような結

果になっております。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） あわせて、その場合、本町としての医療費水準だとか、標準保険料

というのはどのように示されてきたんでしょうか。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） 2.5回の部分につきましては、29年度予算推計だったり、

27年度決算の数字を使っております。 

  まず、一番最初に出ました第１回の仮算定というのが、新聞紙上等にも出たんですけれど

も、それにつきましては28年度予算推計の数字を使っているということで、そのときと数字

が１回目と第２回、第2.5回というのは年度ベースがずれているという部分がありますので、

数字が変わっているところとなります。また、いわゆる賦課割合等につきましては、これは

道の示している第３方式、資産税の入っていない第３方式での計算という形となっておりま

す。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） モデル世帯で、第2.5回のやつでいえば37万8,000円程度にモデル世

帯ではなるぞというふうに言いました。 

  でき得れば、これ夫婦２人なんですけれども、夫婦２人というのはいろいろ幅があって、

高齢者だとこの水準で十分なことに、十分というか、まあまあそこになるんだけれども、こ

れが例えばお子さんのいる夫婦２人と子ども２人となれば、全然違ってくるんだよね。ここ

ら辺のところでは試算しているのかどうか。お子さんがいた場合にこのモデル世帯、例えば

これに子どもさん２人をつけるとその状況はどうなるかというと、もっとこれは負担が増え
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てきます。そうなると、当然生活そのものに脅かすような負担割合になっていくというふう

に思うんですね。その辺のところをどういうふうに考えておりますか。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） 今回の第2.5回も第１回もそうなんですけれども、このモ

デル世帯につきましては、完全にこの均等割で、この平等割でというところが、完全にうち

らのほうでも分析できない部分がございます。いわゆる道のほうから、いきなりこの数字が

出てきている部分になっております。 

  私たちとしましては、これから第３回が７月に仮算定が出て、本算定等が12月等になって

いくんですけれども、その中では、議会等、委員会等で御説明をさせていただいたり、国保

審議会等にかけさせていただきたいと思うんですけれども、その中で、夫婦２人のモデルケ

ースや夫婦や子どもがいる場合のモデルケース等を示しながら、協議を進めていきたいと考

えているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） ちょっといろんな関係で先に進みますが、当然、次のところでは、

今度は逆転して高くなるだろうというお話でございました。それには先ほど、最近道が出し

た激変緩和対策をもって何とかならないかということでありました。しかし、激変緩和とい

っても、これは５年間の期限つきであって、その後ぐんと来るんじゃないかと思うんですが、

そうするとまたこれは負担ということになると思うんですが、その辺の見解を伺っておきた

いというのが１つ。 

  それから、あわせてですが、この国保税の引き下げをしてほしいというふうな問題で、こ

の間の2015年からのいわゆる国の都道府県化に向けた中での支援、これまでもいろいろ議論

したように、行政側へのいわゆる国保運営者への支援だということで、町はそういう活用に

なっているんですが、例えばこの中で幾つか聞きますけれども、例えば、大きく分けて低所

得者対策と保険者支援というのが２つになっていますね。この低所得者対策というほうでは

どういうふうになっているのか。例えばその中の子どもの被保険者が多いという形ではどう

なっておるのか。財政安定化基金の醸成という点ではどうなっておるのか、その辺のところ、

どういう取り組みにして現状のようなことになっておるのか、改めてちょっと伺っておきた

い。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 
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○町民生活課長（萬 純二郎君） まず激変緩和の部分でお答えさせていただきますけれども、

第３回になって必ず高くなるとは思ってはおりません。できれば、このような形で同じぐら

いになっていればと思っているんですけれども、ただ、追加公費等々、いろんな条件が2.5

回と３回では変わるという部分がございますので、また、どこの部分が変わるのかは完全に

まだ見え切れていないところがありますので、まず出て、そして、それに対してどう対応す

るかということを考えております。 

  もちろんその中では、今１つだけ激変緩和について出ているのは、一般会計からの繰り入

れがあると激変緩和は適用できないというような言い方を今聞いております。私どもとしま

しては、もしそのような状況になっても激変緩和が受けられるようなやり方というのを考え

ないと、皆様の負担が大きくなるというふうに思いますので、少しでも有利な形で対応でき

るように考えていきたいと考えております。 

  また、引き下げの部分につきましては、低所得者対策等と安定化等、いろいろと部分には

あるとは思うんですけれども、まず、この安定化の部分につきましては、今運営している国

保事業に対してまず算入している部分でありますので、まずはこれも全て含めた形で、次の

この都道府県化に向かって進んでいく中で、また検討を進めていきたいと考えているところ

でございます。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） 都道府県化に向かうに当たっても、やっぱり、いずれにしても国保

税が重い負担だということは変わらないわけです。時間の関係がありますからちょっとだけ

言いますと、例えば、同じこういう医療保険という形でやっていても、いわゆるこの保険料

を収入で割ってそれの比較を見ると、いろんな保険ありますけれども、例えば国保は9.7％

なんですよ。それから協会健保、一般のサラリーマンの方々で言えば収入に対して8.4％な

んです。皆様方のような組合健保で言えば5.3％の負担なんです、これだけ違うんです。 

  だから、その重さというのはあるんですけれども、そこは考えてほしいんですが、そこで

税を引き下げられないかという問題ですが、今の行われている支援金、国で出している

1,700ずつのこの支援の問題。例えばこの中で、子どもの被保険者が多い自治体にというの

があります。これは自治体というふうに言っていますけれども、いわゆる今の子育て支援と

あわせて、子育てを支援するという立場で被保険者の負担を減らそう、こういうようなこと

が行われているんだと思うんですよ。こういう点でどう考えておるのかというのが１つ。 
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  それから、あわせて３つ目にお伺いしておりました、この資産割、均等割の見直しの問題

で、資産割という問題についてどう考えているか、改めて伺っておきたいと思います。 

  資産割というのは、今度の、今の仮算定では除外されておるというふうになっておるとい

う答弁ありました。当然だと思うんですね。固定資産の二重取りになっているわけですから

ね、この資産割というのは。固定資産税を払っている、その上に国保でまたこの資産割で国

保料を取るという形ですから、これは当然本町としてもなくすべきだというふうに思うんで

すが、その点についてこの２つ、伺っておきたい。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） まず、保険者支援制度の中での子育ての部分という部分に

つきましては、いろいろとそれを受けるための中では、もちろんそういう部分に対して、努

力しているところに対してという部分がありますので、うちもそういう部分については努力

している部分で適用を受けたいというふうにもちろん考えているところであります。 

  それと、資産割については、基本的には過去いろいろな税の賦課割合がありまして、農業

所得が多いところだと、年度間での所得の増減が高いときに、資産割があるとある程度安定

するという形でとられてきた経過はあるかと思っております。ただ、今回都道府県化になる

中では、北海道どこにいても同じような所得、同じような状態であれば金額は同じような形

になるというのが、まず一つの方向として出ているところでございます。その中で、うちが

資産割を継続するかどうかというところについては、今後の部分で検討しないといけないと

思います。 

  なぜそのようなことを言うかというと、まず、大きな保険料の変更をできるだけ避けたい、

できるのであればなだらかな、いきなり上がったり下がったりがないような形で、最終的な

形のほうに持っていくというのが一つの方法かと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 渋谷副町長。 

○副町長（渋谷昌彦君） 若干補足させていただきますけれども、先ほど言っていた保険者支

援制度、全国で1,700億円でしたか、予算づけされているということだと思うんですけれど

も、そういった中で、高齢者が多い、低所得者が多い、さらにはそういったお子さんの世帯

数が多いというようなところに多く配分されるというようなことでなっているかというふう

に思っています。それは、そういった低所得者等の多い脆弱な保険者であるというようなこ

とから、保険者支援制度ということで町のほうに出てきているというようなことで、そうい
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った保険の会計上の補塡としていただいていると、交付されているというふうに理解をして

いるところでございます。 

  低所得者につきましては、御案内のように７割、５割、２割でしたか、の軽減措置もござ

いますので、そういったものが継続されているというふうに考えているところでございます。 

  それから、資産割につきましては、北海道についてはなくす方向で今考えているようでご

ざいますけれども、本町にはまだその制度がございますので、これを一気に変えていくとい

うことは、相当保険料の変更が伴うことになろうというふうに思ってございます。そういっ

た中では、段階的にその辺の割合を変えていくというようなことも必要だというふうに思っ

てございますし、一定資産を持っている方はそれなりの所得水準にあるだろうというような

ことも含めて考えているもともとの考え方もあろうかと思いますので、そういったところを

今後すり合せながら、できるだけ大きな変更にならないような形での保険料率のあり方につ

いて、検討してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） 国保税が重い負担だということは、ここに私、今、平成27年の決算

審査のときの説明、そちらが出された説明資料なんですけれども、未納者の57％分というの

は応益割部分なんですよというふうに説明があるんですよ。つまり、未納になっているとい

うのは、収入がなくて所得が低いということが、本町の場合こんなに大きいということが明

らかにされているんですよ。だから、そのことをやっぱり考えていかなくてはならないんじ

ゃないかというふうに私は思っているんです。 

  そういう意味で、引き下げと同時に、この４番目に質問しておりました減免制度の問題で

すね。本町として例えば、今多くのところでやられてきているのは、ひとり親世帯だとか子

育て世帯、あるいは障害者のいる世帯、こういうところについても状況によって減免の対象

にするという、そういうふうなことというのは考えてはいませんか。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） 現状のところでは、この減免の部分については今ある法の

部分、そして地方税法の703条の５の規定の、今回１件減免を行っていますけれども、それ

の適用を比としていくというところを考えていました。まだ新設等、独自の部分については、

今の現状ではまだ考えていないところでございます。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 
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〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） 我が町の要項によりますと、自然災害等々となっているんですね。

だけれども、いろんな形で道に出している報告書によりますと、むかわ町の減免対象事由の

中に、災害はもちろんですけれども、収入や失業や収入減、その他の要項というのもあると

いうふうになっているんですけれども、その辺は認識されておるのか。あるいはそういう取

り組みの経過はあるのかとか、伺っておきたい。 

○議長（三倉英規君） 飯田町民生活課主幹。 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 国民健康保険税の減免につきましては、先ほど課長のほう

から答弁ありましたとおり、国民健康保険税条例のほうで規定しておりまして減免している

ところでございます。その中で、災害ですとか失業等によります収入の大幅な減少によって、

ちょっと納めることが一時的にできない方につきましても、対象としているところでござい

ます。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） この問題でもう一つ伺っておきたいと思うんですけれども、先ほど

課長の答弁の中に、この滞納処分の問題で生活保護、いわゆる滞納処分をかけることによっ

て生活が著しく落とし込むような状況は避けると、そのようなときにはしないという条件あ

りました。それは当然のことだというふうに思いますが、あわせてそこで伺っておきたいん

ですが、例えば、我が町として滞納については、給与だとかそういうふうな、いわゆる公的

給付なんかでも差し押さえのことはやっておるようですが、何々やっておるのかということ

とあわせて、児童手当などはどのように考えておられるか、改めてちょっと。 

○議長（三倉英規君） 飯田町民生活課主幹。 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 差し押さえにつきましては、給与、預金、国税等の還付金

等が一応多い項目でございます。児童手当につきましては、直接差し押さえ等は行っており

ません。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） 行うという、そういうものはありませんね、そういう考え方は。い

わゆる児童手当等については、確認しておきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 飯田町民生活課主幹。 



－67－ 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 児童手当を差し押さえるということはしておりません。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） ありがとうございました。なぜこれを聞いたかというと、学校給食

の給食費の問題で児童手当からという話がございましたから、これはちょっと類似するなと

思って改めて伺っておいたところであります。 

  時間が長くなりましたので…… 

○議長（三倉英規君） しばらく休憩いたします。 

  再開は、３時35分にしたいと思います。 

 

休憩 午後 ３時１６分 

 

再開 午後 ３時３５分 

 

○議長（三倉英規君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  北村議員どうぞ。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） 国保問題、時間の関係で省きますが、一つは繰り入れの問題、激変

緩和との関係で繰り入れの問題、課長が答弁されました。繰り入れはできると、これは、道

がこの間の会議の中で明らかにしました。それは市町村自治体の固有の判断でよろしいとい

うことが出されておりますので、これはぜひ町としても使って頑張ってもらいたいというの

が１つであります。 

  それから２つ目には、なかなか重たい国保税が、非常に負担が大変だという問題で、私は

滞納者が増える、26年度、27年度でいえば、本町のいわゆる滞納者に対する処分でいえば、

120万余りの差し押さえがなされているという状況があります。中身を聞きますと、預貯金、

給与とかですから、まあまあという感じはしますけれども、大事なことは、やっぱりこうい

う方々に対しては減免制度の活用だとか福祉制度に乗せるということが大事だということを

指摘して、次に移りたいというふうに思います。 

  最後の問題ですが、カジノの問題、いわゆるＩＲ問題であります。 

  この間、苫小牧市への誘致の動きが非常に大きな問題として出されてきております。この
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隣町として本当に放置できない問題だというふうに思います。こうした事態が依存症を初め、

さまざまな多くの人々を新たな生活苦に陥れるということは、各地の経験でも明らかになっ

ているところであります。本町としてもこれらはやはりうまくないと言うべきでないかとい

うふうに私は思います。苫小牧圏広域という形の中でいろいろな御事情もあると思いますけ

れども、これらの問題については、やはりきちっとした態度を本町としてもとる必要がある

のではないかというふうに思うわけでありますが、見解を伺っておくものであります。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） 質問事項につきましては、カジノという頭出しでございますけれども、

統合型リゾート、ＩＲにつきましては、昨年12月の特定複合観光施設区域の整備の推進に関

する法律、いわゆるＩＲ推進法が施行され、全国各地で誘致活動が行われているかと思いま

す。 

  北海道におきましては、ＩＲが観光振興、地域経済の活性化、雇用の創出などの効果が期

待できる反面、治安悪化、ギャンブル依存症など社会的影響というのも懸念されることから、

道民の理解を深めるために、苫小牧市を初め道内各地でセミナーを開催、本年３月には知事

が直接国に出向いて、カジノを中心とする統合型リゾートの道内誘致への支援を要請してき

ているかと思います。 

  現在、道内におきましては、苫小牧市、釧路市、留寿都村が誘致を表明しております。３

地域合同の北海道ＩＲ推進連携協議会というのが本年１月に発足されております。 

  苫小牧市におきましては、４年前から誘致に名乗りを上げ、本年度から専門部署国際リゾ

ート戦略室というのを庁内に設置し、これまで海外事業者の動向調査、市民向けセミナーの

実施など、実現に向けた準備を本格化させてきているかと捉えております。しかし、こうし

た誘致活動が加速化する一方で、カジノを含む統合型リゾート開発には御指摘のとおり、犯

罪の増加だとか治安の悪化、青少年の健全育成の影響、ギャンブル依存症の増加等々の社会

的影響が懸念されているかと思います。これらの課題対策というのを前提とすべき点は当然

と考えるところであります。 

  本町としましては、カジノの運営方法、そして入場規制を盛り込んだ実施法案というのが

秋口にまとめられることを踏まえまして、制度設計や申請主体、候補地の選定、社会的影響、

こういった対策などの動向をしっかりと注視するとともに、苫小牧市を初めとする道内３地

域の状況の把握、情報の収集に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 
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〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） ＩＲ、いわゆるカジノ法案について今るる、もたらす悪影響等々指

摘をされたわけでありますが、全くそのとおりであります。 

  そこで、情報を収集しながらということなんですけれども、本町は苫小牧広域圏というこ

とで広域的な取り組みをするという状況になっております。しかし、この問題については、

住民の中でも、私は多く反対しているだろうなというふうに思っておりますが、やっぱり受

け入れられないという人たちも多いんだというふうに思っておりますが、これらについては

その広域圏という、そういうものと事業としては一線を外すということが、本町としてはと

るスタンスではないかというふうに思っておりますが、それらを含めてどのように考えてお

られるかということを伺っておきたいというふうに思います。 

  そして２点目には、もしそういう方向で進むとすれば、本町への影響というのはどのよう

に考えておられるか。私は経済的には余りないんじゃないかというふうに思いますし、人々

がいわゆる依存症を初め、そういうことへの不安のほうが非常に大きいんではないかという

ふうに思っておりますが、その辺、改めて伺っておきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） 今、具体的に出されました、苫小牧の総合開発期成会のことを言って

いるのかと思いますし、定住自立圏のこともお話を含めて確認をということでございますけ

れども、ＩＲ、カジノも含めてですけれども、の関係においては、前回苫小牧総合開発期成

会、さらには定住自立圏の総会等々の場においても一切触れられた経緯はございません。ご

相談も受けておりません。その中で、今後に向けてということは、市独自としては私どもタ

ッチできませんので、そこは外しておきますけれども、先ほど答弁で申し上げましたとおり、

実施法というのが１年以内ですか、昨年の、今推進法ですから、これに向けて策定準備が進

められているかと思いますけれども、重ねて申し上げますけれども、この中においての国民

の理解を得られる詳細な制度設計、先ほどの社会的影響も含めてですけれども、ここをしっ

かりと行うべきであるということが基本姿勢でございます。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

〔１１番 北村 修議員 登壇〕 

○１１番（北村 修君） ぜひその方向で頑張っていただきたいというふうに思いますが、や

はり今言われたように定住自立圏等々で、我が地は苫小牧圏という中でいろんな取り組みを

せざるを得ないという状況もあります。しかし、こういう問題については、やはりそういう
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中にあっても本町としては一線をきちっと守るという立場が私は必要だというふうに思いま

す。私は、このカジノを含むこういうものについては、やはりこの地域には要らないという

立場を鮮明にしていただければというふうに思いながら、そのことをお願いをして一般質問

を終わるものです。 

  以上であります。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 津 川   篤 議員 

○議長（三倉英規君） 次に、10番、津川 篤議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 第２回定例会に当たりまして、通告に基づきまして一般質問をさせ

ていただきたいと思いますが、まず学校給食の延期の対応についてでありますが、ここで４

点ほど出しておりますが、それに付随した意見もこれから出していこうとは思っております

が、まず一番初めに、この延期になったという状況の中でなぜ、長谷川教育長の名前でこの

延期が保護者に出ているわけですよ。これは保護者に出すということは、延期の通知を出す

んであれば、やはり保護者説明会をまず一番先にやらなきゃいけない仕事でなかったかとい

うふうに考えているんですが、その点についてはどういうふうなお考えを持っておるのか。 

  それから、器材器具の購入に当たって不備があったとか、いろんな後づけで問題が出して

こられておりますが、こういったことがまさしく現実としてあったのかどうなのか、それら

についてもお伺いをしておきます。 

  それから、これを再開をするという日にちを６月30日に設定した、この思惑は何なのか。

これらについてもお伺いをしておきたいと思います。 

  さらに、町長並びに教育長の基本的な考え、この学校給食に対する基本的な考え、あるい

は、今日までいろいろと取り沙汰されている執行者としての責任はどのように考えておられ

るのか。先ほど町長並びに教育長の発言では、安心・安全な食を供給するためにというふう

なお答えを出しておりました。これは当たり前のことなんです。当たり前のことを責任とい

うふうに捉えるのはいかがなものかというふうに思いますので、まずこの４点について、ま

ず教育長から答弁をお願いします。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 第１点目の保護者説明会の開催についてでありますが、延期の決

定が当初開始予定の６月１日間近であり、取り急ぎの延期通知となってしまったこと、その
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時点で一番求められるであろう開始予定については見通しが立っておらず、後日説明会を開

催させていただく内容でのお知らせとなっておりました。その後、６月３日に見通しが立ち、

６日の校長会での内容を説明し、御意見をいただいてからの保護者説明会というスケジュー

ルとさせていただきましたので、ご理解を賜りたいと思います。 

  次に、２点目の器材器具の購入対応についてでございますが、不足している器材器具のリ

ストを作成し、内容確認を行い、まず給食開始に向けて必要なものについては現行予算内で

の対応とし、給食開始後にも必要と見込まれるものについては今回補正予算として要求させ

ていただきました。 

  次に、３点目の６月30日に定めた理由についてですが、開始日の延期を協議する段階から

日程調整を行っておりました。不足しているものの調達見込みが立ったこと、そして、献立

表等の作成見込みも整い、事業者と協議を行い、６月30日に決めさせていただいたものでご

ざいますので、ご理解をいただきたいと思います。 

  次に、４点目の教育長としての基本的な考え方についてですが、先ほども教育行政報告で

重なる部分もあるかと思いますが、学校給食の実施は、むかわ町にとりまして長年の課題で

もあり、やっと保護者の皆様の念願がかない実施にこぎつけた重要案件でございました。少

子化が著しく、子どもが健やかにたくましく育つ環境づくりを目指しているむかわ町、そし

て、むかわ町教育委員会として、学校給食は子育て支援としても大きな柱と考えておりまし

た。町民の皆様の御期待に沿えなかったことに対し、この場をお借りしてお詫びを申し上げ

ます。 

  今後におきましては、今回の反省を踏まえ、組織体制を整え、６月30日の給食開始に向け、

目指すところの安全・安心でおいしい給食が提供できるよう、私はもちろん、教育委員会職

員が一丸となって、学校栄養教諭や受託事業者、学校現場、児童生徒、そして保護者の皆様

とより一層の連携を進めてまいることをお誓いいたします。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 最後に町長にお聞きしたいことまだたくさんありますから、まず、

教育委員会の立場で、今年の３月の定例会、教育長覚えていると思いますが、教育長、こう

いう行政報告を出しているんですよね。これあなたの言葉で書かれているんです。そうする

と、この給食元年にするという強い意欲を持ってこの給食に取り組んできたはずなのに、な
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ぜこれを原課だけで取り組んで、教育長が、これを先頭に立ってむしろ引っ張っていくぐら

いのものがなかったというのは、このことに関しては教育長としてなぜ原課と原課にだけ丸

投げしていたのか、その間、例えばここまで月に１回の受託業者との打ち合わせ会議、これ

３回やっております。教育長出ていないんですよね。全部原課に任せているんです。自分が

給食元年にするんだという意欲はあるんだから、やはり自分がみずから出ていって、そこを

引っ張っていくリーダーシップというのは教育長には求められるんじゃないですか。それを

原課にだけ丸投げしていたというのは、教育長どういうことだったんですか。それだけ職員

を信頼していたということですか。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 今、議員指摘のとおり、教育行政執行方針で私も、待ちに待った

学校給食もいよいよ６月から提供することにいたしましたという文面を書かせていただきま

した。また、学校給食元年として安全・安心、おいしい給食を提供し、課題のある子どもた

ちの基礎学力と基礎体力の向上にも波及効果があるものと考えており、さらには食育を通じ

て地域を見直す機会ともいたしていきたいと考えております。 

  それで、今御指摘のあったとおり、原課に丸投げしたんじゃないかという話でありますが、

そういったつもりは毛頭ございません。確かに信頼関係ありますし、そういった部分では当

然、何か問題があれば私のところにお伺いを立ててくるものだと私も思っておりますし、も

しそういうことがあれば私はすぐ飛んでいくタイプでありますので、すぐ飛んでいったと思

います。そういうことがなかったので、私も安心して、やはりこの言葉のとおりできるもの

と確信をしておりました。その時点では。そういったことであります。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 教育長ね、職員を信頼していると。そのあたりは誰しも長になるも

のは信頼を失って物事が進むなんていうことは、私は考えておりません。しかしながら、や

はり教育長就任して、この事業というのはいかに大きな事業かと、前代未聞、例のない、こ

の小さな町で同時に２カ所給食センターがオープンするというのは前例がないことなんです。

それだけ厳しい事業でもあるわけ。それをやはり先頭に立てなかったという、今教育長の話、

言葉をかりますと、そういう問題があったら私は飛んでいきますよ。飛んでいかなくたって

隣の部屋にいるんだから行けるわけです。そしたら原課に、例えば３月31日に工事が終わっ
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ています。４月、５月、この２カ月あるんですよ。だから教育長が言う安心・安全な食のた

めに２カ月を要してもまだできなかったと、その根拠は何だったんですか。その確認という

ものをきちっとチェック機能としてやっていなかったということにならないですか。せっか

く６月１日には子どもさんたちはできるというふうな夢と希望を持っているのが、一番教育

の現場に携わる教育委員会が踏みにじるようなことをやっていいんですか。私はこれは違う

と思います。やはり子どもに夢を希望を持ちながら教育の推進をやるんであれば、やはり何

としてでも６月１日にやれるような体制をとっていくべきだと。だから４月の段階でそうい

うものが原課に、例えば、原課に対してどうなっているんだと、その確認作業をやっていけ

ば、そういった問題点というのは発見できたんじゃないですか。そういうことをしなかった

ためにこういう大きな問題になって、24日に決定をしたと、これは教育委員会がこの24日の

日は決定をして、25日に文章を出したということで、行政側は入っていないで、教育委員会

だけの判断でそういうふうなものを出したという捉え方でよろしいですか。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） ただいま御指摘のあったとおり、４月までは私も各種定期総会等

に呼ばれまして、その都度挨拶をさせていただきました。当然ながら６月１日学校給食は当

然できるものだと思っておりますし、そういった挨拶をさせていただきました。５月に入っ

てから、ちょうどゴールデンウイーク明けごろからです。物品の品物が足りないと聞くと、

そういった話が聞こえてきまして、そういった部分で私も飛んでいきました。そういったこ

とが５月に集中したことが実際に事実であります。４月までは本当の部分でそういった形で

はありませんでしたので、順調に推移しているものと確信をしておりました。 

  それと24日の件についてでありますが、当然、町長部局、そして教育委員会と相談しなが

ら決めさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 町長部局と相談をして延期をせざるを得ないというふうな判断にな

ったんだろうと、私は、むしろ延期になったほうがよかったと、このままいったんでは、

後々に大きな問題が生じたときに、今は延期で済むんですけれども、始まったら延期はきか

ないんですよ。とり直しはできないんですよ。だから、それを詰めるためにこうなったとい

うんだったら、それは理解します。 
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  ただ、教育長に聞きたいのは、この長谷川教育長の名前で私ども議員さん、それから父兄

の皆さんにこれ出していますよね。出しているんであれば、やはり一番先には保護者でしょ

う。保護者にこういう事態で延期をせざるを得ないという状況が、これ25日ですよこれ、日

付見ると25日に来ているんですよ。そうしたら26日の日でも遅くはないんです。保護者説明

会をやるんであれば。そこをしないということは、先ほど長谷川教育長は再開のめどが立っ

ていない。初めずっこけているものが再開のめどなんかありますか。スタートしていないん

ですよ。スタートしてないのが再開でないですよ。検討しているんですよまだ。そういうも

のをまず一番先に保護者に教育長の名前で出すのであれば、保護者の皆さんに集まっていた

だいて、やはり現況はこうなっていますという説明を一番先にしなきゃならないんですか。

そうすると保護者の皆さんは、子どもさんに聞かれたときにこういう事情ですよと説明でき

るわけでしょう。この文章からしてお母さん方これ説明できますか。できないですよ。これ

は全く行政の上から目線なんです。 

  そして12日、13日、保護者説明会やります。その文章を見ました。産業会館でやります。

穂別支所でやります。自分の過ちを役場まで出てこいと、それは上から目線じゃないですか。

むしろ学校側で保護者説明会をやるというのが基本じゃないですか。それを役場に呼びつけ

るというのはどういう意味なんですかこれ。だから穂別では12人しか集まらない。むかわで

は17人しか集まらない。もっと関心があるはずなんですよ学校給食は。それなのにもかかわ

らず、それだけが集まれない、それは行政が俺のところに来いというふうな呼びつけですよ、

教育長。なぜ自分らが学校に行かないんですか。自分たちの過ちは過ちとして認めなきゃい

けないわけ。これは行政の過ちなんですから。 

  そして、さらに言わせていただくと、器材器具が足りない、何が足りないということにな

ると、これは受託業者の日総さんが何らかの意図的にそういうものをやったのか、そういう

思いというのは今教育長として、今になって器材器具が足りません。この後、明日になった

ら補正予算を組みますよ。もちろん補正予算の中でも問題にはなると思います。今のこの時

期になって器材器具が足りないということは、教育長ね、子どもの数が100人も増えるんで

すか。増えないでしょう。現況の人間だけが利用しないんですよ。それが器材器具が足りな

くなったと、そんな話が当面通ると思いますか。私は、これは初めから受託業者と教育委員

会のコンセンサスがきちっととれていないと、そこに問題があるというふうに思うんですが、

教育長どうですかそれ。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 
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○教育長（長谷川孝雄君） まず、日総さんの器材器具が足りなかった件でありますが、当然、

器材器具につきましては準備は進めておりました。しかし、絶対量が足りなかったというこ

とです。 

  １つ例として挙げますと、例えば包丁が４種類あります。当然５丁ずつ買ったら20丁です。

しかしながら、調理員の数と同じだけの包丁をやっぱり用意しなきゃならなかったことにつ

いて、後で気がつきました、そういった部分では。例えば調理員が７名いると、７掛ける、

七四、二十八です。結局、例えばＯ－157ウイルス等の食中毒が発生したときには、その調

理員の使っていた器材等はすぐ撤去するそうです。そういった部分では、全員ナンバー入り

でその数を揃えなきゃならなかった、それはザルでもそうですし、細かいことを言えば本当

にたくさん実はありました。そういった部分の、今議員の指摘あったとおり、連携調整が実

はやっぱり足りなかったんだろうということになります。しかし、実際ながらそういった部

分が５月に入りまして発覚しました。ですので、そのほかにもスタットカートとかいろんな

部分で絶対量が、自分たちが想定していた数よりも実際に足りなかったと。そして、特別注

文品が多くてすぐに納入にはならないと、２週間か３週間かかるものも実際ありました。 

  そういった部分では、そういったことの原因究明ですとか、次の提供日の日程も決められ

ない中で説明会を開催することは、逆に保護者の方々に不安や御迷惑をかけることにつなが

りますので、ここは私たちが慎重に考えながら、今回６月３日の見通しが立った後に、校長

会、そして学校給食運営委員会、それらを経て、６月12、13日に穂別地区、鵡川地区両地区

で開催させていただきました。 

  それで、決して私たちは上から目線で保護者と対応しているつもりは全然ありませんでし

た。全部で６校の学校がありますので、小・中、全てを回って歩く時間が惜しいのであえて

両地区１カ所ずつとさせていただきました。そういった形で何とか保護者の皆さん方に伝わ

るように考えまして、最善の策と思ってやっておりました。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 教育長、そうは言うものの、例えば数が不足して、日総という会社

は、初めてやる会社じゃないんです。全道的にやっている会社なんです。そうすると、例え

ば300食、400食、これだけのものが要るとすれば、器材器具はどの程度足りないかというの

は、その受託業者のほうがわかっているわけですよ。例えば教育委員会の職員、私も議員で
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すから、いろいろ聞かされてもなかなか素人ですから、初めてのことですからわからない。

総務委員会でやってもわからないんですよ、逆に言うと。だけれども、やはり１カ月に１回

ずつ打ち合わせ会議をやっているわけですよ。したら、ずっとやっているにもかかわらず足

りなくなるというのは、その打ち合わせ会議そのもので何を話していたんだと、雑談してい

たわけではないでしょう。やはり子どもに６月１日に何とか給食を食べさせてあげたいとい

うのが教育委員会の思いでしょう。その思いが、やはり受託業者とは言いませんけれども、

やはりどこかの部分で、目に見えないところで前に進まなかったと、それでこういう結果に

なりましたよというふうなことですが、私は教育委員長に、やはりこれだけのものをやるん

であれば、先ほど４番議員の質問の中でもいろいろ出てたけれども、町長並びに教育長は同

時発言しているんです。延期になって、今後においては安心・安全な食を提供したいと。そ

れは何も６月30日でなくてもその前に６月１日であっても、その思いで進めていたと思うん

ですよ。教育委員会も行政側も。であるならば、やはりそこは原点に返って、やはり子ども

たちにこういう間違いを二度と起こさないようなことをきちっとしていかないと、一つ一つ

検証していかないと、今後において、今教育長ね、一度つまずいたら二度あるんです。二度

あったとき誰責任とりますそれ。そういう懸念すら町民から出ているんですよ。保護者から。

だから６月30日に、ここに一般質問の中でも言っておりますけれども、６月30日、これの日

にち限定したのは、これは行政側のただ配慮でないの。６月１日にできないから６月30日な

ら、同じ６月だから許されるんでないの。町民の皆さんはそこまで疑ってかかるわけです。

行政側はそうでない。一生懸命やって努力した結果が６月30日にはやれますよと言っても、

一度つまずいたらなかなかその言葉というのは響かないんですよ。 

  だから、こういうことにならないように、やはり保護者説明会についても、教育長は穂別

のほうにも出向いていたようでありますから、その中で穂別、一番多く出ていた意見は30日

で大丈夫なのかと、そういう意見出ていたはずですが。それだけ保護者のほうが逆に心配し

ているんです。行政側のことを。これはありがたいことですよ。行政のやっていることに対

して保護者のほうが先に心配してくれると、こんなことあり得ないですよ。だけれども、そ

の言葉に甘えて今後こういう問題を起こすようなことがあっては、私はならないというふう

に思うんですが、教育長についても、今の段階で６月30日、これは行政の都合で決めた日に

ちじゃないですよね。というのは、なぜかというと金曜日なんです。30日は。そうすると７

月１日、２日、土日です。むしろ再開するんなら７月３日でもいいんでないかというのが穂

別で意見として出ていたでしょう。教育長聞いていると思うんですが、ここにきて拙速にや
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る必要はないんじゃないの。そういうふうな発言があったと思うんですが、どうですか、教

育長。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 今指摘ありました穂別地区の保護者説明会でありますが、確かに

保護者のほうからは不安を感じていると。延期につきましては、特段それに対しての質問は

ありませんでした。それで、今具体的な７月３日のほうがいいんじゃないのかという話につ

いては、ちょっと私は覚えておりませんが、６月でなくても７月でもよろしいんじゃないか

という話はされていたように記憶しております。 

  私たちが６月30日ありきではなかったのかという御指摘でありますが、私たち教育委員会

といたしましては、一日でも早くという思いから、実は６月26日と考えておりました。４週

間のトレーニング期間をぎりぎりでとれるんじゃないかということで、実は、受託事業者と

検討もしたこともあります。しかしながら、やっぱり物品が相当数揃わない分もありますの

で、代用品できく部分ときかない部分とやはりありますので、そこは先ほど議員のほうから

も御指摘ありましたとおり、提供が始まってから給食センターをとめるわけにはいきません

ので、そこは本当の部分で安全な部分を選択させてもらいまして、今回の６月30日という運

びになったのは事実であります。そういったことで他意も何もありませんので、よろしくお

願いします。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 教育長、そうしたら26日にオープンできるぐらいまではもう地なら

しは終わっているんですね。そうすると、もう30日にオープンしても問題はないですね。な

いですね。問題あったときに誰責任とるんですか。誰がどのように責任をとるんですか。問

題を起こしたときに。今は問題ない、まだ給食始めてないんですよ。始めてないから言葉で

は問題ないとは言えますよ。もし、このことが２度、３度同じようなことがあると、やはり

それは教育委員会のみならず、やはり執行者に対してのやはりそういう批判というのは出て

くるだろうと、だから私はここで確認をしているのは、そういうことはないですよねと言っ

たんです。ないですよね。 

○議長（三倉英規君） 長谷川教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 何回も念を押されていてちょっと戸惑うんですが、６月26日テス

トラン、そして６月30日に給食提供開始で私たちも動いておりますし、そういった部分では、
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今のところは変更する予定はありません。よっぽど何か大きな災害でもあれば別なことであ

りますが、そういった部分で今進めております。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） そこでですね、教育委員会の見解は大体わかりました。町長にちょ

っとお聞きしたいのは、町長の３月の定例会ですね、この町長の施政方針の中に、12ページ

に大きく、学校給食は６月から安全でおいしい学校給食を開始しますと言っているんですよ

ね。だからこの段階では町長は６月１日に、３月の段階ですよ、できるというふうに判断し

てたという感覚でよろしいですか。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） まず、これ一問一答のやり取りでございますので、最初に津川議員の

ほうから議長を通して、一般質問の中において、私のは後でしてくれということでございま

すから、質問要旨にのっとりながらまず前段の答弁をさせていただいて、そのやりとりも含

めた中で今の答弁に結びつけていければいいなと思っていますので、御理解をいただきたい

と思います。 

  基本的な考え方について、先ほど１番議員、４番議員とも重なりますけれども、その辺は

御容赦を願いたいかと思います。 

  まず初めに、このたびの一連の事件につきましては、諸事業が重なり、結果的に準備環境

が整わず、学校給食が延期となってしまったことにつきましては、議会冒頭での行政報告で

お詫びを申し上げたとおりでございます。学校給食センターの設置者でございます町長とし

て、並びに学校給食の運営主体となる町、教育委員会の責務といたしまして、安全・安心な

給食を遅滞することなく提供し続けることが重要であると反省するところでございます。幸

いにも児童生徒、保護者の方々、学校現場に大きな混乱なく御理解をいただき、対処をいた

だいておりますことに感謝を申し上げるものでございます。 

  これらの経緯というのをかみしめ、子どもたちの安全・安心な学校給食というのを改めて

最優先としながら、体制強化を図り、町長部局、教育委員会が組織が一丸となって、６月30

日の開始に向け準備を行い、おいしい給食の開始に臨むことが私の責任と考えているところ

でもございます。御理解をよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 
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○１０番（津川 篤君） 町長ね、安心・安全というのは食でですね、それはごく当たり前の

ことなんですよ。これは安心して提供できなかったら、それは提供する必要性ないんです。

だからそれは基本理念に持ちながら今日まで来たと思うんです。私は。 

  それで、先ほどこれから運営に当たっての質問の中で、答弁でセンター長を務める方が兼

職でやられると。これは町長として考え方は、今までの兼職でやれるんだというふうな思い

というのはあるのかどうなのか。それもやはり軌道に乗るまでの半年間だとか、そういうも

のは、やはり責任者としてそこに常駐するぐらいのものがなかったら、こんな片手間で、役

所の片手間でできるような仕事ではないんですよこれ。この点について町長として、先ほど

の答弁の中からすると、室長と、それから課長が兼職をすると、そういうようなものでこの

事態を乗り切っていけるというふうにお考えなのかどうなのか、お伺いをしておきます。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） 再度、先ほどの学校給食関係の答弁等を繰り返すことになるかと思い

ますが、今回の責任所在ということも含めて、そのあり方について所在を明確にするという

ことは、今回給食開始への、これは明らかに準備不足だったということは反省しなければな

りません。その延期の措置に対しての事故の未然防止として、徹底した原因究明と体制強化

も含めた改善策というんでしょうか、そこはこれからも努めていきたいと考えております。

兼職の関係につきましては別にしながら、先ほど申し上げましたように開始後ではなくて、

開始前、例えば来週でございますけれども、来週早々から、開始前から今ある学校給食の体

制について、できる範囲の中で状況等も、増員等も含めながら、これからに向けての安全・

安心、先ほど津川議員のほうからも改めて申しいただいておりますけれども、これは基本理

念であり、ずっと押し通していかなければならないことと私も思っておりますので、ここは

大事にしていきたいと思いますので、御理解を願いたいと思います。 

  あわせて繰り返しますけれども、教育委員会内部の評価とともに、これも先ほど言いまし

た極力できる範囲の段階で、体制整備とともに関係する所管課、さらにはグループ内の役割

分担、そして関係する部署、そして受託事業者との連絡連携というのも、もう少しスムーズ

な形でできるよう、私のほうからも指示をしていきたいと思います。あわせて、管理監督を

する管理職に向けても、マネジメント会議というのをさらに充実強化をしていきたいと考え

ているところでございます。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 



－80－ 

○１０番（津川 篤君） いろんな行政の中身ですから、いろんな方法だとかやり方というの

はあるんだろうというふうに思います。しかしながら、この学校給食については、特に新し

い事業ということで、本当に常駐しないででも対応できるという、そういうようなものでは

ないような気がするんですが。 

  いま一度、町長、それで今の答弁では、そういうものも検討しながら進めていくと。私、

検討という言葉好きでないんですよ。検討というのはやらないということですから、そうじ

ゃなくて、やっぱり町長として、執行者として、やはりこういう、例えば２地区にある部分

については誰かが責任を持ってきちっとやっていくという方策というのは、立てる必要性が

あるんでないかというふうに思いますので、いま一度ちょっとお願いします。 

○議長（三倉英規君） 竹中町長。 

○町長（竹中喜之君） 開始前にできる体制の充実強化、これは検討ではなくて実際に行って

いきたいと思っています。開始後におきましても、そういった意味での、兼職云々は別にし

ましても、強化に向けた整備、これも図っていきたいと考えておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 教育長並びに町長にお願いをしておきたいんですが、今回について、

私も平成27年から委員会を預かっていて、こういう問題に対応してきたつもりなんです。し

かしながら、結果的にはこういう残念な結果になってきたということで、いろいろ議員の皆

さんからは委員長悪いからだというふうな言葉まで出てくるような始末ですから、私は、い

ずれにしても皆さんを信じてここまで来ているというふうな思いですので、今後において、

こういう問題が生じて責任をとらなきゃならないというときには、決して原課に振ることな

く、やはり最高責任者である者がしっかりと責任をとっていくということで確認をしておい

て、教育長よろしいですか。 

○議長（三倉英規君） 教育長。 

○教育長（長谷川孝雄君） 今御指摘のありましたとおり、職員に責任を押しつけるつもりは

毛頭ありません。当然、監督管理責任は私にありますし、そういったことを常に肝に銘じな

がら進めてまいります。よろしくお願いします。 

○議長（三倉英規君） 津川議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 
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○１０番（津川 篤君） いずれにしても、子どもたちは非常に楽しみにしているということ

だけは間違いありません。それで行政ももう少し胸を張ってどんどん引っ張っていくような

学校給食をやっていただきたい。そういう思いで一般質問を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（三倉英規君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会したいと思います。 

  なお、あすの開会時間は午後１時とさせていただきます。 

  御苦労さまでした。 

散会 午後 ４時２４分 
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──────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（三倉英規君） 御苦労さまでございます。 

  ただいまの出席議員数は13名でございます。定足数に達しておりますので、ただいまより、

直ちに本日の会議を開きます。 

開議 午後 １時００分 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（三倉英規君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりでございます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎報告第１号の上程、説明、質疑 

○議長（三倉英規君） 日程第１、報告第１号 平成28年度むかわ町一般会計繰越明許費繰越

計算書報告の件を議題といたします。 

  本件について報告を求めます。 

  酒巻総務企画課主幹。 

〔酒巻宏臣総務企画課主幹 登壇〕 

○総務企画課主幹（酒巻宏臣君） 報告第１号 平成28年度むかわ町一般会計繰越明許費繰越

計算書報告の件につきまして御説明いたします。 

  議案書１ページをお開きください。 

  本件は、平成28年度一般会計歳出予算の経費から、その一部を平成29年度に繰り越しを行

いましたことから、地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき報告するものでござい

ます。 

  ２ページをお開きください。 

  こちらの繰越明許費繰越計算書でございますが、２款総務費の個人番号カード交付事業に

つきましては、平成27年度から交付事務を開始しておりますが、平成29年度においても継続

して交付事務を行うため、69万7,000円を繰り越すものでございます。繰越財源につきまし

ては、全額国庫補助金となっております。 

  ３款民生費の臨時福祉給付金支給事業につきましては、国の平成28年度２次補正において、

経済政策として、平成28年度住民税非課税の方を対象に１人当たり１万5,000円の臨時的な

給付が措置され、本年２月から給付事務を開始しておりましたが、平成29年度に支給予定の
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額とそれに係る事務経費を合わせまして1,002万9,000円を繰り越すものでございます。 

  ５款農林水産業費、１項農業費の農作業道整備事業につきましては、鵡川川東地区の農作

業道を整備のため5,280万円を繰り越すもので、繰越財源は同補助金2,904万円と町債2,350

万、残りは一般財源でございます。 

  また、農村地域防災減災事業につきましては、道営事業の稲里地区農道橋２橋の耐震補強

に係る町の負担金として、道営事業田浦地区用水路改修に係る町の負担金を合わせまして

1,066万3,000円を繰り越すものでございます。繰越財源は、同補助金113万9,000円と町債

830万円で、残りは一般財源でございます。 

  ３ページにお進みいただき、２項林業費の林業専用道整備事業につきましては、安住飛ヶ

谷線の開設工事のため2,350万円を繰り越すものでございますが、繰越財源は同補助金2,299

万3,000円、残りを一般財源としております。 

  ７款土木費の町営住宅長寿命化事業につきましては、若草団地の６棟分に係る屋根の長寿

命化工事のため2,446万2,000円を繰り越すもので、財源につきましては国庫補助金1,110万

円及び一般財源となってございます。 

  ９款教育費では、学校教育施設外構工事と学校給食配送車購入事業で、それぞれ4,063万

8,000円、1,344万3,000円を繰り越しし、それらの財源は全額一般財源となっております。 

  13款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費につきましては、道路橋りょう災害復旧事

業と河川災害復旧事業合わせまして１億8,220万円を繰り越ししてございますが、繰越財源

は国庫負担金１億3,888万9,000円と町債3,230万円、残りは一般財源でございます。 

  ２項農林水産業施設災害復旧費につきましては、林業災害復旧事業と農業施設災害復旧事

業合わせまして8,405万6,000円の繰り越しでございます。繰越財源は国庫負担金5,664万

8,000円と町債490万円、残りは一般財源でございます。 

  以上で、報告第１号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（三倉英規君） 報告が終わりました。 

  これから報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ４番、大松議員。 

○４番（大松紀美子君） ２ページの総務管理費の個人番号カード交付事業ということで、全

額が繰り越されていると。27年から交付事業が始まっているということなんですが、これま

での交付件数等わかりましたらお伺いします。 
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  それから、３ページの小学校費の学校給食配送車購入事業なんですが、ほとんどの金額が

繰り越しということで、これはどういう事情でこうなっているのか、２点について伺います。 

○議長（三倉英規君） 髙田総務企画課長。 

○総務企画課長（髙田純市君） まず、最初の個人番号カードの交付枚数の件につきましては、

手持ちの資料がございませんので、今すぐお答えできないことをお詫び申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 酒巻総務企画課主幹。 

○総務企画課主幹（酒巻宏臣君） 給食輸送車の繰り越しの件につきましては、12月だったか

と思います。昨年の12月の定例会の際に、車の艤装等に、架装、つまり装備等の部分に納期

まで相当の時間を要するということを御報告申し上げまして、それで繰り越しの設定をその

際にさせていただいております。発注は28年度中に実は行っておりますけれども、納期のそ

の艤装に所要の時間がかかるということで、年度を越えるということでございまして、繰り

越しの設定をその際にさせていただいて、今回その報告、実際の繰越額の報告をさせていた

だいたという内容になってございます。 

○議長（三倉英規君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これで、報告第１号 平成28年度むかわ町一般会計繰越明許費繰越計算書報告の件は報告

済みといたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎承認第１号から承認第２号の一括上程、説明、質疑、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第２、承認第１号 専決処分につき承認を求める件（平成28年度

むかわ町一般会計補正予算（第９号））から日程第３、承認第２号 専決処分につき承認を

求める件（平成28年度むかわ町国民健康保険特別会計補正予算（第４号））までの２件を一

括議題といたします。 

  承認第１号から承認第２号までの２件について提案理由の説明を求めます。 

  酒巻総務企画課主幹。 

〔酒巻宏臣総務企画課主幹 登壇〕 

○総務企画課主幹（酒巻宏臣君） 承認第１号から承認第２号の専決処分報告につき承認を求
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める件について、一括して御説明申し上げます。 

  議案書の５ページをお開きください。 

  承認第１号につきましては、平成28年度むかわ町一般会計補正予算（第９号）でございま

して、歳入では譲与税並びに地方交付税等がそれぞれ確定したこと、歳出では特別会計への

繰り出しに係る所要の補正等を、平成29年３月31日付で専決処分を行いましたので、地方自

治法第179条第３項の規定に基づき報告し、承認を求めるものでございます。 

  内容につきましては、議案書の６ページをお開きください。 

  第１条でございますが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,641万2,000円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ106億2,042万7,000円とするものでござ

います。説明の都合上、別冊配付してございます平成28年度むかわ町一般会計補正予算（第

９号）に関する説明書により御説明申し上げます。 

  ２ページの歳入より御説明申し上げます。 

  １款町税につきましては、町民税及び固定資産税が３月末の調定の状況からそれぞれ増額

し、たばこ税は、収入額の確定により減額し、町税全体として431万5,000円を追加するもの

でございます。 

  ２款地方譲与税の122万5,000円の減額から４ページの11款交通安全対策特別交付金の８万

3,000円の減額までにつきましては、交付額の確定によりましてそれぞれ追加または減額の

補正を行うものでございます。 

  このうち、10款地方交付税の3,085万6,000円の追加につきましては、特別地方交付税の確

定に伴う増額でございまして、３月交付額が見込みを上回り、最終確定額は４億8,085万

6,000円となったところでございます。 

  15款道支出金950万円の追加につきましては、恐竜化石発掘関係に係る地域づくり総合交

付金が手当てされたことによるものでございます。 

  ４ページから５ページにまたがり、16款財産収入の192万4,000円の追加につきましては、

移住・定住促進の一環として分譲しております豊城四季の里の１区画の売却がされましたこ

とから、所要の額を増額するものでございます。 

  17款寄附金につきましては、ふるさと納税の確定により寄附金全体として13万円を減額す

るものでございます。なお、平成28年度にいただいたふるさと納税は、総額3,006万円とな

ったところでございます。 

  18款の繰入金につきましては、充当対象事業費の確定や全体的収入の状況から財源確保の
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見通しが立ちましたことから、それぞれ減額するものでございます。 

  教育施設整備基金繰入金につきましては、鵡川中央小学校改築に係る事業費の確定と特別

交付税等の確定により財源確保ができましたことから、今後の学校教育施設整備に向けた基

金保有額の確保の趣旨から、基金の取り崩しを3,000万円圧縮するものでございます。 

  生涯学習推進基金の627万8,000円の減額につきましては、充当先の事業費の確定による減

額でございます。 

  20款諸収入の128万8,000円の追加につきましては、長寿健康増進事業費特別対策事業補助

金の確定により増額するものでございます。 

  ６ページの歳出に移らせていただきます。 

  ６ページから７ページの２款総務費992万3,000円の減額につきましては、それぞれ事業実

績に基づく整理でございます。 

  ８ページにお進みいただき、３款民生費の国民健康保険特別会計繰出金直診勘定の910万

円の追加につきましては、穂別診療所の診療収入が減少しましたことから一般会計から繰り

出しを増額するものでございます。 

  ６款商工費の440万8,000円の減額につきましては、起業力耕上促進事業及び産業会館管理

運営事務のそれぞれの事業実績に基づく整理でございます。 

  ８ページ下段から９ページにかけましての９款教育費のうち、２項小学校費の小学校建設

事業につきましては、事業実績に基づき490万3,000円を減額するとともに、特別交付税等の

確定に伴いまして財源が確保できましたことから、歳入での御説明をさせていただいたとお

り、教育施設整備基金の取り崩しの減額による財源の変更でございます。 

  ４項社会教育費のうち、生涯学習推進基金活用事業につきましては、事業費確定に基づき

627万8,000円を減額するものでございます。博物館費につきましては、地域づくり総合交付

金の追加に伴う財源の変更でございます。 

  以上で、承認第１号の説明を終わらせていただきます。 

  続きまして、承認第２号について御説明申し上げます。 

  議案書の11ページをお開き願います。 

  承認第２号につきましては、平成28年度むかわ町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）、直診勘定補正予算（第２号）でございます。 

  こちらは、診療収入の確定により収入内訳の変更について、平成29年３月31日付で専決処

分を行いましたので、地方自治法第179条第３項の規定に基づき報告し、承認を求めるもの
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でございます。 

  内容につきましては、議案書の12ページをお開きください。 

  第１条でございますが、既定の歳入予算の款、項の区分及び総額を、議案書13ページの第

１表直診勘定歳入歳出予算補正のとおりとするものでございます。 

  説明の都合上、別冊配付してございます平成28年度むかわ町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）、直診勘定補正予算（第２号）に関する説明書により御説明申し上げます。 

  ２ページの歳入、１款につきましては、診療収入のうち入院収入で800万円、外来収入で

110万円とそれぞれ減額となり、一般会計からの繰出金を910万円増額し、収支のバランスを

図るものでございます。 

  以上で、承認第１号から第２号まで一括して御説明申し上げました。 

  よろしく御審議、御承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑の順序は議案番号順といたします。各会計とも質疑されるときは、ページ数及び款、

項、目、節または事業番号を指示の上、質疑願います。 

  初めに、承認第１号 平成28年度むかわ町一般会計補正予算（第９号）に関する説明書、

別冊事項別明細書１ページから９ページまでの１総括、２歳入、３歳出全般についてと議案

書つづり５ページから９ページ予算総則第１表歳入歳出予算補正までの全般について、質疑

ありませんか。 

  北村議員。 

○１１番（北村 修君） ちょっと大まかに質問しますが、まず１つは、今の3,000万は特別

交付税の確定というふうに、一般交付税かと思ったら特別交付税だということなんで、特別

交付税は、全体として総額、これが最後でこれだけということなのかどうかをお知らせ願い

たいというのが１つです。 

  それから、２つ目に地方交付税ですが、今の既定額は46億ですが、28年度当初の予算見込

みでは、たしか42億数千万だったというふうに記憶しているんですが、その交付税がかなり

大きく伸びたような形になるわけですが、その要因についてちょっと伺っておきたいという

ふうに思うんです。それは、合併後という10年過ぎて、その内容が変わってくるということ

で、いろんな財政対策やってきているわけなんですけれども、そういうものとの流れの中で、

これらをどう見たらいいかという点でお伺いしたい。 
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  それで、あわせて、これで最終的な一般会計の流れということになるんでしょうけれども、

おおよその見込みでよろしいですが、28年度の収支の見込みというのは、どういう状況とし

て捉えているか伺っておきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 酒巻総務企画課主幹。 

○総務企画課主幹（酒巻宏臣君） 御質問にお答えさせていただきます。 

  まず、特別交付税の、この最後の確定数値かどうかという御質問でございますが、これは

今回の補正をもっての最終確定数値となってございます。改めて御説明申し上げますが、28

年度の特別交付税の交付確定をもちましては４億8,085万6,000円となってございます。 

  続きまして、普通交付税が、当初予算の見込みから歳入割れすることなく、十分確保はで

きたという点の見通しの部分でございますけれども、まず予算編成の段階の、昨年の28年度

の普通交付税の予算編成の基本的な考え方でございますが、まず１つといたしまして、試算

をする際に考慮いたしましたのは、27年度の国勢調査の人口というものが、一つ反映される

最初の年であったという点でございます。その部分で、人口減少分のところを見込んだ数値

を出しております。もう１点は、合併特例の逓減期を迎える初年度ということで、そこの部

分の逓減分ということも一定見込んだ内容となってございます。 

  もう１点でございます。 

  これは地方財政制度の中でトップランナー方式というものが強くうたわれまして、行革削

減努力というものを、先進的な行革を進められている自治体のモデルを参考にしながら、そ

れを導入したような形で交付税が算定化されているという部分の入り口の年という部分もご

ざいました。そういった削減要素というものを一定予算段階で見込んだ中で、当初段階では

過大な見積もりを行って、後々に歳入欠陥にならないようにということで、慎重な編成を行

ってきたところでございます。 

  結果といたしまして、まず、合併特例の逓減分といたしましては、以前からその差額、逓

減の差の部分を埋めていくように、毎年の町財政制度の中で、５年ずつかけて、今、その幅

が埋まるような措置がとられておりまして、そういった部分もあったこと。それから、人口

に対する逓減の見方というものが、我々が見込んだという、年々減額の幅というものが、若

干見込んでいたより小さかったという部分もありまして、やっぱり期待以上の交付税が算入

されたという結果になっているところでございます。 

  もう１点、御質問でありました収支の見込みでございますけれども、後々、この後実際に

は決算という形で御報告させていただき、その中で詳しく御説明をさせていただくような形
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になろうかと思いますけれども、５月末時点で出納整理期を終えました収支につきましては、

歳出総額で101億2,100万円ほどの歳入総額となっております。歳出……失礼いたしました。

歳入総額、申しわけありません、ただいまの数字ですが、歳出総額となってございます。歳

入総額が103億8,000万円となってございます。 

  これらの収支の状況につきまして、歳出のほうで94.16％の執行率となってございますけ

れども、このうち29年度に繰越明許を設定し繰り越しさせていただいている経費がございま

す。そちらを繰り越した上での歳出の執行率につきましては98％という内容になってござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（三倉英規君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） これで、承認第１号の質疑を終わります。 

  次に、承認第２号 平成28年度むかわ町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に関す

る別冊説明書、直診勘定補正予算第２号の事項別明細書１ページから２ページまでの１総括、

２歳入全般についてと、議案書つづり11ページから13ページ、予算総則第１表直診勘定歳入

歳出予算補正までの全般についての質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認め、これで承認第２号の質疑を終わります。 

  これから承認第１号 専決処分につき承認を求める件を採決いたします。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、承認第１号 専決処分につき承認を求める件は原案のとおり承認することに

決定いたしました。 

  次に、承認第２号 専決処分につき承認を求める件を採決いたします。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 
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  したがって、承認第２号 専決処分につき承認を求める件は原案のとおり承認することに

決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎承認第３号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第４、承認第３号 専決処分につき承認を求める件（むかわ町税

条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 

  飯田町民生活課主幹。 

〔飯田洋明町民生活課主幹 登壇〕 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 承認第３号 専決処分につき承認を求める件につきまして

御説明いたします。 

  議案書15ページをお開き願います。 

  むかわ町税条例の一部を改正する条例につきましては、地方自治法第179条第１項の規定

に基づき専決処分を行いましたので、同法第179条第３項の規定により議会に報告し、承認

を求めるものでございます。 

  本条例改正につきましては、地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律が平

成29年３月31日に公布され、４月１日に施行されたことに伴い、むかわ町税条例の改正が必

要となりましたが、議会開催のいとまがございませんでしたので、平成29年４月１日専決処

分を行い、所要の改正を行ったものでございます。 

  議案書16ページをお開き願います。 

  改正の内容につきまして御説明いたします。 

  第33条の改正につきましては、町民税の所得割の課税標準に係る改正でございます。特定

配当等及び特定株式等譲渡所得金額に係る所得につきまして、提出された申告書に記載され

た事項、その他の事項を勘案して課税方式を決定できることを規定するものでございます。 

  第34条の９の改正につきましては、第33条の改正に伴う規定の整備でございます。 

  第48条及び17ページ、第50条の改正につきましては、法人の町民税の申告に係る規定につ

きまして、申告納付及び不足税額の納付の手続について、それぞれ法律改正にあわせて改正

するものでございます。 

  第61条、第63条の２、第63条の３及び18ページの第74条の２の改正につきましては、固定

資産税に係る改正でございます。課税標準の特例及び補正、按分の申し出に係る規定等につ
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きまして、法律改正にあわせて改正するものでございます。 

  附則第８条の改正につきましては、肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特例につい

て適用期限を３年間延長するものでございます。 

  附則第10条の改正につきましては、固定資産税に係る読みかえ規定につきまして、法律改

正にあわせて改正するものでございます。 

  附則第10条の２の改正につきましては、わがまち特例の割合を定める規定につきまして、

法律改正にあわせて整備するものでございます。 

  附則第10条の３の改正につきましては、認定長期優良住宅等に対する固定資産税に係る手

続について、法律の改正にあわせて新設及び改正を行うものでございます。 

  議案書19ページをお開き願います。 

  19ページ下段になります附則第16条及び20ページの附則第16条の２の改正につきましては、

軽自動車税に係る改正でございます。グリーン化特例につきまして、適用期限を２年間延長

する規定及び賦課徴収の特例について法律改正にあわせて改正するものでございます。 

  21ページ中段になりますが、附則第16条の３から22ページ、附則第20条の３までの改正に

つきましては、町民税の課税の特例に係る改正でございます。 

  附則第16条の３の改正では、特定配当等に係る所得の取り扱いについての規定、附則第17

条の２の改正では、優良住宅造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課

税の特例の適用期限を３年延長する規定、附則第20条の２の改正では、特例適用配当等に係

る所得の取り扱いについての規定、22ページの附則第20条の３の改正では、条約適用配当等

に係る所得の取り扱いについて、それぞれ法律改正にあわせて規定を整備するものでござい

ます。 

  なお、議案説明資料１ページから20ページに新旧対照表を添付してございます。 

  以上、今回の専決処分によります改正の主な内容となってございます。 

  議案書の22ページをお開き願います。 

  附則といたしまして、この条例は、平成29年４月１日から施行することとしております。 

  また、第２条では町民税に関する経過措置、第３条では固定資産税に関する経過措置、23

ページの第４条では軽自動車税に関する経過措置をそれぞれ規定しているものでございます。 

  以上、承認第３号につきましての説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議、御承認くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 
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  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ４番、大松議員。 

○４番（大松紀美子君） 勉強が不足しておりまして、よくわからないんです。それで、この

条例改正で、町民の中への影響というのかな、どういうものがあるのか、具体的に教えてく

ださい。 

  そして、資料を出していただくときに、今までもそういう資料のつくり方あったと思うん

ですけれども、そういう影響が、どんな影響があるのかというところを、資料として出して

いただくほうが大変ありがたいんですけれども、よろしくお願いします。 

○議長（三倉英規君） 飯田町民生活課主幹。 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 資料のつくり方につきましては、ちょっとわかりづらい内

容となっていまして申しわけございません。 

  ただ、今回の改正につきましては、大きく、そういう町民税に関してですとか、固定資産

税に関してとかございますが、大きく課税そのものに係る改正についてというのはそう多く

ないと認識しております。 

  中でも肉用牛の特例について延長された部分、それと優良住宅の特例について延長された

部分につきましては、それぞれ具体的なちょっと数字については承知してございませんけれ

ども、影響してくる方がいらっしゃることと認識しております。軽自動車税のグリーン化税

につきましても、当町内に適用になっている方いらっしゃいますので、延長によりまして、

その特例を受ける方がふえてくると思っております。 

○議長（三倉英規君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから承認第３号 専決処分につき承認を求める件を採決いたします。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 
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  したがって、承認第３号 専決処分につき承認を求める件は原案のとおり承認することに

決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎諮問第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第５、諮問第１号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求め

る件を議題といたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 

  竹中町長。 

〔竹中喜之町長 登壇〕 

○町長（竹中喜之君） 諮問第１号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求める件につい

て御説明を申し上げます。 

  本件は、人権擁護委員法に基づき法務大臣が委嘱する人権擁護委員のむかわ町における定

員数５名のうち、鵡川地区委員１名の任期が本年９月30日で満了するに当たり、人権擁護委

員の候補者の推薦を行うため諮問するものでございます。候補者は、平成26年から人権擁護

委員として活躍されております、むかわ町松風３丁目73番地、水谷寛斎さんでございます。 

  水谷さんは、別途資料にございますとおり、これまで行政相談委員を努め、僧侶として広

く地域の実情に通じ、高い識見を有する方であり、人権が脅かされる弱者の方々への繊細な

対応が期待できる適任者でありますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案について反対者の討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから諮問第１号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求める件を採決します。 
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  お諮りします。 

  本件は原案のとおり適任と認めることについて御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり適任と決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第６、議案第30号 戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託に

関する件を議題といたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 

  萬町民生活課長。 

〔萬 純二郎町民生活課長 登壇〕 

○町民生活課長（萬 純二郎君） 日程第６、議案第30号 戸籍に係る電子情報処理組織の事

務の委託に関する件について御説明させていただきます。 

  議案書27ページ、議案第30号をお開き願います。 

  本件は、北海道自治体情報システム協議会に参加し、今年度戸籍システムの機器更新を行

う本町と蘭越町と佐呂間町で、戸籍システム機器の共同利用を行うため、議会の議決を求め

るものでございます。 

  説明の都合上、議案説明資料の22ページ、議案第30号資料①をお開き願います。 

  戸籍事務は本来、市町村ごとに取り扱うこととされていますが、一部事務組合や広域連合

及び市町村間の受委託で共同利用することができることとなっております。 

  ５年に一度行わなければならないシステム機器の更新が自治体の大きな負担となっていま

すが、当町の加盟している北海道自治体情報システム協議会の各会員同士の自治体間で共同

利用することにより費用軽減が図られることから、今年度、機器更新予定の３町で共同利用

しようとするものです。 

  実施方式としましては、規約を定め、事務委託方式にて実施し、蘭越町が戸籍サーバの管

理を担当する受託町となり、当町と佐呂間町が委託町となるものでございます。 

  次のページ、23ページに規約案を添付させていただいております。 

  また、実施時期は、平成29年９月下旬を予定していますが、その次のページ、24ページに

共同利用スケジュールを添付しております。 
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  データの設置場所は、北海道自治体情報システム協議会データセンターに、戸籍正サーバ

と副サーバ等を設置し、３町で運用するものでございます。 

  戸籍サーバ等の共同利用をしますが、それぞれのデータは独立し区分されており、他町の

戸籍データを利用することはできないようになっております。 

  議案書27ページにお戻り願います。 

  本件は、地方自治法第252条の14第１項の規定により、戸籍に係る電子情報処理組織の事

務の管理及び執行を蘭越町へ委託することに関し、規約を定めるための協議をすることにつ

いて、同条第３項の規定により準用する同法第252条の２の２第３項の規定に基づき議決を

求めるものでございます。 

  以上で提案の説明を終わります。 

  御審議、御決定を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  野田議員。 

○１３番（野田省一君） まず１つは、何で蘭越町と、それともう一つ、どこでしたっけ、佐

呂間町、ここと３町になった理由というか、どういう選定でなったのか。それと経費が節減

されるとありますけれども、一体どの程度削減されるのか、この２点について。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） 蘭越町と佐呂間町とむかわ町につきましては、同じ北海道

情報システム協議会のほうに参加しているメンバーでございます。 

  それで、蘭越町が今回受託となるのは、戸籍等のシステム等の幹事町になっているという

部分になっているという部分もあるんですけれども、３町の中で、どこか１つが管理につい

ての受託をするという部分でなっているところでございます。 

  ほかにも北海道自治体情報システム協議会に参加しているメンバーはございますが、５年

に一度の更新時にぶつかった町でまとめたのが今回の３町で、また来年度は、同じメンバー

の中で５年に一度の更新時に更新を行う町村で共同利用をするという形となっております。 

  それで、どのぐらいの経費が節減できるかという部分なんですけれども、単独で、むかわ

町でこの戸籍システムを更新した場合、1,410万円を予定しておりました。共同利用するこ

とによって、これが560万円という経費がかかるという部分になります。約850万ほど軽減で
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きるという形となっております。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

○１３番（野田省一君） 考え方ですけれども、５年更新というのであれば、例えば１年待っ

て来年は10件が、わからないですけれどもね、その何とか協会、北海道何とかシステム協会

だか、みんなで使っているところの１年置きとか、５年置きということでしたけれども、た

くさんの人で使えば単純に安くなるというふうに、そういう選択肢はなかったんですか。 

○議長（三倉英規君） 萬町民生活課長。 

○町民生活課長（萬 純二郎君） この５年に一度というのは、戸籍を電算化している場合に

法定で定められている更新時期となっております。それで、始めた時期によって更新という

形になるんですけれども、これがそのときに共同利用する数、町村数によってこの額が変わ

るものではないという部分と聞いております。 

○議長（三倉英規君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第30号 戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託に関する件を採決いたし

ます。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第30号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第７、議案第31号 胆振支庁管内公平委員会規約の変更に関する

件を議題といたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 
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  西総務企画課主幹。 

〔西 幸宏総務企画課主幹 登壇〕 

○総務企画課主幹（西 幸宏君） 議案第31号 胆振支庁管内公平委員会規約の変更に関する

件につきまして提案理由の御説明を申し上げます。 

  議案書は29ページ、30ページとなりますが、説明資料集25ページの新旧対照表をもとに御

説明させていただきます。 

  この件につきましては、平成29年５月11日、胆振支庁管内公平委員会から規約の一部変更

について協議があったため、議会の議決を求めるものでございます。 

  規約の変更理由でございますが、構成団体であります西胆振消防組合が共同処理する事務

に火葬場に関する事務を追加することに伴い、名称を変更するため、規約別表の変更につい

て協議するものでございます。 

  改正分は、別表中、西胆振消防組合を西胆振行政事務組合に改正するものでございます。 

  議案書に戻っていただきまして29ページ、議案第31号 胆振支庁管内公平委員会規約の変

更に関する件でございます。 

  なお、30ページの附則におきましては、規約の施行期日は交付の日とし、改正後の別表の

規定は、平成29年６月１日から適用とするものでございます。 

  以上、議案第31号につきまして提案理由の御説明を申し上げましたが、よろしく御審議、

御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第31号 胆振支庁管内公平委員会規約の変更に関する件を採決します。 

  お諮りします。 
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  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第31号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第８、議案第32号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定

及び変更に関する件を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  酒巻総務企画課主幹。 

〔酒巻宏臣総務企画課主幹 登壇〕 

○総務企画課主幹（酒巻宏臣君） 議案第32号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定

及び変更に関する件につきまして御説明申し上げます。 

  議案書の31ページと別冊配付してございます議案説明書の27ページをお開きください。 

  本件は、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律に基

づきまして、穂別富内辺地総合整備計画の策定と生田辺地総合整備計画の変更について、北

海道知事との協議が調いましたので、議会の議決を求めるものでございます。 

  辺地の総合整備計画は、地方交付税におきまして元利償還の80％が算入されます辺地対策

事業債の発行条件として策定するものでございます。 

  議案書の32ページをお開き願います。 

  まず、穂別富内辺地につきましては、人口195人、面積28.6平方キロメートルで、辺地の

概況の辺地度点数は190点であります。 

  今回、整備計画を策定する事業は、町道富内１条線道路改良舗装事業、これを５カ年計画

の範囲の中で行うものでございまして、事業主体は町でございます。 

  事業費は7,680万円で、財源は一般財源を見込んでおり、この全額を辺地対策事業債とし

て計画するものでございます。 

  次のページにお進みいただき、生田辺地の変更内容につきましては、規定の事業に加え、

生田下の沢川排水の改修整備を行うため、農業基盤整備事業を追加するものでございます。 

  事業費１億円で、同補助金5,500万円と一般財源として4,500万円を見込んでおり、この一

般財源の全額を辺地対策事業債として計画するものでございます。 
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  それぞれの辺地の区域及び事業の施工箇所につきましては、別冊議案説明資料27ページに

図示しているとおりでございます。 

  以上で、議案第32号の説明を終わらせていただきます。 

  よろしく御審議、御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 議場の温度が上がっておりますので、上着の着用は自由とさせていた

だきます。 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第32号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定及び変更に関する件を

採決します。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第32号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第９、議案第33号 工事請負契約の締結に関する件を議題といた

します。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 

  酒巻総務企画課主幹。 

〔酒巻宏臣総務企画課主幹 登壇〕 
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○総務企画課主幹（酒巻宏臣君） 議案第33号 工事請負契約の締結に関する件につきまして

御説明申し上げます。 

  議案書の35ページをお開きください。 

  本件は、むかわ町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分並びに重要な公の施

設の利用又は廃止に関する条例第２条の規定に基づき議会の議決を求めるものでございます。 

  別冊配付してございます議案説明資料の29ページ、議案第33号資料をご覧ください。 

  工事の種類につきましては、穂別子どもセンター新築に係る建築主体工事でございます。 

  指名競争入札の結果、入札金額で6,220万円、税込みで6,717万6,000円をもちまして、む

かわ町穂別８番地12、株式会社遠藤組穂別支店、取締役支店長、星 義邦に落札決定となり

ましたことから、当該事業者と契約を交わそうとするものでございます。 

  予定価格につきましては、税抜き6,397万円、税込み6,908万7,600円で、落札率は97.23％

となっております。６月７日に仮契約を交わしております。 

  以上、議案第33号の説明を終わらせていただきます。 

  よろしく御審議、御決定いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第33号 工事請負契約の締結に関する件を採決します。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第33号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第10、議案第34号 むかわ町農地耕作条件改善事業分担金徴収条

例案を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  東産業振興課主幹。 

〔東 和博産業振興課主幹 登壇〕 

○産業振興課主幹（東 和博君） 議案第34号 むかわ町農地耕作条件改善事業分担金徴収条

例案につきまして提案理由と概要を説明いたします。 

  議案書37ページをお開きください。 

  本条例案は、農地耕作条件改善事業の定額助成に係る事業実施要綱・要領の見直しに伴い、

事業に要する受益者負担額を徴収することとなったため、制定するものでございます。 

  説明の都合上、議案説明資料の30ページ、事業の概要をご覧いただきたいと思います。 

  まず、１の目的ですが、農地中間管理機構による担い手への農地集積・集約化を推進し、

多様なニーズに沿ったきめ細かな耕作条件の改善を機動的に実施し、農地の大区画化・汎用

化などの基盤整備を行うものであります。 

  次に、２の事業の内容ですが、定額助成とし、工種は区画拡大と暗渠排水になります。 

  助成額、事業量は記載のとおりでございます。 

  次に、３の分担金の額についてですが、受益者に係る事業に要する費用の全体額から補助

金相当額を除いた額が分担金となり、計算方法は記載のとおりとなります。 

  最後の４、工事実施・支払い・補助金の流れについては、中央のむかわ町と右の受益者欄

をご覧ください。受益者からの矢印で、むかわ町への分担金支払いとありますが、本条例案

で御提案する部分がここに該当します。 

  徴収の方法につきましては、納期は町長が指定する期日とし、納入通知書により納めなけ

ればならないこととしております。 

  それでは、議案書の37ページにお戻りいただきたいと思います。 

  条例案につきましては、ただいま御説明申し上げたとおりでございますので、省略させて

いただきます。 

  附則としまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

  以上、議案第34号につきまして提案理由の御説明を申し上げました。 
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  よろしく御審議、御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ２番、佐藤議員。 

○２番（佐藤 守君） １つお伺いをしたいと思います。 

  今までゼロ円負担といいますか、そういう状況の中で事業が実施されていたんですけれど

も、以前の説明の中では、もう今後ゼロ円のそういった事業はないですよと、そういう状況

の中で、今後、こういった受益者負担の条例改正になっているのか、その辺もう一度確認を

したいと思います。 

○議長（三倉英規君） 東産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（東 和博君） お答えいたします。 

  今回の事業に関しましては、昨年の平成28年10月にこの事業の実施要綱・要領の改正がご

ざいました。今までは農家の自力施工というものができたわけでございますが、今回、この

要綱・要領の改正に伴いまして、その自力施工というものが廃止ということになりまして、

今後の事業の展開につきましては、事業実施主体であるむかわ町が入札、契約ということと

なりましたので、完全に今までの事業の仕組みが変わったということを御理解いただきたい

と思います。 

○議長（三倉英規君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

  北村議員。 

○１１番（北村 修君） この関連が補正予算に出ているわけなんですけれども、そこでは分

担金、補助金という形で金額が分けられているんだけれども、今の説明で、分担金となる額

について確定値ではないという、そういう状況のお話でありました。 

  もう一度、そこで、そこがよくわからないんですが、じゃ、どんなふうに、最終的に全体

額から補助金額を引いたという形の中で出てくるのか、それは入札等の関連があるからとか、

そういうことになるのかというのあると思うんですけれども、おおむねどのような負担にな

るのかというのを、ちょっと示していただきたいなと思います。それが１点。 

  それから、２つ目には、これは暗渠排水、区画整理ということなんですが、従来ですとこ

ういうものについては、かなり広く知らせながら、あるいは関係農業団体、機関等々の流れ
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も通じながら、受益者を募ったという経過があるんですが、今回は、聞くと、従来からそう

いうものにあってでき得なかった人たちも対象だというふうに言いますけれども、その選定

というのは、いま一度、どのようにされてどのぐらい今回おられるのか。あるいは、ほかに

もっとやりたいという方があったとすれば、そういう中に乗れるのか乗れないのかというこ

と含めて、最後に、これだと簡単に言えば、例えばＪＡなどと協議があったりということが

あるんですが、今回ないようなんですけれども、その辺のところの取り組み状況というのは

どういうふうだったのか。改めて伺いたい。 

○議長（三倉英規君） 東産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（東 和博君） まず、１点目のこの事業費の負担の部分でございますが、

今回の事業につきましては、一概にちょっと金額で表すことはできないというふうに押さえ

ております。なぜならば、こちらの事業につきましては、これから入札を行ってからという

事業になるものでございます。 

  また、各生産者、実施希望者の圃場面積によりまして、全体事業費というものが確定して

きます。そこから、議案説明資料の２番の事業の概要にも記載しておりますが、区画拡大、

最大で助成額が10アール当たり12万5,000円、暗渠排水が10アール当たり14万5,000円という

金額となってございますので、全体の事業費からそれぞれの面積に換算した助成額を差し引

きということになります。 

  今回、金額で表せないということは大変申しわけないところなんですが、どうかそういっ

た中身となっておりますことを御理解いただきたいと思いますし、一応目安となる負担の割

合でございますけれども、今のところ私どもの考えでは、全体事業費の約２割から約３割弱

というような、予測として今考えてございます。 

  それから、２点目の多くの生産者からの意向はということでございますけれども、この間、

この事業につきましては平成28年からスタートを切っている事業でございまして、受益者に

つきましては全体で当初107名いました。この要綱・要領が改正に伴いまして、再度107名の

受益者の方に聞き取りをいたしました。そして、この仕組みが今回大幅に変わったというこ

との説明を行いまして、最終的には対象者が91名ということになりました。地区ごとでいき

ますと、鵡川地区が60名、穂別地区が31名という受益者となってございます。 

  それから、最後のＪＡとの協議ということでございますけれども、こちらの事業実施につ

きましては、町のほうで事業実施体ということでございますので、特別な協議ということは

なかったわけでございますけれども、この事業に関しましては各生産者、それから関係機関
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にもこの事業の周知を行っておりますので、特別な協議というよりも、会議の都度、こうい

った事業があるということを周知しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

○１１番（北村 修君） おおむねわかりました。 

  それで、金額の決定はこの後、事業実施に向かって入札によってということなんだけれど

も、そうするといろんなことが、ちゃんとやってくれるとは思うけれども、やはり透明性を

確保するためというようなことが大事じゃないかというふうに思うんですが、そうした意味

で、例えば組織体をつくるのか、あるいは監査機構をつくるのかというような、そういうも

のが必要になってくるんじゃないか。ちゃんと入札ができて、どのぐらいの負担になるよと

いうことが通知される。これはほとんど組織的なことは見えないですよね。 

  それで、透明性を確保するということでは、どういうふうな方法ということを考えておら

れるのか、改めて伺います。 

○議長（三倉英規君） 為田地域経済課長。 

○地域経済課長（為田雅弘君） 本事業におきましては、発注がむかわ町となっておりますの

で、むかわ町の財務規則にのっとって入札を執行し、実施するものでございます。 

○議長（三倉英規君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第34号 むかわ町農地耕作条件改善事業分担金徴収条例案を採決します。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第34号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第11、議案第35号 むかわ町個人情報保護条例の一部を改正する

条例案を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  髙田総務企画課長。 

〔髙田純市総務企画課長 登壇〕 

○総務企画課長（髙田純市君） 議案書39ページ、議案第35号 むかわ町個人情報保護条例の

一部を改正する条例案につきまして御説明を申し上げます。 

  本条例改正は、平成27年９月に公布されました個人情報の保護に関する法律及び行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律及び

平成28年５月に公布されました行政機関等の保有する個人情報の適正かつ効率的な活用によ

る新たな産業の創出並びに活力ある経済社会及び豊かな国民生活の実現に資するための関係

法律の整備に関する法律が、本年５月30日に施行されましたことに伴いまして、改正内容に

即しました文言の整理や条ずれ等につきまして所要の改正を行おうとするものでございます。 

  改正内容につきましては、別冊配付の議案説明資料31ページの新旧対照表にて御説明をさ

せていただきたいと思います。 

  第２条は、２号の個人情報の定義を法律と同じ定義とすることにより、明確化するもので

ございまして、２号の２を追加しておりますが、個人識別符号を行政機関の保有する個人情

報の保護に関する法律を引用するものというふうに改正しているところでございます。 

  引用されました個人識別符号は、具体的に申し上げますと電子計算機等に変換されます符

号の類いでございまして、例えばＤＮＡですとか、指紋ですとか、声紋といったようなもの

を記号といいますか、符号といいますか、そういう記号に変えたもの。あるいは年金番号、

免許証の番号などが、これらの内容に含まれるというような内容になってございます。 

  説明資料の32ページにお移りいただきまして、４号の２でございますが、ここにつきまし

ては、要配慮個人情報の定義を法律同様に追加いたしまして改正しております。 

  ７号の文言の追加につきましては、法律において準用規定が設けられましたことから、説

明を追加しているものでございます。 

  33ページに移りまして、第７条第４項は、第２条で要配慮個人情報の定義を行いましたこ

とから、１号から３号まで列挙してございます。内容が重複しますので、これを整理しよう
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とするものでございます。 

  第17号の第２号は、個人識別符号を識別可能な個人情報を別に定義いたしましたので、文

言を追加するものでございます。 

  ここで、ちょっとお詫び申し上げます。大変申しわけございませんが、乱丁がございまし

て、36ページ、ページを飛びますが36ページのほうをお開きいただきたいと思います。 

  18条の下の部分にあります部分開示の18条の中に訂正がございますが、これも個人識別符

号の文言を追加するものでございます。 

  恐縮です、35ページにお戻りいただきまして、第29条第１項第１号では、番号法の条の繰

り下げ、条項の繰り下げがございましたので、引用条項を、これを改めるものでございます。 

  32条の２は、番号法の改正におきまして、「条例事務関係情報照会者」という項目が追加

されております。これらのことから通知先にこれらを加えようとするものでございます。 

  なお、本一部改正条例につきましては、施行日を公布の日からとしようとするものでござ

います。 

  以上で、議案第35号の説明を終了させていただきます。 

  よろしく御審議、御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第35号 むかわ町個人情報保護条例の一部を改正する条例案を採決します。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 
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  したがって、議案第35号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第12、議案第36号 むかわ町職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例案を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  西総務企画課主幹。 

〔西 幸宏総務企画課主幹 登壇〕 

○総務企画課主幹（西 幸宏君） 議案第36号 むかわ町職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例案につきまして提案理由の御説明を申し上げます。 

  この一部改正条例につきましては、人事院規則が児童福祉法の改正による養子縁組里親の

法定化、育児休業取得に係る特別な事情について改正されたことから、本町職員の勤務条件

について改正を行うものでございます。 

  改正の内容といたしましては、育児休業に係る子について保育所等における保育の利用を

希望し申し込みを行っているが、当面その実施が行われない場合、いわゆる待機児童となる

場合についても育児休業が取得できる旨を規定するものでございます。 

  続きまして、説明資料38ページからの新旧対照表で御説明申し上げます。 

  むかわ町職員の育児休業等に関する条例第３条に係る部分は、育児休業を承認するための

条例で定める特別な事情について規定するものでございます。 

  第４条は、育児休業の期間の再度の延長ができる特別な事情を規定するものでございます。 

  第11条は、育児短時間勤務の終了の日の翌日から起算して１年を経過しない場合に育児短

時間勤務をすることができる特別な事情について規定したものでございます。 

  附則につきましては、公布の日から施行すると規定したものでございます。 

  再び議案のほうに戻っていただきまして御説明申し上げます。 

  議案集41ページ、議案第36号 むかわ町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例案でございます。 

  育児休業に係る子について保育所等における保育の利用を希望し、申し込みを行っている

が当面その実施が行われない場合についても、育児休業が取得できる旨を規定するものでご

ざいます。 

  以上、議案第36号につきまして提案理由の説明を申し上げましたが、よろしく御審議、御
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決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第36号 むかわ町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案を

採決します。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第36号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第13、議案第37号 むかわ町税条例の一部を改正する条例案を議

題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  飯田町民生活課主幹。 

〔飯田洋明町民生活課主幹 登壇〕 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 議案第37号 むかわ町税条例の一部を改正する条例案につ

きまして提案理由を御説明を申し上げます。 

  議案書43ページをお開き願います。 

  本条例改正につきましては、地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律が平

成29年３月31日に公布され、４月１日に施行されたことにより、所要の改正を行うものであ
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ります。 

  同法の施行によるむかわ町税条例の改正につきましては、平成29年４月１日に施行が必要

な改正につきましては、先ほど承認第３号で専決処分した旨を御報告させていただき、御承

認いただいたところですが、施行日が本定例会以降の改正部分につきましては、議案第37号

として御提案させていただいております。 

  改正の内容につきまして御説明いたします。 

  第24条の改正につきましては、個人の町民税の非課税の範囲に係る改正でございます。法

律の改正にあわせまして、「控除対象配偶者」と定義されているものを「同一生計配偶者」

に改めるものでございます。 

  第61条の２を加える規定につきましては、固定資産税に係るわがまち特例の割合を定める

規定を法律改正にあわせて新設するものであります。第１項から第３項までございますが、

家庭的保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内保育事業の用に供する家屋及び償却資産に

ついて、それぞれ特例割合を定める規定を新設するものでございます。 

  附則第５条の改正につきましては、個人の町民税の所得割の非課税の範囲等に係る改正で

ございます。第24条の改正と同様に、「控除対象配偶者」と定義されているものを「同一生

計配偶者」に改める内容でございます。 

  なお、議案説明資料40ページに新旧対照表を添付してございます。 

  以上が改正の内容でございます。 

  議案書の43ページにお戻り願います。 

  附則といたしまして、この改正条例は、公布の日から施行することとしております。ただ

し、第24条第２項の改正規定及び附則第５条第１項の改正規定につきましては、平成31年１

月１日から施行するものでございます。 

  第２条では、固定資産税に関する経過措置を規定しているものでございます。 

  以上、議案第37号 むかわ町税条例の一部を改正する条例案につきましての提案理由の説

明とさせていただきます。 

  御審議、御決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  大松議員。 
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○４番（大松紀美子君） 40ページの新旧対照表を見ているんですが、この「控除対象配偶

者」という言葉が、「同一生計配偶者」と変わると。具体的に、違うと思うんですけれども、

どういうふうに違ってくるのか、お尋ねします。 

○議長（三倉英規君） 飯田町民生活課主幹。 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 今回の改正につきましては、定義の改正ということで、名

称の改正ということになりまして、対象になる範囲の内容につきましては変更がないという

ことで認識しております。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

○４番（大松紀美子君） それでは変える意味がないと思うんですけれども、何で変えるのか

なと。この文章から見たら、言葉というか、同居しているとかいないとか、そういうことも

関係してくるのかなというふうに想像しちゃうんですけれども。何も意味がないんなら何で

変えたのと、よくわからないんですけれども本当にそうなんですか。何も変わらないけれど

も言葉だけ変えたということなんですか、本当に。いや、疑っているね、うん、疑っていま

す。 

○議長（三倉英規君） 飯田町民生活課主幹。 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 同一生計にある配偶者の方が、要は控除対象配偶者という

ような捉え方でおりますので、対象になる方のその要件自体には大きな変更はないと考えて

おります。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

○４番（大松紀美子君） 大きな変更はないということは、小さな変更はあるということです

か。本当に意味わからないんですけれども。答えようがないのかな。答えようがないですか。

よくわかりません。 

○議長（三倉英規君） 飯田町民生活課主幹。 

○町民生活課主幹（飯田洋明君） 地方税法上での定義の変更があったということで町税条例

のほうも変更したということでございますので、大きな変更といいますけれども、変更はな

いと思っております。 

○議長（三倉英規君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 
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  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第37号 むかわ町税条例の一部を改正する条例案を採決します。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第37号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第３８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第14、議案第38号 平成29年度むかわ町一般会計補正予算（第１

号）を議題にいたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 

  酒巻総務企画課主幹。 

〔酒巻宏臣総務企画課主幹 登壇〕 

○総務企画課主幹（酒巻宏臣君） 議案第38号 平成29年度むかわ町一般会計補正予算（第１

号）について御説明申し上げます。 

  議案書の45ページをお開きください。 

  第１条でございますが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億4,492万4,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ83億5,847万3,000円とするものでございます。 

  説明の都合上、別冊配付してございます平成29年度むかわ町一般会計補正予算（第１号）

に関する説明書により御説明いたします。 

  ３ページの歳出をご覧ください。 

  ２款総務費、１項１目の一般管理費総務一般事務の町村会負担金25万円の追加につきまし

ては、胆振町村会が主体となり立ち上げた協議会により、胆振管内７つの町が連携し、各町

のさまざまな魅力をまとめたテレビ番組を制作し、北海道内外に発信するため、これに係る

本町分の負担額を増額するものであります。 
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  ９目企画費につきましては、まず町づくり推進事業で45万円の追加につきまして、テレビ

地上波デジタル化に伴い組織された生田共聴組合が管理するテレビ共聴施設の設備に不具合

が生じましたことから、補修費用の２分の１を支援するため補正するものでございます。 

  次に、恐竜プロジェクト事業の210万9,000円の追加につきましては、昨年度購入したティ

ラノサウルス全身骨格標本の一般公開に係る費用などを補正するものでございます。 

  ４ページにお進みいただき、11目交通防犯対策費の交通安全推進事業６万4,000円の追加

につきましては、苫小牧地区安全運転管理者協会様から交通安全啓蒙・啓発のため５万円の

寄附をいただいたところでございまして、寄附の御意向に沿って交通安全啓蒙物品を整備す

るものでございます。 

  13目自治活動推進費の穂別町民センター管理運営事務で74万8,000円の追加につきまして

は、ボイラー故障対応のため補正するものでございます。 

  ２項１目賦課徴収費の税務一般事務３万3,000円の追加につきましては、徴収事務用の携

帯電話故障により、これを更新するものでございます。 

  ３款民生費の地域保育所管理運営事務５万円の追加につきましては、田浦のひまわり保育

所の施設用備品の故障により更新するものでございます。 

  ５ページにお進みいただき、４款衛生費、１項１目保健衛生総務費の地域保健医療対策事

業10万円の追加につきましては、看護師修学資金貸付金の貸し付け希望者が当初見込みを上

回ったことから、所要の額を補正するものでございます。 

  ２項１目環境衛生総務費の環境衛生一般事務61万1,000円の追加につきましては、宮戸水

道組合が管理する地域飲料水供給施設につきまして、設備に不具合が生じましたことから、

むかわ町簡易給水施設事業費補助要綱に基づき、改修に係る費用の75％を支援するものでご

ざいます。 

  その下の樹海温泉管理運営事務75万2,000円の追加につきましては、樹海温泉はくあの設

備に不具合が生じましたことから、修繕費を補正するものでございます。 

  ５ページ下段から６ページにかけまして、５款農林水産業費、１項４目農地費で農業基盤

整備事業３億32万9,000円の追加につきましては、担い手への農地の集積・集約化を加速す

るため、農地耕作条件改善事業について同補助金の割り当てがございまして、工事請負費３

億12万8,000円と、これに伴う北海道土地改良事業団体連合会負担金20万1,000円を補正する

ものでございます。財源につきましては、同補助金１億8,173万円と、先ほど議案第34号で

御審議、御決定いただきました、むかわ町農地耕作条件改善事業分担金徴収条例に基づく受
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益者の分担金として１億1,839万8,000円となってございます。 

  ２項１目林業振興費の鳥獣対策事業1,212万円の追加につきましては、鳥獣被害防止緊急

捕獲活動支援事業補助金として、エゾシカによる被害の減少に向けた駆除活動に対し支援す

るものでございまして、財源は100％、同補助金でございます。 

  ３項１目水産業費の資源管理型漁業推進事業1,613万6,000円の追加につきましては、しし

ゃもふ化の事業化に向けた調査検討の結果を踏まえて、今後、施設整備に向けた基本条件の

整理、法令上の諸条件の調査、基本設計の方針検討から概略設計などを行うものでございま

す。 

  ９款教育費、２項２目小学校就学援助事業の214万5,000円の追加と７ページ、３項３目中

学校就学援助事業の126万円の追加につきましては、学校給食費に係る準要保護援助対象者

などに係る給食費援助経費として補正するものでございます。 

  ５項３目学校給食施設管理運営事務の776万7,000円の追加につきましては、開設前準備を

進める中で判明した必要物品等の購入のほか、給食事務に係る体制強化のため、臨時職員の

配置に必要な経費を補正するものでございます。 

  歳入の説明に移らせていただきます。 

  ２ページをお開きください。 

  12款分担金及び負担金の農地耕作条件改善事業分担金１億1,839万8,000円につきましては、

議案第34号で御決定いただきましたむかわ町農地耕作条件改善事業分担金条例案に基づく受

益者分担金で、分担金の枠は対象事業費から農地耕作条件改善事業交付金を除いた額でござ

います。 

  15款道支出金につきましては、農地耕作条件改善事業交付金１億8,173万円とエゾシカ駆

除に係る農村環境保全対策事業補助金1,212万円、合わせて１億9,385万円を追加するもので

ございます。 

  17款寄附金につきましては、苫小牧地区交通安全管理者協会様から交通安全啓蒙・啓発の

ためにいただいた５万円を追加するものでございます。 

  18款繰入金の10万円の追加につきましては、未来担い手基金の充当先事業である看護師修

学資金貸付事業の増額に伴いまして、同基金の繰入額を増額するものでございます。 

  19款繰越金の増額につきましては、歳出追加補正額３億4,492万4,000円に対し、歳入追加

補正額から不足する一般財源として、前年度繰越金3,252万6,000円を追加するものでござい

ます。 
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  以上で歳入の説明を終わらせていただきまして、議案書の48ページをお開き願います。 

  議案書48ページの第２表繰越明許費補正についてでございますが、こちらは地方自治法第

213条第１項の規定により、翌年度に繰り越して事業を行う必要から、繰越明許費を定める

ものでございます。 

  事業の内容につきましては、５款農林水産業費、１項農業費の農地整備事業につきまして、

農地耕作条件整備事業の一部について翌年度に繰り越して執行を行う必要から、繰越明許の

手続を行うものでございます。 

  以上で、議案第38号の説明を終了させていただきます。 

  よろしく御審議、御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これから説明に対する質疑を行います。 

  質疑をされるときは、ページ数及び款、項、目、節または事業番号を指示の上、質疑願い

ます。 

  別冊事項別明細書１ページから７ページまでの１総括、２歳入、３歳出全般についてと議

案書つづり45ページから48ページ、予算総則第１表歳入歳出予算補正、第２表繰越明許費ま

での全般についての質疑ありませんか。 

  ３番、中島議員。 

○３番（中島 勲君） １号説明書の６ページ、コードナンバー001460について質問します。 

  懸案事項であったししゃものふ化場の件でございますけれども、これを委託するに当たり

まして、これは町独自の財源ですね。これについて、地元の漁協、それから胆振管内ししゃ

も漁業振興協議会とあるわけですけれども、こことの協議はどのようになっているのか。 

  それから、もう一つは、この委託をする場合の委託先、それから内容、どういう内容で委

託をするのか、それから、その委託した結果をいつまでに期限を切っているのか、この辺に

ついて質問をいたします。 

○議長（三倉英規君） 今井産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（今井 巧君） 鵡川漁協等々との協議の経過ですけれども、まず、鵡川漁

協の役員さんとは６月２日に意見交換を行いまして、大方の考え方につきましては承認をい

ただいているところであります。ししゃものふ化場検討委員会につきましては、７月４日に

予定をしているところでございます。 

  委託先の関係ですけれども、今回の関係につきましては、ししゃものふ化場に係る建築工
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事とあわせまして、屈斜路湖の護岸整備等の関係がございますので、そういったコンサル業

務に適合するコンサル業者を選定することで、今後予定をしているところでございます。 

  この成果品につきましては、まだ細かい期限については決めておりませんけれども、一応

年度末、今年度末をもって成果品を納めていただくということで予定をしているところでご

ざいます。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

○３番（中島 勲君） ちょっとお聞きした中で、理解というかな、はっきりしなかったんで

すけれども、いわゆる、どういう内容で委託をするんですかということなんですよ。例えば、

鵡川の橋の近辺がいいのか、いや、ずっと春日のほうがいいのかとこういう範疇で設計依頼

するのか、あるいは、いや、大体、ちょうど今まで調査、設計に向けて議論したところを対

象にして、具体的に、先ほどの説明では概略設計という説明があったんですけれども、そう

いう設計をするのか、その点はどうなんですか。 

○議長（三倉英規君） 今井産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（今井 巧君） 失礼いたしました。 

  今の概略設計の関係につきましては、候補地、場所選定箇所等については、一定場所を選

定した前提で設計を進めることで考えております。 

  今回の概略設計の内容といたしましては、建築構造物に係る断面図ですとか、そういった

構造関係に係る設計、または護岸整備に係る構造物等の関係についての設計になりますので、

候補地を選定するための設計ではございませんということで、御了解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（三倉英規君） 中島議員。 

○３番（中島 勲君） 今、構造物の設計までという説明だったんですけれども、そうなりま

すと、このししゃもを中心にした漁業資源の調査を、これは室蘭にあるんですけれども、漁

業栽培公社というんですか、ここの担当職員、職員といっても博士ですけれども、この方が

ずっとむかわ周辺を調査しているわけです。そういう調査員というか、その博士の控室とい

うんでしょうか、部屋というんでしょうか、スペースを設けてあげたほうが本来のししゃも

の研究にも役立つでしょうし、近隣の漁業資源のためにも役立つと思うんですけれども、こ

の辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（三倉英規君） 成田産業振興課長。 

○産業振興課長（成田忠則君） ただいまの質問にお答えをしたいと思います。 
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  先ほど今井主幹のほうから、ししゃもふ化場の検討委員会というものを７月４日に開催を

するというお話でございましたけれども、このふ化場の検討委員会につきましては、漁業関

係者、漁協ですとか水産試験場、栽培公社等々も入ってございまして、その中でるる説明を

してきたところでございます。 

  今年については７月４日ということでございますけれども、昨年もふ化場の検討委員会と

いうものを開いておりまして、この中でいろいろ、各関係方面からも意見を頂戴してござい

ます。そういう意味で、意見反映というものがこの中でされていくということでございます

ので、そういう点では、ししゃもの生態等もその中でお話もさせていただくというようなこ

とで、建設に当たっての考え方というのはこの中で議論されていくという認識でございます

ので、御理解をいただきたいというふうに思います。 

○議長（三倉英規君） ほかに質疑ありませんか。 

  三上議員。 

○５番（三上純一君） １点だけ確認したいと思います。 

  ６ページの1410鳥獣対策事業に関して伺います。 

  エゾシカの捕獲の関係で1,500頭分追加ということですけれども、相当数、鹿の処理につ

いては増えてきているんだろうなというふうに思っていますけれども、御承知のように、町

内ではハンター兼ねて処理場を開設して、いろいろ処分しているという方も何人かおられる

のかな。そうした方々との連携というか、処理も含めた連携はどのように今、されているの

か、また考え方はどうなのか、そうした人方との連携はどうするのかということを伺ってお

きたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 成田産業振興課長。 

○産業振興課長（成田忠則君） ただいまの鳥獣関係の質問についてお答えをしたいと思いま

す。 

  基本的に有害鳥獣駆除ということで、エゾシカの駆除につきましては、猟友会を通じて駆

除させていただいているというところでございます。今回のこの補正の部分についても、猟

友会で捕獲をしたエゾシカに対して１頭当たり8,000円の助成をするということで、国から

の補助金をいただきながら駆除をしていくということでございます。 

  エゾシカの駆除に当たりまして、有効利用できる鹿肉については、先ほど三上議員からも

ありましたとおり、この加工施設というものが猟友会の中で、鵡川地区では２軒ほど処理場

をつくってございますので、その中でお金に換えていくような仕組みづくりというようなこ
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とも考えていただいて、処理をしていただいているということでございます。また、穂別地

区にも１軒の処理場ということで、起業力耕上のほうの補助金を使いまして、こちらも建設

をするというようなことになってございます。 

  こういう中で、猟友会さんとは常日ごろから情報交換もしておりますし、そういう意味で、

エゾシカの有効活用なんかもこの中でのお話の中ではしていたというようなことで、お願い

をしているような実態でございます。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 三上議員。 

○５番（三上純一君） 猟友会がメーンとなって処理しているということですけれども、2014

年ごろあたりは約3,500頭ぐらい捕獲したと。現在はもっともっとすごいんだろうなという

ふうに思っています。 

  猟友会に全てそういうふうに委託してやってもらって、頑張ってもらっているんだけれど

も、これだけの総頭数が、頭数全部そういうきちっとした処理をされていないのでないかな

というような心配もしているんです。だから、実際にそういう処理ができない場合、きちっ

とした生肉処理ができないような部分というのはどういう処理をしているのか、また、それ

を行政としてどういうふうに確認しているのか、再度伺います。 

○議長（三倉英規君） 成田産業振興課長。 

○産業振興課長（成田忠則君） 有害駆除された鹿の件につきましてお答えをしたいと思いま

す。 

  基本的には、農地に出没する鹿については、駆除された後、有効活用できるものについて

は持ち帰り、肉処理ということで加工処理をすると。できないというような場合については

農地の中で埋設をしてもらうというようなことで、有害駆除の要請があった農家の方の場内

において処理をするというようなことで、やっているということでございます。 

  なお、その際の確認については、私ども出向いて確認をするということはしておりません

で、基本的に鹿の駆除については尻尾を持ってきていただいて、あとは写真を添付していた

だいて、処理をしているというような状況を確認しているということでございます。 

○議長（三倉英規君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

  佐藤議員。 

○２番（佐藤 守君） ５ページの農林水産業費の農業基盤整備事業、これの３億についてお
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伺いしたいと思います。 

  先ほどの34号との絡みも出てくるのかなと思うんですけれども、今の説明の中では、既に、

もう今から繰越明許費ということで計上されているというその理由ですね。予算はついたけ

れども、年度内にもう既に執行は無理だよと、そういう状況があって繰越明許費という形を

とっているのか、その点、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 為田地域経済課長。 

○地域経済課長（為田雅弘君） 農業基盤整備事業につきましては、今回の補正予算成立後、

指名競争入札にかけて発注する予定でおりますけれども、農地の箇所によりましては、秋の

施工が不可能な場合、冬期施工を行いますと、例えば規模拡大、基盤整備をした場合、どう

しても冬期施工が向かない箇所が出てくる可能性もございます。そういった場合には、春施

工で、翌年の耕作までに間に合わすように３月から４月にかけて施工する予定の箇所も出て

くることも考えられますので、繰越明許ということで処理することを考えております。 

○議長（三倉英規君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤 守君） いま一度確認しますけれども、先ほど34号の案件で、一応今後の希望

に関して、鵡川地区60名、穂別地区30名、90名という、そういう御答弁をいただいたんです

けれども、今回のこの事業の中にはその90名という枠というのは入る形になるのか、その点、

もう１点確認をしたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 東産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（東 和博君） この事業に関しましては、基本２年事業というふうに考え

ておりまして、今年度につきましては、暗渠排水で83.55ヘクタール、区画拡大で38.44ヘク

タールとこの事業量を見込んでございます。また、次年度の事業量につきましても、ほぼ同

等の規模の面積で事業を考えてございます。 

○議長（三倉英規君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤 守君） そういうことではなくて、先ほど90名のちょっと答弁があったもので

すから、それで、90人の枠というのはその中に全員入るのか、いや、５割ぐらいしか入りま

せんよとかそういう状況なのか、その点だけ確認させてください。 

○議長（三倉英規君） 東産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（東 和博君） すみませんでした。この91名の枠は全員入っておりますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 
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○４番（大松紀美子君） まず、３ページの274恐竜プロジェクト事業の中の調査委託料と製

造等委託料の具体的な内容について伺います。 

  それから、先日むかわ竜の一般公開をしたときに、さまざまなグッズが販売されていて大

変盛況だったんですけれども、あれはどういった方々がどのようにしてつくられて販売した

のか、その辺もちょっと具体的にお聞きいたします。 

  それから、７ページの2487の学校給食施設管理運営事務についてなんですけれども、体制

強化を図るということの意味なのかなと思って見ていたんですけれども、臨時職員賃金が入

っております。それから消耗品費、燃料費、いろいろあるんですけれども、これらについて

の具体的な内容について伺いたいです。 

  それから、施設用備品費で100万円、昨日の一般質問の中でも出ておりましたね。備品等、

調理器具の不足が判明して、年度内に処理できるお金があって処理できるものは買いました

と。しかし、不足だったので新年度予算に回すような話もあったんですけれども、その辺の

事情についてはもうちょっと伺いたいと思います。 

  それで、もう一つは体制の強化という点で、給食センターには事務室ってありますよね。

昨日もセンター長なりが常駐して取り組まなきゃいけないんじゃないんですかってお話しし

たんですけれども、例えばこの関連する３者が、やはりそこの事務室なりに一定の時間集ま

っていろんな日々のこと、事務処理を連携しながらやっていくという点では、私はそういう

場が必要だと思っているんです、昨日も言いましたけれども。それで、例えば臨時職員の人

なんかが入ったときにどこで仕事をするのかとか、そういうことも私はとても関心があるん

ですけれども、その辺についても今考えがあるんでしたらお答えいただきたいのですが。 

  それと、ごめんなさい、戻るんですけれども、６ページの1460のししゃもの資源管理型、

ちょっと私も忘れてしまっているのかわからないんですけれども、ふ化場はここに建設する

ということはもう決まっているんでしたか、これから決めるんですか、その点だけ伺います。 

○議長（三倉英規君） 加藤恐竜ワールド戦略室主幹。 

○恐竜ワールド戦略室主幹（加藤英樹君） それでは、一番最初の274、コード番号の事業に

ついて御説明をさせていただきます。 

  まず、今回の274の補正の内訳ですけれども、先ほど財務グループ主幹からお話あったと

おり、スコッティ展をしたいという一つの……すみません、ティラノサウルス・レックスの

恐竜展をやりたいということがまず１点。 

〔「わかるように言って」と言う人あり〕 
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○恐竜ワールド戦略室主幹（加藤英樹君） 申しわけございません。それともう１点が、むか

わ竜の商標登録を行いたいというこの２本から、今回の補正を出しております。 

  まず、ティラノサウルス・レックスの関係でございますが、そちらにつきましては製造等

委託料44万円となってございます。この内容は、今回のティラノサウルス・レックスは、分

解するとパーツが約25から50ぐらいになる、細かく分かれておりまして、それらを組み立て

るのにやっぱり専門家の指導が必要だということで、そちらの委託料としての製造等委託料

44万円となってございます。担当の者が本州から来るものですから、そちらを含めての内容

となってございます。 

  もう１点の調査委託料につきましては、商標登録ということで、前段にはむかろんが商標

登録をとっておりますが、そちらの商標８区分の内容が、見積書によりますと90万円という

ことになっておりまして、その商標登録の区分に対する負担金ということになります。 

  以上です。 

〔発言する者あり〕 

○恐竜ワールド戦略室主幹（加藤英樹君） もう１点、販売のグッズでございますけれども、

グッズにつきましては、むかわ町恐竜ワールドセンターさんが行っておりまして、センター

の製造販売部門が地域のいろんな方にお願いをして、手づくり品として製造しているもの、

そして販売業者のほうから買い取ったものも販売されていたというふうに聞いてございます。

ほとんどのものが地元の手づくり品というふうになっているかと思います。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 今井産業振興課主幹。 

○産業振興課主幹（今井 巧君） ししゃものふ化場の建設候補地の関係ですけれども、当初、

鵡川橋下流の町有地と鵡川橋上流の河川敷地が一応、候補地として選定されていたところで

あります。ししゃものふ化場に関しましては、安定した水位の確保ということが前提という

ことで、その２つの候補地が挙がっていたわけですけれども、昨年８月以降、苫小牧河川事

務所と協議を進めてきた結果、鵡川橋上流の河川敷地につきましては既に居住されている方

がいらっしゃいまして、占用許可がされているので二重の占用許可ができないということで、

最終的には、鵡川大橋下流の町有地を候補地として絞ったところでございます。 

○議長（三倉英規君） 中村生涯学習課参事。 

○生涯学習課参事（中村 博君） 2487の学校給食施設管理運営費事務に係る経費の説明をい

たします。 
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  まず、臨時職員賃金でございますけれども、これについては、鵡川地区においては学校給

食における公務補の給食作業の補佐的な業務、それから公務補の休みに伴う臨時的な対応な

どのための賃金で、雇用１名を配置するということとしております。 

  それから、消耗品関係でありますけれども、給食センターでの調理に係る消耗品を用意し

てきましたけれども、調理業者からの必要物品の不足の指摘から必要なものと判断しまして、

購入していかなければならないことから計上させていただいております。例えば、昨日教育

長からも申し上げておりましたが、包丁、ざる、へら、その他多くの部分で作業工程ごとに

職員分の数が必要なことから、そのものの経費、それと、そのほか個々の必要な物品、粉用

のカップとか缶切りとか密閉容器、また学校からも要望がありました御飯のしゃもじですけ

れども、一応クラスごとに１個を用意はしていたのですが、効率が悪いという部分で、やは

り複数あると効率がよくなって短縮されるということから、そういう物品等など、さまざま

な部分にかかわりますが、その経費としております。 

  それから、次に燃料費でございますけれども、両地区ともでありますが、一部暖房にも使

用されている給湯ボイラーがありますが、その分について見落としていたということで、そ

の灯油の経費であります。これについては、当初予算において確認がされていなかったこと

に原因がありまして、大変申しわけなくお詫び申し上げたいと思います。 

  それから、通信運搬費については、当初予算において栄養教諭のチームについては、職員

室での作業を想定し、給食センターでの事務は想定していなかったことから、配置後であり

ますけれども、センターでの事務が主になるということがわかりまして、それについて電話

の設置及びインターネット環境の整備が必要となり、その経費を計上させていただいており

ます。 

  手数料についてでありますけれども、これについても、当初予算において計上すべきもの

としてあったものが、見落としがあったということであります。それと、使用料については

穂別地区の情報端末の設置に伴う経費であります。 

  それから、備品購入費については、荷受け台、それからてんびん用の台、それから移動台

とか、いろいろさまざまな備品等がありますけれども、急ぐものについては現計予算の中で

対応をして、発注を今している段階でございます。その中で、今現在代用品として配置して

おりますものを、スタッキングカートでありますけれども、その分が今後、予算として不足

することから、その分を予算計上させていただいて、できるだけ早い段階で発注し、整えて

いきたいという考えから計上させていただいております。 
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  以上です。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 今の御質問の中で、事務室での職員の常駐という部分がござ

いましたので、その部分についてお答えをさせていただきたいと思います。 

  現在、事務室には机が２つ置いてございまして、学校栄養教諭と、あと一人はセンターに

かかわる人間が行くという、それが常駐というところまでいくかどうかは別ですけれども、

職員の状況も含めまして、必要に応じて職員がその部屋に行って、打ち合わせをしたり事務

をとったりするようなことができるように考えてございます。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

○４番（大松紀美子君） 最後のほうから、ちょっと伺います。臨時職員賃金のところがよく

わからなかったんです。もうちょっと詳しく説明してください。 

  あと、何かもう余り聞かないほうがいいのかなというような感じになっちゃっているんで

すけれども、結局何でしたっけ、消耗品費も出ているんです。いろいろ何が足りなかったと

か。でも、これはもう用意されているんですよね、当然。わかった段階で発注して、もう到

着していると思うんです。だから、これはもう既に買っちゃっているけれども、予算は今出

しているという。これがいいのかという、私はそれがずっと疑問でね、こういうのをいいの

かなというのがあったりして。それで、ちょっと、それが違うならちゃんと説明してほしい。

それじゃないと、何かもう誤解ばかりしているというか、勘違いばかりになっちゃうので、

これ、きちんと整理して伝えていただかないと、私どもは誤解します。その辺で、昨日の続

きで、もう何か、本当、余り聞かないほうがいいのかなというふうになっちゃっていますの

で、ちょっとその辺、聞いている私どもがすっきりするようにちょっと説明してください。 

  それで、常駐するかしないかは、私、１つだけ安心したのは、栄養教諭さんがセンターの

中できちんとやっぱり調理する方と、たとえ立場が違っても一緒にやっていくわけですから、

その辺で常駐してやっていくというのは、もう当たり前のことだというふうに私は思います

ので、その辺だけはよかったなと思います。 

  ここで、責任ある者がやっぱりきちんといて、昨日も言いました、３者が連携してやると

いうようなことをきちんとやらないと、また何か起こったときに困るというのは、もうくど

くど言っていますけれども、やっぱりそういうことにつながりますので、この辺はやっぱり

きちっとやっていただきたいというふうに思います。説明してください。 

  それと、ししゃもの下流。下流っていうと、ああ、そうかそうか、海に近いほうが下流。 
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〔「そうそう」と言う人あり〕 

○４番（大松紀美子君） ああ、わかった、それならわかりました。何か下流と上流がちょっ

と私、反対になっていて。はい、わかりました。橋の向こうが下流、海。はい、わかりまし

た。 

  それと、ティラノサウルス・レックスだかという、これ組み立てるのに44万円、旅費とか

も含めてなんでしょうけれども、これ、結局またしまわなきゃいけないんですよね。しまう

のは誰がしまうのかなと。また、例えばこれ出して組み立てるといったらね、またお金がこ

うやってかかっていくわけでしょう。この辺、だから入れものをつくれと言っているんじゃ

ないんですよ、私ね。その辺は誤解しないでほしいですけれども、その辺の考え方、もう一

回ちょっとお聞きします。 

○議長（三倉英規君） 田所支所長。 

○支所長（田所 隆君） まず、恐竜のティラノサウルス企画展についての製造組立委託につ

いて、撤去も入っているのかという部分だと思いますけれども、このティラノサウルスにつ

いては、その大きさが全高５メートル、全長12メートルといわれています。ですから、むか

わ竜よりも一回り以上大きなものになります。これの全身骨格標本ですので、骨それぞれが

ばらばらになって、それを組み立てるという方式になります。 

  これに係る、いわゆる現場監督さん、手慣れた方をお願いして、地元の業者、あるいは地

元の協力団体を募って組み立てていきたいと。と同時に、撤去についても、同じようなやり

方で同じような方々が撤去をしていくと。ということは、今後それを組み立てる撤去という

作業を、地元の企業等ができるような仕組みをつくっていきたいというふうに考えていると

ころであります。 

  時期的には、はっきりはまだ決まっていませんけれども、９月15日ごろから約２週間程度、

いわゆるシルバーウイークの期間にそれを展示したいというふうに考えているところであり

ます。これは恐竜ワールドセンターさんも強く、このティラノサウルス、せっかく博物館で

所有したということで、それを展示しないというのはいかがなものかという要望がありまし

たし、教育委員会サイドも、やはり一度町民の方々に展示をして、いわゆる恐竜ワールド、

恐竜の世界感というものですが、改めて味わっていただきたいということ、そして、恐竜ワ

ールド戦略室でも切れ目のない取り組みを、そして情報発信をしていきたいという思いから

取り組みたいというものであります。 

  以上です。 
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○議長（三倉英規君） 髙田総務企画課長。 

○総務企画課長（髙田純市君） 今、御質問の中に、予算編成前に既に執行したのではないか

というような御質問ございましたので、この部分につきましては、議会と執行部との信頼関

係、審議に大変重要な観点でございますので、私のほうから少しお話をさせていただきます。 

  予算編成前、議会議決後に予算を執行する前に、先食いをしてといいますか、予算編成を

充て込んでの執行は、厳正な財務グループのほうでの管理をしておりますので、絶対ないこ

とをお話しさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 誤解を招いていたとすれば、ちょっと説明不足であったこと

をお詫び申し上げます。 

  まず、臨時職員の部分でございますけれども、事務的な部分、人的体制の整備については、

理事者と協議して、いずれ発表されるかと思いますけれども、どうしても現場で動く部分を

含めて人が足りないと、特に鵡川中学校等、エレベーター１つで１階、２階に物を届けると

きに、どうしても限られた給食時間の中で、どうしても人が足りない部分等ございます。そ

ういった部分も含めて、当初職員での対応も考えていたんですが、そうではなくて臨時職員

で対応できる部分があるということですので、そういった公務補の連携をしながら、そうい

った現場対応をしていきたいという部分で、臨時職員という要求になってございます。 

  あと、消耗品等についても、先ほど今、課長がおっしゃったとおり、今すぐ必要なものと、

その当時トレーニングを始めるために必要なものと、それ以降、例えばこれから１年間稼働

していく中で必要なものという部分で不足が明らかになった部分を、今回補正として挙げて

いるということで、それ以前の部分については、既定予算の中で対応できる部分は対応して

いるということでございます。 

○議長（三倉英規君） 大松議員。 

○４番（大松紀美子君） ちょっと最後に１点だけ、今の臨時職員の方がどんなお仕事するの

かという。これはきっと各学校ごとにいなければだめだということなのか。これ何人分で、

どこの学校とどこの学校に勤務して、結局、給食を受け入れると、それから受け入れて各教

室に持っていってもらわなきゃならないと、それからまた、終わったら車に積み込んで、空

いた食器を持っていってもらうわけでしょう。そういったことのための仕事をする臨時職員

の方を採用すると、今後。これは、これからずっと、もうずっと、これからずっと給食があ
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る限り、やっぱりこういう体制をとっていくということで決めたんでしょうか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 給食の配送につきましては委託業者が行います。その委託業

者が給食センターから運び出しまして、各学校の配膳室というところまでを持っていきます。

そこから今度、各学校のクラスごとであったり、いろんな教室ごとに持っていくだとか、そ

ういう作業がございます。基本的には、学校の公務補さんにもそこはやっていただくような

ことになっているんですが、もちろん学校の先生も含めてやるんですけれども、その中で、

どうしても公務補さんも休むこともございますし、いろんなケースが考えられます。そうい

ったときにフレキシブルに動けるように、もちろん職員も行くんですが、その辺の体制強化

というか、そういったものをやっていただくために、臨時職員を今回要求させていただきま

した。 

〔「どことどこですか」と言う人あり〕 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 例えば、どことどこでなくて、全体をどこでも回れるように

ということで、基本的には鵡川地区が多いと思いますけれども、そういうことで考えていま

す。 

〔「何人」と言う人あり〕 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） １人です。 

○議長（三倉英規君） ほかに質疑ありませんか。 

  北村議員。 

○１１番（北村 修君） ３つほどお伺いしますが、１つは、説明書４ページの児童福祉費の

地域保育所に係る問題です。この中身を伺いますとともに、田浦保育所ということなんです

が、ここで保育士が欠員となったということで、その代替として行っているのが、子どもセ

ンターのほうから行っているということになっているんですが、それはどの程度まで続けて

いくのか、その後の体制というのはどのように考えておるのかということについて、お伺い

をしておきたいなというふうに思います。 

  それから、２つ目が５ページの環境衛生の問題で、この簡易水道施設事業補助金、これは

宮戸ということなんですが、あわせて川東地域が、この間、汐見２区あるいは１区を含めて

相当数、こうした簡易水道の補修等をしなければならないという事態が生まれています。今、

汐見の浜付近の高台でも、そうしたことがまた出ている。これらは地形の変化といいますか、

さまざまな農地等の開発等々、あるいは森林伐採等々の影響があって、そういう地域の地殻



－130－ 

変動が起きているんだろうというふうに思っておりますが、こうした事態がるる続くことに

なる、また、これは今後とも考えられる。そうすると、こういうところへの宮戸、川東にも

上水道が行っているわけで、そういうことの手当ても含めて検討していく時期に来ているん

じゃないかというふうに考えるんですが、そこら辺を含めてお伺いをしておきたいなという

ふうに思います。それが２点目。 

  ３点目ですが、私も給食問題で２つほどお伺いしておきたいというふうに思います。 

  昨日からの議論でるる、これからの対応として、町長も教育長も安心・安全なおいしい給

食という、安全・安心を強調されておられます。そこで、改めて確認をさせていただきたい

というふうに思うんですが、今回の延期になった理由に、教育長の御発言にもありますよう

に、委託業者との打ち合わせ、そういうトレーニングの中でそういう事態が発生してきたと

いうふうに言われております。それで、本町の給食の方法は、これは非常になかなか進んだ

ものだというふうに、私は計画としては思っているんです。いわゆる食材の調達にしても行

政がやるよというふうにして、本当に安心・安全に向けた努力がされているんだなというふ

うに思います。その点で、１つ、２つお伺いしておきたいと思いますが、本町は全道でも最

後のほうだということもありますので、やっぱりすぐれた経験は取り寄せていくというのは

大事だと思うんです。 

  聞きますと、この給食で、当然パンや麺食というようなこともあるやに説明会の中では言

われたような話を聞いておりますが、そうした場合に、例えばパンなどでは、この道産品を

使う、これはもう既に音更だとかそういうところで始まっております。そういうふうにして、

輸入物を含まない安全・安心、こういう努力が大切だというふうに思っているんですが、そ

ういうようなことを含めて、この食材調達というのを従来どおりの計画の中であって、そう

いうすぐれた経験なんかも取り入れていくという、そういう上で安心・安全ということをさ

らに追及していくという立場をとっていくというふうに思っているんですが、そこら辺を改

めて確認をさせていただきたいというのが、２つ目かな、１点であります。 

  それから……そこだけにとどめておきます。以上での質問にしておきます。 

○議長（三倉英規君） しばらく休憩いたします。 

  再開は午後３時40分です。 

 

休憩 午後 ３時２１分 
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再開 午後 ３時４０分 

 

○議長（三倉英規君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  藤田健康福祉課主幹。 

○健康福祉課主幹（藤田浩樹君） 私のほうから、ひまわり保育所の備品のほうについて御説

明を申し上げます。 

  備品購入費の施設用備品の内訳については、ファクスと掃除機でございまして、ファクス

については９年以上経過、掃除機については10年以上経過しておりますということと、また

耐用年数がそれぞれ５年、６年ということでございまして、このたび故障により更新すると

いうことでございます。 

○議長（三倉英規君） 高橋健康福祉課長。 

○健康福祉課長（高橋道雄君） 引き続きまして、北村議員のほうから田浦のひまわり保育所

の嘱託の保育士の関係で御質問ありました件について、お答えをさせていただきます。 

  田浦のひまわり保育所につきましては、今年３月に保育士が１名退職したものですから、

一応その分につきまして補充という形で募集をしていました。ただ、期日までに応募がなか

ったことから、既存の児童クラブのほうから有資格者を１名異動いたしまして、今年１年間

対応していくという考えでございます。また来年度に向けて体制確保という形で考えていき

たいと思っておりますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） パンと麺についての学校給食の食材の道産原料等の確保のお

話についてお答えをしたいと思います。 

  現在お願いをしているところは、道内産にこだわったパンと麺の製造業者さんにお願いを

しております。ちなみに、お米についても町内産100％で対応しております。 

○議長（三倉英規君） ほかに質疑ありませんか。 

  兄後建設水道課主幹。 

○建設水道課主幹（兄後敏彦君） 私のほうから簡易給水施設事業補助金のことについて御説

明したいと思います。 

  本件、宮戸水道組合において、去る３月下旬に水中ポンプが故障しまして、１日断水とな

ったところでございます。それでもって、ここの組合の給水世帯は18世帯、49人が利用して

いる現状でございます。故障したポンプについては平成２年に設置したもので、耐用年数15
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年を超えており、更新について補助要望があったもので、施設の内容等を確認したところ補

助対象となる施設で、今回補正を要求したところでございます。 

  先ほど北村議員さんの御質問の中で、そのほかの施設についても、汐見地区等について水

位の低下等が見られるのではないかという御質問でしたが、そのほかにも二宮地区、生田、

そういうところが、水道施設がもうつくってから50年以上たつようなところばかりでして、

今老朽化がかなり進んできているところでございます。そういったことから、今後、水道の

未普及地域、自家用井戸を含めて調査をしまして、対策等を検討してまいりたいというふう

に考えてございます。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

○１１番（北村 修君） １つは地域保育所の関係であります。今、課長のほうからお話があ

りましたが、今年１年間は、田浦についてはいわゆる児童クラブ、子どもセンターのほうか

らの派遣でやるということなんですが、じゃ、子どもセンターのほうはどうするのかという

問題が、臨時で対応という話も聞いておりますけれども、どんなふうにしていくのか。 

  関連して、ちょっと問題になっているんじゃないかというふうに思うんで聞きますが、こ

の間、いわゆる児童クラブ、子どもセンターのほうに入所したいと。障害を持つ子どもさん

らしいんですが、入りたい。しかし、それは入れない。なぜかというと、対応する職員が不

足だということなんですね。 

  この事案と直接関係あるかどうかというのはちょっと議論があるところですけれども、い

ずれにしても、子どもセンターのほうの職員を派遣して、そこが十分手当てされていないと、

そこに次に子どもさんが入りたいとしても対応できないという問題があるんじゃないかと思

うんですが、そういうふうな状況をどうされておるのかを含めて、改めて伺っておきたいと

いうふうに思います。 

  それから、上水道の簡易水道の問題ですが、調査をしてということなんですが、あわせて、

この間、汐見で水が枯渇したということで対応してほしいという話もありましたが、その後

いろんな経過があるようですけれども、その後の経過はどうなっておるのか、あわせて伺っ

ておきたい。そういうことの一つの将来的な解決として、私は上水道の拡張ということも必

要だなというふうに思っているんで、伺ったわけであります。 

  ３つ目の学校給食の問題でありますが、そういうふうにしていただければいいなというふ

うに思って、ぜひそうした方向を追求してほしいというふうに思っているんですが、そうし
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た点を今回、委託業者なんかとの間では、そういった点はちゃんと食材の調達の方法なんか

は十分合意ができているのかどうか。そういう話し合いというのはどのような形でなされて

きたのかですね。それは業者が何を言おうと物は言わせないよと、私どもの方針で行くよと

いうふうな形になっているのか、そこら辺を含めて改めて伺っておきたい。 

○議長（三倉英規君） 高橋健康福祉課長。 

○健康福祉課長（高橋道雄君） ただいまの地域保育所の関係ですけれども、嘱託職員という

方につきましては有資格者ということで、地域保育所のほうに異動をしていただいたという

ことです。その後の児童クラブの職員につきましては、現在、臨時職員の方を１名配置して

いまして、その中でローテーションを組んで対応しています。 

  今、関連でございました障害児の関係とかにつきましては、御相談があった段階で加配等

の予算措置をして、職員を配置した上で対応していくということで考えてございますので、

職員の人数としては、今現在、減っているというよりも同じ人数は確保しています。ローテ

ーションは回っています。ただ、それにさらにまたお子様が必要な場合には、新たにまた職

員を確保して対応していくという考えでございますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（三倉英規君） 山本建設水道課長。 

○建設水道課長（山本 徹君） ただいまの質問にお答えしたいと思います。 

  北村議員が今おっしゃられた汐見の水量の減少の部分については、うちの水道担当のほう

に相談に来ていることは事実であります。その中で、今までいろいろ事情を聴取しながら、

いろんな対策、そして案という部分で話し合っている最中なんですが、近年そこだけじゃな

く、川東につきましてはいろんな組合、そして利用組合、個人の井戸の水質、そして水道の

部分がかなり不安定なところが頻繁に出てきております。そういう部分で、平成29年度に上

水道の整備計画を一応検討しているんですが、その中で、まず現状を把握しまして、全町の

水道の部分も含めて、どういう方策があるか検討していきたいなと考えておりますので、御

理解していただければと思います。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 食材の確保に関して、委託業者等の対応という御質問だった

と思います。 

  そもそも町が発注する食材については、町が発注するという基本がそこにあったわけでご

ざいまして、委託業者がどうこう言うという部分は、その食材の衛生基準といいましょうか、

その辺のことに関しての管理のみで、どういうものを食材として提示をするかということは
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町の側の責任として考えてございます。 

○議長（三倉英規君） 北村議員。 

○１１番（北村 修君） 保育士の問題ですが、現状を聞きますと、嘱託職員を地域保育所に

回して、そしてセンターのほうは臨時職員で対応というようなことでやっておるということ

なんですが、そういう方法でいいのかどうかということですね。 

  私、今、障害児の問題をちょっと例に挙げましたけれども、この問題も具体的に言えば、

この４月にむかわ町に転居されてきて、そして入学され、放課後そこに預けたいという要望

があったと。しかし、現場としてはそういう対応ができるような職員体制にないということ

なんですね。だから、その場その場ではなくて、やっぱりそういうものに十分対応できるよ

うな、子育て支援という形で町長が行政を進められている、そういうふうな一つの大きなテ

ーマの中にもあるわけですから、私はそういうのに機敏に応えるような状況をつくっていた

だきないなと。どこからどこかへ回してあとは臨時でという、こういうやり方がどうなのか。 

  いろいろ職員の問題には財源の問題等々もあろうかと思うんですけれども、そういう意味

で、前段、28年度の決算の状況も聞きました。そういうものからすれば、そういうことも可

能なわけでありまして、私はそういう要望に応えるような体制にぜひしていっていただきた

いというふうに要望をし、再度意見を求めておきたいというふうに思います。 

  以上であります。 

○議長（三倉英規君） 高橋健康福祉課長。 

○健康福祉課長（高橋道雄君） 今の再度のお話につきまして、今いる臨時職員につきまして

も、実は保育士の資格を持っている方です。ただ、家庭等の事情もあって、臨時という形に

していますけれども。ただ、今回の３月の異動につきましては、保育士がそういう退職され

たということもございまして、今回そういう形の措置をとっておりますので、今後その体制

確保につきましては、保育士を確保しながら体制確保を図っていくという考えにつきまして

は今後も続けていきますので、そういった意味では、あくまでも今回は暫定的な措置という

形で押さえていただければと思います。 

○議長（三倉英規君） ほかに質疑ありませんか。 

  野田議員。 

○１３番（野田省一君） 給食の関係について、2487ですけれども、制度設計というか、建物

自体の設計と内部の機器の設計というのはこれ、業者委託をして設計されたと思っていたん

ですけれども、設備に関して、備品に関して、そこまで業者委託して設計されていたのかど
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うか。３回しかできないので、いたのであれば何らかの責任がそちらにあるのでないかなと

思うんですけれども、そこの点についてお伺いしたいと思います。 

  それと、もう１点、恐竜プロジェクト、274についてですけれども……ごめんなさい、も

う１つあった。今の2487学校給食の関係ですけれども、食材については、現状では町内業者

の発注をしていないと聞いているんですけれども、現時点でね。ただ、いつごろから目安と

しては町内業者への発注に移るのか、考えというか予定があれば教えていただきたいと思い

ます。 

  それと恐竜プロジェクトの関係ですけれども、ティラノサウルスを展示して、９月ぐらい

ということで、先ほどある程度の日にちは出てきたんですけれども、前回のハドロサウルス

の関係でも非常にたくさんの方が来て、その後、実は、まだ何週間もたっていませんけれど

も、随分間違ってというか、どこにあるんだということで来られているという状況が、町内

の中でも実はあるということも把握されていると思いますけれども、そのときに使用したパ

ネルや何かは今後どういうふうな展開をしていくのか。このティラノサウルスまでちょっと

つなぐ間に、そういったものを利用していけないのかという思いがあるんですが、その辺に

ついて考えがあればお伺いしたい。 

○議長（三倉英規君） 吉田地域経済課主幹。 

○地域経済課主幹（吉田直司君） 今の御質問にお答えいたします。 

  学校改築の委託の中に、厨房機器等は委託業務の中に入っております。備品等、それから

消耗品という部分の考え方、それから厨房機器という考え方があります。大体の最低限のも

のは、厨房機器、それからその横に備えるような備品というのは、当初から設計のほうに入

っております。消耗品に関しましては、設計の委託の業務の中には入っておりません。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（齊藤春樹君） 食材の町内業者への発注の見込みという御質問にお答えをし

たいと思います。 

  今現在、登録をしていただいた業者さんと準備を進めていたところでございますけれども、

調理をするために必要最小限の規格のものが入るかどうかという調整が、なかなかできてい

ない部分がございました。町内というか道内も含めて、先ほどの質問にも関連がございます

けれども、町内・道内産の食材の確保というか、それの使用率を高めるという部分は優先順

位でございますけれども、一定の食材の規格に合ったものが入るかどうかという部分はまた

別問題でございまして、その町内事業者を最優先でというところよりも、安全・安心という
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部分、それから、今の給食の調理を行うために必要な基準を満たす事業者、物が納入できる

かという調整はまだちょっと完全に終わっていないところもございまして、今現在は、確実

に実績のある事業者さんから納入をいただいているというふうな状況で、この７月、１か月

間ですか、その辺の中で、また地元の事業者さんともいろいろ打ち合わせをしていきたいな

と思ってございます。 

○議長（三倉英規君） 加藤恐竜ワールド戦略室主幹。 

○恐竜ワールド戦略室主幹（加藤英樹君） 最後に、ハドロサウルスのレリーフの活用方法で

ございますけれども、実はいただいたときに余りの大きさにびっくりしておりまして、実際

に皆様も見たとおりでございます。設置場所を今まさに、どこに常設をしていきたいかとい

うのは検討中でございまして、もう少し時間を要して皆さんの本当にお目につくようなとこ

ろに展示できればと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

○１３番（野田省一君） 給食の話から入りますけれども、じゃ、その備品、今回足りなかっ

たものは、消耗品の中のものだったのか備品のものだったのか。今回。それは備品のもので

あれば、コンサルタントにかけてお金払って設計してもらっているんだから、もちろんそち

らに責任を求めるということが必要じゃないかなと思う。落ちついてからでもそれは構わな

いんですけれども、お金払ってやってもらったこと、プロにやってもらったことであれば、

消耗品であればこれは一体、消耗品の設計はどこがしたのかということ。お金払って消耗品

の設計しているのかどうか、ちょっとその２つを確認させてください。 

  それと、食材についても、地元業者も納品できるかなと思って期待しておりますので。急

にあさって持ってきてくれ、明日持ってきてくれと言われても、恐らく揃えられない事情も

ありますので。それと、始めたばかりなんで、もう来月からすぐという気は僕も思っていな

いですし、業者さんも余り、落ちついてからというような気持ちも、全員かどうかはわかり

ませんけれども、そういうような考えもあるみたいですから、十分時間に余裕を持って、地

元調達できるものを順に増やしていっていただきたいなと思っていますので、業者さんにも

いつごろまでにはというような、ちょっとお知らせをしていただけるとありがたいなと思っ

ています。 

  それと、パネルの件ですけれども、あれ、博物館の入って左側には置けないものですか。 

○議長（三倉英規君） 齊藤生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（齊藤春樹君） 御質問のありました備品と消耗品の関係でございますけれど

も、建物に所属する部分というのは最低限の部分と、先ほど説明があった、それは設計上、

なっていて、あと実際に、それは現場で動かすときに、どれだけのものが必要かという部分

は事業者との打ち合わせの中で決まってくるということで、消耗品関係、それから備品関係

についても一定程度は入れているんですが、それでもまだ不足があったというような流れで

ございます。 

  あと、食材の部分については、今後もその事業者さんと詰めていきたいと思っておるとこ

ろでございます。 

○議長（三倉英規君） 田所支所長。 

○支所長（田所 隆君） むかわ竜のレリーフ、模型ですね、これについて博物館展示は難し

いのかという御質問ですけれども、正面エントランスホールの両サイドの壁には、設置でき

るだけのスペースはございます。あと、四季の館にも展示できるスペースはあるというふう

に理解しています。ただ、今後、先ほどのティラノサウルスの企画展に、このレリーフも使

う予定でもあります。夏休み期間中は、穂別地区で大きなイベント、恐竜アカデミア2017と

いう事業もあります。ですから、夏休み期間中は穂別地区で、そして、９月はティラノサウ

ルスの一般公開にあわせて、移設可能な方法も考えながら、展示をどこにするか、最終的に

どこにするかも含めて、もう少し時間をいただきたいというふうに思っています。基本的に

は展示を活用しようと思っております。 

○議長（三倉英規君） 野田議員。 

○１３番（野田省一君） 最後の１回なんで。 

  給食の関係で、設計委託したところの責任のある、今回、誤りはなかったのかどうか、そ

の１点だけ、そこを確認してください。 

  それと、ティラノサウルスに関してはぜひ、あれからまだ尾を引いていますからね、ぜひ

早目に博物館の中、入って左側が一番いい、僕、はかっていないからちょっとわからないん

ですけれども、恐らく。できる期間していただければと思います。答弁はいいですけれども、

設計の話だけ。 

○議長（三倉英規君） 吉田地域経済課主幹。 

○地域経済課主幹（吉田直司君） こちらのほうで委託契約している設計に関しての不備な点

というのは、一切ありません。契約の中での全て終わっております。 

  以上です。 
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○議長（三倉英規君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第38号 平成29年度むかわ町一般会計補正予算（第１号）について採決しま

す。 

  お諮りします。 

  本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第38号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第15、意見書案第６号 オスプレイ飛行訓練の中止等を求める意

見書（案）を議題といたします。 

  本案について趣旨説明を求めます。 

  ４番、大松議員。 

〔４番 大松紀美子議員 登壇〕 

○４番（大松紀美子君） 意見書案第６号 オスプレイ飛行訓練の中止等を求める意見書

（案）について説明を行います。 

  今年８月に陸上自衛隊矢臼別演習場で実施予定の日米共同訓練に、垂直離着陸機ＭＶ22オ

スプレイが初めて参加する事、同機を使用した訓練場所として北海道大演習場も候補地とし

て検討していることが報道されました。 

  参加するのは、昨年12月に名護市の浅瀬に墜落大破したものと同型機です。米軍は、この

事故からわずか６日後に、機体の安全性が確認されたとして飛行訓練を再開しました。 

  墜落事故は、かねてより指摘されているオスプレイの構造的欠陥と危険性をあらわにしま

した。オートローテーションの不備、空中給油のハード面での欠陥や訓練の危険性に関する
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検証もなされず、また今回の事故原因の詳細な検証もされないまま、全国各地で訓練を再開

しました。 

  本道への飛来と訓練は地元住民のみならず、道民全体の不安を募らせるものです。 

  防衛省は空中給油訓練について「事故原因を完全に特定するには至っていない」としたも

のの、米軍の「安全対策は有効」との説明を受け訓練再開を容認しており、菅官房長官も

「防衛省、自衛隊の専門的知見に照らした結果、事故防止に有効と認められる対策を幅広く

とっていると認められた」としています。 

  国民の安全より、米軍の発表を鵜呑みにし「日米同盟」を優先した政府の態度に大きな怒

りが広がっています。 

  すでに沖縄普天間基地に24機配備（うち１機が墜落）している米軍は、横田基地に新たに

10機配備を予定、防衛省が購入を決めている17機と合わせると、51機ものオスプレイが日本

全土を飛び回ることになります。 

  低空・夜間飛行訓練や市街地上空飛行など、墜落の危険にとどまらず騒音や振動の被害・

不安が広がっています。 

  こうしたオスプレイの道内訓練は道民の安全を脅かすものであり容認できません。また矢

臼別演習場では、1997年以来米海兵隊の訓練が固定化され、2013年６月には、米海兵隊が誤

射した155ミリりゅう弾が演習場外の牧草地に着弾、地域住民を不安に陥れ、周辺自治体か

らも怒りの声が上がりました。よって、国に対して、下記の要項を強く求めるものです。 

  １、米軍に対して名護市での事故原因の徹底究明を求めること。 

  ２、オスプレイによる飛行訓練・空中給油訓練の中止、道内での飛行訓練の中止を米軍に

求めること。 

  ３、安全性の確証がないオスプレイの購入と運用を撤回すること。 

  ４、道内基地の機能強化、道内演習場の米軍使用を固定化しないこと。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出するものです。 

  よろしく御審議、御決定くださいますようお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 趣旨説明が終わりました。 

  これから趣旨説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 
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  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

  １番、山崎議員。 

○１番（山崎満敬君） これは大変、ちょっと微妙なことですが、国防にかかわることなので、

地方議会としてはなじまないということで、反対意見とさせていただきます。 

○議長（三倉英規君） 次に、原案に賛成者の討論はありませんか。 

  北村議員。 

○１１番（北村 修君） この意見書は、日本国民の暮らしにとって極めて危険な事態にある

ということから、今全国で、この危険なオスプレイの日本国内での飛行訓練等々はやめてほ

しいと、そういう声に基づいてのものでありますし、またこのオスプレイの配備が、沖縄か

ら始まりまして、その後全国各地に広がって、ついに北海道まで、そしてこの後半には、日

本の首都、東京のすぐ近く、横田基地に10機も配備するという、とんでもない状況になる。 

  御存じのように、オスプレイは米海兵隊の大量輸送ができるという輸送機でありまして、

戦争の道具そのものであります。これが、昨年の暮れに沖縄で、名護市の住宅地のすぐ近く、

名護市の東海岸ですね、あそこには安部地区という住宅密集地がありますけれども、ここの

すぐ近くに墜落。あと数秒でこの集落地に直撃というような危険な事態があったわけであり

ます。そして、こうした事態は、日本に2012年にオスプレイが導入されるという状況になっ

てから３年余りの間にも、ハワイでの墜落事故で２人が亡くなるなど、数々の事故が起きて

いることが証明されています。そうしたものを北海道にまでというのはちょっといかがかと

いうのが、この内容だというふうに私は思っております。 

  そして、この事故から明らかになったのは、日本の主権、独立というものがいかがなもの

か。あの事故でも、どう見てもどこから見ても墜落事故であります。それを不時着というふ

うに、ここにあるように、米軍が言えば日本も言う。まさに日本の主権、安全上の問題が問

われるというような内容、ただ起きた問題であります。こういうものが北海道に来るという

のは勘弁してほしいというのが、この意見書でありまして、私は道民の声として当然なこと

だというふうに思っておりますし、日本国憲法に照らしても当然なことだというふうに思っ

ておりますので、この意見書に賛成の討論とするものであります。 

  以上です。 

○議長（三倉英規君） 次に、原案に反対者の討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから意見書案第６号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立少数〕 

○議長（三倉英規君） 起立少数です。 

  したがって、原案は、否決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第16、意見書案第７号 ＪＲ北海道日高線の早期復旧を求める意

見書（案）について趣旨説明を求めます。 

  10番、津川 篤議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） ＪＲ北海道日高線の早期復旧を求める意見書（案）。 

  ＪＲ北海道は、昨年11月18日、ＪＲ単独での維持困難な線区として、10路線13区間

（1,237キロ）を発表した。この中には日高線（苫小牧－鵡川間）が含まれており、沿線の

住民は路線の存続に大きな不安を抱えている。 

  また、日高線においてはです、2015年１月に高波による鉄道施設の破損以降、鵡川－様似

間の運休が続いており、代行バスによる長時間乗車など、地域住民の生活に過大な負担が強

いられている。日高線は東胆振・日高地域にとって、開業以来歴史を刻んで通勤・通学・通

院などの移動手段として地域住民の生活を支えるとともに、地域間においても人の交流や産

業や観光振興による地域の活性化、地方創生に向けた取り組みにおいても、極めて重要な社

会資本である。 

  過去に富内線廃止を体験し、単に沿線自治体の問題にとどまらず、広く地域住民の生活や、

地域振興、経済にも甚大な影響を及ぼすものと危惧されております。 

  そもそも、ＪＲ北海道の経営が困難になった最大の原因は、国鉄の分割民営化時に設立し

た経営安定基金の利回り運用が低くなったことであり、国策の失敗と言わざるを得ないわけ

であります。 



－142－ 

  よって、ＪＲ北海道にとって、公共交通機関として必要不可欠なものとして判断し、地域

住民や沿線自治体の声を踏まえ、国からＪＲ北海道に対して、日高線の早期復旧を強く要望

することを求めます。 

  以上、地方自治法第99条の規定により提出しますので、よろしく御審議、御決定をいただ

きますようお願いを申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 趣旨説明が終わりました。 

  これから趣旨説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから意見書案第７号を採決いたします。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第17、意見書案第８号 平成29年度北海道最低賃金改正等に関す

る意見書（案）を議題といたします。 

  本案について趣旨説明を求めます。 

  ２番、佐藤 守議員。 

〔２番 佐藤 守議員 登壇〕 

○２番（佐藤 守君） 平成29年度北海道最低賃金改正等に関する意見書（案）について趣旨
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説明を行います。 

  この案件については、幾度か提案している意見書案でございまして、成果が少しずつあら

われている案件ではありますけれども、改めて提出するものでございます。 

  よって、要点のみ説明をしたいと思います。 

  最低賃金が上がらなければ、その近傍で働く多くの方の生活はより一層厳しいものとなり、

ひいては北海道経済の停滞を招くことにつながりかねません。 

  つきましては、北海道労働局及び北海道地方最低賃金審議会においては、平成29年度の北

海道最低賃金の改正に当たって、以下の措置を講ずるよう強く要望します。 

  １、「できる限り早期に全国最低800円を確保」「平成32年までに全国平均1,000円をめざ

す」という目標を掲げた「雇用戦略対話合意」、「経済財政運営と改革の基本方針」および

「日本再興戦略」、さらには「ニッポン一億総活躍プラン」を十分尊重し、経済の自律的成

長の実現に向けて、最低賃金を大幅に引き上げること。 

  ２、設定する最低賃金は、経験豊富な労働者の時間額が、道内高卒初任給（時間額896

円）を下回らない水準に改善すること。 

  ３、厚生労働省のキャリアアップ助成金を有効活用した最低賃金の引き上げを図ること。

同時に、中小企業に対する支援の充実と安定した経営を可能とする実効ある対策をはかるよ

う国に対し要請すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により提出するものでございます。 

  よろしく御審議いただきますようお願いいたします。 

○議長（三倉英規君） 趣旨説明が終わりました。 

  これから趣旨説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 
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  これから意見書案第８号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第18、意見書案第９号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率

１／２への復元、教職員の超勤解消と「30人以下学級」の実現、「子どもの貧困」解消など

教育予算確保・拡充と就学保障に向けた意見書（案）を議題といたします。 

  本案について趣旨説明を求めます。 

  10番、津川 篤議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） 義務教育の国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の超

過勤務解消と「30人以下学級」の実現と「子どもの貧困」解消などに教育予算確保・拡充と

就学保障に向けた意見書（案）でありますが、原文については皆さんの手元に配付しており

ますので、今回については、「記」の大きく分けて７点の要望事項がありますので、こちら

を朗読して趣旨説明とさせていただきたいと思います。 

  国の責務である教育の機会均等・水準の最低保障を担保するため、義務教育費を無償とな

るよう、また、義務教育費国庫負担金制度の堅持、当面、義務教育国庫負担金の負担率を

１／２に復元されるよう要望をいたします。 

  ２つ目に、「30人以下学級」の早期実現にむけて、小学校１年生から中学校３年生の学級

編制標準を順次改定すること。また、地域特性のあった教育環境整備・教育活動の推進、住

む地域に関係なく子どもたちの教育を保障するため、義務標準法改正を伴う計画的な教職員

定数改善の早期実現、教頭・養護教諭・事務職員の全校配置の実現のため、必要な予算の確

保また拡充を図るよう要望いたします。 

  ３点目には、給食費、修学旅行、教材費など保護者負担の解消、図書費など国の責任にお

いて教育予算の十分な確保、拡充を行うよう要望をいたします。 

  ４点目には、就学援助制度・奨学金制度の拡充、高校授業料無償化など、就学保障の充実
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に向け、国の責任において予算の十分な確保、拡充を図るよう要望をいたします。 

  ５点目には、働き方改革の一環である「長時間労働の是正」において、教職員の多忙と超

勤の実態解消にむけたより実効ある対策を早期に実現するよう要望をいたします。 

  ６点目には、高校授業料無償制度への所得制限撤廃、および、朝鮮学校の授業料無償化適

用除外の撤回を実現するよう要望をいたします。 

  教育諸課題の解決にむけて人材確保が重要です。子どもたちの最大の教育条件である教職

員の勤務条件、給与水準を改善するよう要望をいたします。 

  以上、地方自治法第99条の規定により提出するものでありますので、よろしく御審議、御

決定をいただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 趣旨説明が終わりました。 

  これから趣旨説明に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから意見書案第９号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第１０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（三倉英規君） 日程第19、意見書案第10号 地方財政の充実・強化を求める意見書

（案）を議題といたします。 

  本案について趣旨説明を求めます。 
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  10番、津川 篤議員。 

〔１０番 津川 篤議員 登壇〕 

○１０番（津川 篤君） それでは、意見書について趣旨説明をさせていただきたいと思いま

すが、この意見書については、毎年国に対して、地方財政が厳しくなる折からこういった意

見書を出さざるを得ないという状況の中で今回も出すわけなので、皆さんにはよろしく御審

議、御決定いただければというふうに思い、趣旨説明をさせていただきます。 

  これは、今回についても７点の大きな課題として出しておりますが、まず第１には、社会

保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大する地方自治体の財政

需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源額の確保をはかること。 

  ２つ目には、子ども・子育て支援制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステムの構築、

生活困窮者自立支援、介護保険制度や国民健康保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニ

ーズへの対応と人材を確保するため社会保障予算の確保および地方財政措置を的確に行うこ

と。 

  ３点目には、地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規

模・事業規模の差異、各自治体における検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して

経費を算定するものであり、廃止・縮小を含めた検討を行うこと。 

  ４点目においては、災害時においても住民の命と財産を守る防災・減災事業は、これまで

以上に重要であり、自治体庁舎をはじめとした公共施設の耐震化や緊急防災・減災事業の対

象事業の拡充と十分な期間の確保を行うこと。また、2015年度の国勢調査を踏まえた人口急

減・急増自治体の財政運営に支障を生じることがないように、地方交付税の算定のあり方を

引き続き検討をすること。 

  ５点目には、地域間の財政偏在性の是正のため、偏在性の小さな所得税・消費税を対象に

国税から地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。 

  同時に、各種税制の廃止、減税を検討するための際には、自治体財政に与える影響を十分

に検証した上、代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じることのないように対応を

はかること。 

  ６点目には、地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」「まち・ひと・しごと創生事

業費」等について、自治体の財政運営に不可欠な財源となっていることから、現在水準を確

保すること。また、これからの財源措置について、臨時・一時的な財源から耐久的な財源へ

と転換をはかるため、社会保障、環境対策、地域交通対策など、経常的に必要な経費に振り



－147－ 

替えること。 

  ７点目には、地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算

定特例の終了を踏まえ新たに財政需要の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化など

の対策を講じること。 

  また同時に、地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に依存をしないも

のとし、対象国税４税、これは所得税・法人税・酒税・消費税に対する法定率の引き上げを

行うこと。 

  以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書とするものでありますので、よろしく御

審議、御決定をいただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（三倉英規君） 趣旨説明が終わりました。 

  これから趣旨説明に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから意見書案第10号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎所管事務調査報告の件 

○議長（三倉英規君） 日程第20、所管事務調査報告の件を議題といたします。 

  本件について、別紙配付のとおり、総務厚生文教常任委員長、産業建設常任委員長から所
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管事務調査報告書が提出されております。調査の経過と結果について報告を求めます。 

  総務厚生文教常任委員長、報告ありませんか。 

○総務厚生文教常任委員長（津川 篤君） 特にありません。 

○議長（三倉英規君） 次に、産業建設常任委員長、報告ありませんか。 

○産業建設常任委員長（佐藤 守君） 記載のとおりであり、そのほかには特にございません。 

○議長（三倉英規君） これから各委員長に対する質疑を行います。 

  まず、総務厚生文教常任委員長報告に対する質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  次に、産業建設常任委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 質疑なしと認めます。 

  これで各委員長報告に対する質疑を終わります。 

  各常任委員会の所管事務調査報告については報告済みといたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会中の特定事件等調査の件 

○議長（三倉英規君） 日程第21、閉会中の特定事件等調査の件を議題といたします。 

  総務厚生文教常任委員会、産業建設常任委員会及び議会運営委員会、並びに議会広報委員

会から、会議規則第75条の規定により、お手元に配付のとおり、特定事件等について閉会中

の継続調査の申し出があります。 

  お諮りします。 

  各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしま

した。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議員の派遣に関する件 

○議長（三倉英規君） 日程第22、議員の派遣に関する件を議題といたします。 
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  本件については、お手元に配付のとおり、議会報告会、行政視察研修、全道町村議会議員

研修会が予定されております。 

  お諮りします。 

  議員の派遣に関する件については、別紙のとおり派遣することとしたいと思います。 

  なお、日程の変更など細部の取り扱いについては議長に一任願いたいと思います。御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三倉英規君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議員の派遣に関する件については、別紙のとおり派遣することに決定いたし

ました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉議及び閉会の宣告 

○議長（三倉英規君） これで本日の日程は全部終了しましたので、会議を閉じます。 

  平成29年第２回むかわ町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

閉会 午後 ４時３８分 
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